





























































犬とハサミは使いよう Dog Ears 3








更伊俊介





[image: ]

電子版　ファミ通文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　春はる海み和かず人ひとは読書バカである。

　一度死んで、ミニチュアダックスフンドの肉体に生まれ変わっても、本を求める生き様は変わらない。

　天へと伸びる本の巨きよ塔とうに囲まれながら、短い左前足で本を押さえ、右前足でページをめくる。熱い想おもいをその胸に、読書の熱流に巻き込まれていく。

　端はたから見れば滑こつ稽けいな姿でも、本人にとっては幾いく度ども熱望した時間。

　それは、本と犬との、互いの存在をかけた大熱戦。

　ペラペラペラペラペラペラペラペラと。

　真剣な面おも持もちで、一ページずつ、燃やし尽くすように読み進める。




『うーん……』

「あら何をやっているの駄犬。本も読まずに、そんな表紙だけ並べたりなんかして」

『いや、ちょっとさ』

「まさか、表紙を見つめるだけで本の中身を読み尽くすことが出来るっていう、超新型速読術の特訓でもしているの？」

『そんな裏技みたいな読み方が存在するの!?　ちょっとやってみたいんだけど!?』




　勿もち論ろん、そんな奇き天て烈れつな読書方法を試こころみていた訳では決してない。

　そもそも、目の前に置かれた本達は全すべて既読。正規の手段でバッチリ読破した。今までに読んだ本の内容は、俺の頭の中に全て残っている。血潮に溶けて肉体を巡り、想いとなって魂たましいに刻まれている。

　では、何故読書バカの俺が、読みもせずに本をこうして並べているのか。

　その理由は一つ、目の前に並べられた本の向こうにいる存在のことを考えていたから。本と同じぐらいか、もしくはそれ以上に、俺の記憶に強く残る存在達のことを。

　常識外れで、滅め茶ちや苦く茶ちやで、破は天てん荒こうで、意味不明で、荒こう唐とう無む稽けい。でも、それでも、書くことからは逃げずに、ただ原稿用紙に向かい戦い続ける。

　愛すべき、作家達のことを。




「そう、そんなに殺されたいのね？」

『はぁ!?　何でそんなことに……って何でハサミ振りかぶってるの!?』

「仕方がないじゃない。動機があるんだから」

『動機があるの!?　同居人が殺害の動機を持ってる生活ってさすがに御ご免めん被こうむるんだけど。つーか、動機って何？　とりあえずごめんなさいすればいいんですか!?』

「成なる程ほど、殺される前に自分の罪を知っておきたいと言うのね。中々に殊しゆ勝しような心掛けだわ。特別に教えてあげても良いわよ？」

『何その嫌すぎる上から目線。何なの、もう殺されること決定なの!?』

「じゃあ答えなさい。何で、そこに私の本がないのかしら？」

『…………はぁ？』




　目の前に並べられた本。その表紙に書かれている作家の名前は、藤ふじ巻まき蛍ほたる、大おお澤さわ愁しゆう山ざん、秋あき月づきマキシ、そして姫ひめ萩はぎ紅葉もみじ。確かに、そこには秋あき山やま忍しのぶの本は置かれていない。

　作家、秋山忍。その正体の名は、夏なつ野の霧きり姫ひめ。

　ここ数か月の間に、沢山の作家と出会い、その度に驚おどろかされて来た。

　でも、それでも、俺にとっての一番は、いつだって秋山忍で。数々の困難も、再会も、邂かい逅こうも、決意も、離り別べつも、今の俺を巻き込む全ては、秋山忍との出会いから始まって、夏野霧姫と共に歩んできたのだ。

　ペットショップでの出会いは今でも鮮せん烈れつに焼き付いている。

　あの、何よりも気高く、力強い、その姿は。




「わ、わわわ私が一番だなんて。今更そんなことを言っても許さないわよ!?」

『いきなり何言いだすんだお前』

「どうせ私に出会ったのが〝一番最初〟とか言うつもりなんでしょ？」

『え、いやまあ、そうだけど？』

「はい、じゃあ逝いきましょうか」

『何で!?　今のちょっとしたインターバルは何!?』

「この駄犬。わ、私はいつも一番なのに……最初なのに……粛しゆく清せいしてくれる！」

『やめて！　い、いやだから、お前の本はもう改めて並べるまでもないじゃないか！』

「……へ？」

『だって、もう長いこと一緒に暮らしている訳だし。これまでだって色々とあったんだ。もう今更改まるような関係でもないだろ……いや、何か上う手まく言えないんだけどさ』

「……そ、そう。まあ、そうね。確かに、そうね！」

『良かった。分かってくれたか』

「ええ。分かったわ。分かったけれど、それとこれとは話が別よ。やっぱりそこに私の本が並んでないのは納なつ得とく出来ないわ。そうだ！　こうなったらアナタの肉体に文字を刻きざみ込こんで本の代わりにしましょう！」

『全然分かってないじゃん!?』

「どうせなら、万年筆よりもハサミの方がしっかりと痕あとが残っていいわよね。動くんじゃないわよ駄犬。もし動いたら……分かってるわね？」

『助けてええええええええええええええ！！！』




　たとえ肉体が終わっても、たとえ命が終わっても。

　本を読み続けるこの生しよう涯がいが変わることはない。

　未来は分からず、過去には戻れず、ただ現在を進むしかない。

　死の先で手にした、いくつもの出会い。

　ならば、その出会いの先で手にするのは、果たして何か。

　ただ、その先に何が待っていたとしても。

　本を読み続ける意思だけは変わらない。

　春海和人は今日も本を読む。
















　　　四月　九日






「せせせ先せん輩ぱい、かくまって下さい!!」

　慌あわてた様子で大おお澤さわ映は見みがリビングに飛び込んで来たのは、俺が本日三冊目の本を読み終わり、四冊目の『青春キックストライク』に手を出そうかという、まさにその時だった。

　呆あつ気けに取られる俺と夏なつ野のの前で、映見は転がるようにリビングを突っ切って行き。そして、そのまま俺愛用の黒い毛布に飛び込むと、部屋の隅すみでガタガタと震ふるえ出だした。

「……ちょっと映見、どうしたの？」

「あ、先輩、ごめんなさいごめんなさいごめんなさいこれには深い事情があってだからどうにかピンチでどうしようもなきゅてごめんなさいごめんなさいだから必死でここまで助けて下さい隠してくださいごめんなさいごめんなさい」

　謝罪と説明の言葉を呟つぶやきながら、更に毛布の中で小さくなる映見。夏野の声も聞こえないというように、ひたすら自分を毛布と同化させる作業に勤いそしんでいる。

　大澤映見。俺の元クラスメイト。元より小心者でネガティブな性格の持ち主ではあるが、それにしてもこの怯おびえようは常じよう軌きを逸いつしている。つまり、どう考えても、厄やつ介かい事ごとの前まえ触ぶれである。少なくとも、俺の安らかな読書がしばらく遠のくことは確定だろう。

　まあ、こうして巻き込まれてしまった以上、手遅れであるが。

　日々、災さい厄やくに巻き込まれ続けて、物分かりが良くなったものである。

　さようなら読書。また会う日まで、読書。




「それで映見、何があったの？」

「ご、せんぱい、ごめんなななさ」

　映見を毛布から引き離し、リビングの中央に置かれた畳に正座させ、その前に堂々と立ちながら夏野は言う。執筆を中断されたことに苛いら立だっているのか、夏野の顔は険けわしく。対して映見は怯えまくっているので、さながら看守と囚人のような雰ふん囲い気きである。

　あ、一応言っておきますけど、これ尋問じゃありませんから。別に夏野は本気で怒っている訳ではないですし、映見が怯えているのはいつものことですので、警けい察さつを呼んだりする必要はないです。デフォルトで高圧的なのが夏野であって、デフォルトで何かに怯えているのが映見なのだから。

　夏野の太ももにはお馴な染じみのハサミが装そう着ちやくされていますが、映見に危害を加えるつもりはないと思う、きっと、多分。ふとしたことでハサミを抜くのが日常だけど、映見相手にそんなことはしないだろう。さすがに、恐らく。

　しかし、映見は怯える態度を崩さず。

「許して赦ゆるして逃して放してごめんなさいごめんなさい」

「……怯えていたら分からないわ、ちゃんと質問に答えなさい」

「ひぃッ!?」

　結果、夏野さんもちょっと凄すごむことになる。

　頭を抱えてうずくまってしまう映見。その手が、離された毛布を求めて彷徨さまよっている。

　ここ数か月、色々な出来事を経て、映見も少しは精神的に成長したかと思っていたが、そう上う手まくはいかないのだろうか。

　それとも、それ以上に何か重大な問題でも起こったのか。

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

「ちょっと映見、これじゃあ、まるで私がアナタをいじめているみたいじゃない」

『いやもう、そのものじゃないのか』

　誰が見たってそう見えます。完全に、草食動物と肉食動物の触れ合いｉｎサバンナにしか見えません。

「あら、何か言ったかしら駄犬。斬きられたいの？　斬られたいのね？」

　夏野さんの視線がこちらに向き、そして早速ハサミを抜いた。俺の言い訳を聞いてくれる時間すら省はぶかれているらしい。映見への注意を逸そらすことには大成功だが、これから俺に降りかかる運命のことを思うと大失敗である。

　まあ、俺がこれから酷ひどい目に遭あうことはめでたく確定しましたが、その間に映見が落ち着いて立ち直ってくれるのならば幸さいわいである。俺って自じ己こ犠ぎ牲せいの塊かたまりだよな。でも、これで映見が立ち直れなかったら、もう一回やらないといけないのかな？

　さあ、立ち上がれ映見！




　結局、怯える映見が立ち上がるのに数分掛かった。

　つまり、その分だけ俺が減へった。

「ご、ごめんね、和かず人ひと君」

『いや……まあ、良い。お前は頑がん張ばった。そして俺も』

　目の前に夏野さんが立ってさえいなければ、そして犬の俺が惨さん劇げきに遭っている光景さえなければ、もう少し早く立ち直ったんじゃないかと思わなくもないが、過ぎたことはしょうがない。

　何とか平静を取り戻した映見に対し、俺と夏野で向き合って話を聞くことにする。

「で、もう一回聞くけれど。どうしたの、急に？」

「……はい、えっと」

　映見は言葉を選ぶように、しばらく考え込んでいたが、やがて顔を上げて。

「最近、誰かに、見られているような、気が、するんです」

　そんな、何ど処こかで聞いたような話を始めたのだった。

「見られている？」

「はい、えっと、街を歩いていると、視線を感じるんです。物陰から誰かが、隠れてこっちを見ているような」

　映見は心底怯えている、というような顔で話を始める。

　常に何かに怯えているような映見だから、本人の勘かん違ちがい、もしくは考え過ぎではないか、とも思ったけれど。しかしこの怯え方は尋じん常じようではなく、本気で何事かが起こっていることを思わせる。夏野も、さすがに気になったらしく、真剣な様子で。

「それは、いつ頃からなの？」

「ここ、一週間くらいだと思います。登校する時、下校する時や、買い物に行く時も、いつも見られているようで。周りを囲まれているみたいに、ひしひしと」

『おいおいおい、結構な大事じゃないか。それは……まさか、ストーカー？』

「それだけじゃなくって、他にも、色々と妙なことがあって」

「例えば？」

「始まりは、メールでした。ただのよくある迷めい惑わくメールかなって、そう思っていたんですけど。内容も……芸能界がどうとか、秘密がどうとか、そんなことが。でもそこに私の名前が書いてあって、びっくりして」

『怖いな、そりゃ』

「その後も、うちのポストに、芸能雑誌が沢山詰め込まれてたり。家のテレビが、歌番組しか映さなくなったり。身に覚えのないコンサートの招待状が、学校のゲタ箱の中に入ってたり」

『それ、本気でヤバくないか？　個人情報、だだ漏もれじゃないか』

「そうね……」

　夏野は、何事かを考えるように呟く。

「それで、あんなに慌ててうちに来たってことは、更に何かあったってことかしら？」

　夏野の指摘に、映見は顔を曇くもらせて、それでも告げる。

「はい。えっと……今日、沢山の人が、襲おそいかかってきて」

『襲いかかるぅ!?』

　いやそれ大問題じゃないか。ステップを飛ばし過ぎだろ。ストーカーを通り越して、ただの通とおり魔ま。完全に犯罪者だ。

　しかし、俺の横にいる夏野はその手の問題のプロフェッショナル。ストーカー退たい治じも、通り魔事件の解決もこなしたことのある、その道の一流の人だから大丈夫だ。

「あ、襲いかかるって言っても、乱暴なことじゃなくって。ただ、無言でこっちに迫って来るだけ、なんですけど」

『十分怖こええよ』

　俺でも泣きたくなるような光景だよ。

「まあ、無事ならよかったわ。ここに来れば安心だものね。この私がいることだし」

「はい、ご迷惑をおかけします。それで、慌てて逃げ出したら、後ろからもっと沢山、人が出て来て。みんな合わせたように、黒いスーツを着た男の人で」

「黒い？」

『スーツ？』

「はい、黒いスーツに、サングラスをかけた人達がどんどん出てきて」

「黒い？」

『サングラス？』

「…………」

『…………』

「せ、先輩？」

　黙ってしまう、俺と夏野。

「ねえ映見、さっき芸能界関係の迷惑メールって言ったかしら？」

「は、はい」

「ちなみに、そのメールはどんな内容なの？」

「確か『君もこの光り輝くブリリアントなアイドルに続け！』『白く染まれ！　そして輝け若わこ人うど！』みたいなことが、書いてあったような」

「……ポストに詰め込まれていた雑誌というのは？」

「えっと、ですね、『ただのアイドルじゃ物足りない！　マルチに活かつ躍やくする多角的アイドル特集！』みたいな感じの、記事が載のっていたような」

『お、おう……』

　何と言いましょうか。もうほとんど、事件の真相は割れている気がするけれど、一応確認しておこうか。

『……なあ』

「言わないで欲しいのだけれど、聞きたくないのだけれど、それでも一応言いなさい犬。万が一ということもあるでしょうから」

『これ、あいつの仕し業わざだよ。あの、アイドル。秋あき月づきマキシの』

「……はあ」

　俺の言葉に、大きく溜ため息いきを吐つく夏野。

　俺も、全く同じ気分だった。

　秋月マキシ。

　芸能界の第一線で活躍するアイドルにして、文壇の第一線でも活躍する作家という、マルチな才能を持つ人物である。マキシが部下として多くの黒服達を従えていることを、俺も夏野も良く知っている。だから今回の、映見に忍び寄る黒い人影達の件にも、あいつの思おも惑わくが絡んでいるのは確定だと思うのだが。

『でも、なんで映見なんだ？　映見とマキシって、別に接点なかったよな』

「さあ？　でも、あの駄アイドルのことだから、どんな突とつ飛ぴなことを言い出してもおかしくはないわよ」

『まあ、そうなんだけど……』

　マキシさんってば、ＴＶ画面で見ている分には、普通にアイドルなのだけど。実際に会って話をした瞬間から『あれ？　この人ってアイドルじゃなくて、前に出たがりな若手芸人じゃないか？』みたいな考えが浮かぶようになる人物である。作家として著作を通じて知る分には素直に尊敬出来るのだが、実際に関かかわり合あいになると、とにかく疲れるのである。

『さて、めでたく黒幕が分かった所で、どうするんだ？』

「どうしようかしら。出来るなら放ほうっておきたいんだけど、あの白いのが関わっているとなると、なかなか面めん倒どうなことになりそうよね」

　夏野は少し、考え込むような素そ振ぶりを見せていたが。

「まあ、詳しく事情を聴いてみるとしましょう……鈴すず菜な？」

　そう言って、指をパチンと鳴らした。

『何を……って、うわぁ!?』

　瞬間、夏野の横に、いきなり出現する一人の変態。

「来たわね」

「はい、ここに居ますとも先生!!」

『お前、忍者みたいな現れ方しやがって……』

　登場の仕方がおかしいだろ。

　夏野の命めいにより、突とつ如じよとして室内に現れたその変態。

　柊ひいらぎ鈴菜という名前の彼女こそ、書しよ林りん社しやに所しよ属ぞくする編集者である。

「いつでも先生のお傍そばに侍はべる、これが編集者としての心意気ですからねぇ!!」

『どう考えてもお前個人の趣味によるものだろうが』

　どうせ、いつでも痛い目に遭うことが出来るから、みたいな理由に違いなかった。

　そんな鈴菜のアグレッシブな登場にも、一切顔色を変えることなく。変態にとりあえず一発お見み舞まいしてから、何事も無かったかのように話を始める夏野である。

「で、鈴菜」

「あぁん、何ですか先生、さあ、次は何処ですかぁ!?　腕にしますか足にしますか、それとも……あ・た・ま？」

『そうだな頭を診みてもらえよ。医者に』

　もうこいつの奇き矯きような言動にはすっかり慣れているつもりだったが、しかしやっぱり生理的に受け付けないと感じた。こいつと生しよう涯がい分かり合うことは出来ないし、そもそも分かり合いたくもない。




　何度か痛い目に遭うと、ようやく鈴菜は落ち着き、話を聞く態勢に移る。落ち着くに至るプロセスがおかしいのは、まあ、いつものことだ。

　そんな二人の様子を見て、映見がさっきよりも怯えているのは、以前に鈴菜との間に一ひと悶もん着ちやくがあったからか。それとも、単に目の前の光景が恐ろしかったからか。多分、後者だろうね。

「ちょっと聞きたいんだけど。何か最近、この娘の周りで事件なんかはないのかしら」

「はあ、藤ふじ巻まき先生の、ですか……えっと、ご本人がいらっしゃるから問題はないと思うのですが、一応ご内密に。平へい安あん堂どうの方で、藤巻蛍ほたる先生を大々的にプロモーションしよう、という計画があるらしくて」

「プロモーション？」

「はい、デビュー時よりも、規き模ぼの大きなものを。今回は、大おお澤さわ愁しゆう山ざん先生の娘さんであること、現役の女子高生であること、それらを前面に押し出した広告戦略を取るそうです。顔出しなんかも検けん討とうに入れているとかで」

『へえ……まるで再デビューってな感じだな』

「はい、まさしくそんな感じで売り出すそうです。かなり大々的に」

　それは、結構凄すごいことなんじゃないだろうか。

　映見がそこまで注目される作家になったということは、素直に喜ばしいことだ。

　当の映見はと言えば。

「あうぅ……」

　何やら顔を赤くして俯うつむいている。そんな、決して出たがりとは言えない映見が、それでも自分を売り出して行こうと決めたのならば、大きな進歩と言えるだろう。

『つーか、平安堂の事情にどうしてそんなに詳しいんだよ。お前は書林社の人間だったんじゃないのか？』

「それはまあ、蛇の道は蛇と言いますか。何処にでも、独自の情報網というものがあるんですよ、ええ」

『出版業界も大変なんだな……お前みたいなのがいると』

「まあ、ぶっちゃけ、大だい門もんさんから聞いたんですけどね。うちの情報を流すと言ったら、快こころよく教えてくれましたよぉ」

『お前、また編集長にどうにかされるんじゃないの……？』

　獅し子し身中の虫とはこいつのことだろ。早めに駆く除じよすべきなんじゃないのか。業界にとって確実にマイナスだろ。

「で？　勿もち論ろんそれだけじゃ、ないのよね。藤巻蛍の再デビュー、何か問題があるんじゃないの？」

「良くお分かりですね、秋あき山やま先生。えっと、その辺りのことを平安堂の上層部が話し合っている際に、ちょっとした乱入者があったらしく」

「秋月マキシ、ね」

『秋月マキシ、だろ』

　揃そろって答えた俺たちに、鈴菜は目を丸くして。

「良くご存知ですね。ええ、確かにその通りです。会議中に突然、秋月先生が現れて、何でも『藤巻蛍の再デビューと聞いて来たわ！　女子高生作家っていうじゃない!!　だったらアイドルなあたしの後こう輩はいとしてデビューさせましょう！　女子高生アイドル作家、これで決まりよ！　ああ、こんな素す晴ばらしいプロジェクトを思いつくあたしってば輝いてる！』と、そう宣言したらしいです」

『うわぁ……』

　あいつ、偉えらい人達の前でもそんなんなのか。

　言っていることはどう考えてもおかしいが、しかしマキシならばやりかねないことである。まあ、そんな学生がノリで考えたような企画、社会では通用しないだろう。

「その企画、通りまして」

『通すなよ！』

　正気かよ。まさか、お酒でも飲みながら会議しちゃったの？　それとも、偉い人達は皆あのアイドルに弱みでも握られているの？

「平安堂の編集長も、何と言うか、器うつわの大きい方ですからねぇ。それで結局、なし崩くずし的にプロジェクトが決まってしまって。後は、藤巻先生ご本人の承認を得るだけ、という状況になっているそうです」

『じゃあ、映見が襲われたのって……』

「その最後の承認を得る為の、駄アイドルの差し金ってことね。最初の内は、周りから少しずつ攻めていたみたいだけど。効果が出ないものだから、いよいよ実力行使に出たということかしら」

『何なの、あのアイドル』

　作家としてデビューという話なのだから、アイドルになるとかならないとか、そういう展開が入ってくる余よ地ちは無いだろ。

　しかし、そんな常識が、秋月マキシには通じないようで。

　悪く言えばむちゃくちゃ、良く言わなければしっちゃかめっちゃかな、あの人物像。

　他人の意見を聞いて自分を曲げるようなタイプには、とても思えない。だから、こうして逃げ込んで来た映見に対して、何らかのリアクションは取って来る筈はずだ。

『でも、それでも』

　今回は映見の、藤巻蛍の再デビューに関することだ。

　アイドルとしてこの先やっていくかどうかは、さておき。再デビューという大事な時期に、秋月マキシという人気作家のバックアップを受けられるということ自体は、それほど悪い提案でもないだろう。

『映見はどう思っているのか、それを一応聞いておかないとな』

「そうね。映見、アナタは実際、どう思っているの？　アイドル作家としてデビューする気は、少しでもあるのかしら？」

「無理です」

　即答だった。

　首が取れそうな勢いで横に振り、映見は否定する。

「絶対無理です」

『まあ、そうだよなぁ……』

　いきなりアイドルとしてデビューだなんて、映見がこなせるとは思えない。以前よりも少しは成長した映見であっても、しかし酷こくに過ぎる計画だろう。

「そうやって考えてくれたのは、嬉うれしい、ですけど。でも、無理です。ご期待にそえず申し訳ないです。こうなったら、この命と引ひき換かえに……」

『死んじゃ駄だ目めぇ!!』

　ふらふらと窓に向かう映見を、必死で袖そでに嚙かみ付ついて止める。映見は俺の重みに耐えきれなかったのか、その場にくずおれてしまう。体中から力が抜けていた。

『本気で嫌なんだな。アイドル化計画……』

「まあ、あまり本人のキャラクターに合わないことを、無理矢理にやらせるものではないということね。私にも覚えがあるわ。編集者が、私らしからぬプロモーションを提案して来たなんてことがね」

「嫌ですよぉ先生、あの時の償つぐないは、ちゃんと体で支払ったじゃないですかぁ。あの痛みは、幾いく星せい霜そうを経へようとも忘れやしませんとも」

『…………』

　こいつらを映見の参考にしてはいけない。絶対に。

　当の映見は、今はどうにか落ち着いているものの、しかし不安そうな表情を隠せない。その姿は、どうしてもアイドルという言葉とは結びつかない様子で。

『マキシの奴、本気で映見をアイドルになんて考えているのか？　どう考えても無理だと思うけどなぁ』

「私はアイドルじゃないから分からないけれど、映見の中に何かを見み出いだしたんじゃないかしら。あれで、アイドルとしてはそれなりの実績があるでしょうからね。まあ、そういうことは……」

『そういうことは？』

「本人に訊きいてみるのが、一番早そうね」

『……え？』

　俺の疑問と同時。

　まるでタイミングを計っていたかのように。

　そこにいるのが当然だと言わんばかりに。

「話は聞かせてもらったわ!!」

　バルコニーへと続く窓をがらりと開けながら、秋月マキシが登場したのだった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【青春キックストライク】……　秋山忍しのぶの著作。キックボクシング一筋に生きて来た少年が、高校の弱小サッカー部を立て直していく青春物語。相手チームの選手に直接キックを叩たたき込こんでいく戦法で全国大会まで進むという展開は当然ながら賛さん否ぴ両りよう論ろんだが、全国の高校のキックボクシング部の部員数は大幅に増加したらしい。






「聞かなくて良いわよ」

　突然現れたマキシに対し、即座に反応する夏野。

　すぐに窓に近づき、マキシをバルコニーに押し出して、窓を閉める。鍵かぎも掛ける。

　その間僅わずか二秒。まさに早はや業わざだ。

「え？」

　あまりの早業に、マキシ本人も呆ぼう然ぜんとしていたが。すぐに自分のやられたことに気付き、声を上げる。窓ガラス越しの夏野に向かい、拳こぶしを振り上げて威い嚇かくする。

「え？　え？　ちょっと、何で締め出すのよ！　このあたしを誰だと思っているの!?　全世界に光り輝く秋月マキシ様よ！　そんなあたしを何で締め出すのよ！」

「うるさいから」

「うるさくなんかない！　あたしの美声は、騒そう音おんすらも掻かき消けすほどに美び麗れいで荘そう厳ごんなのよ！　だからここを開けなさい黒いの!!　歌って踊って訴うつたえるわよ!!」

　夏野は、目の前にアイドルなどいないかのように、窓にかかったカーテンを閉め、あっさりとその場を離れる。話を聞いていないどころか、聞く気がまるでない。そのまま元の場所に戻り、先程までと変わらない様子で。

「で、映見はアイドルにはなりたくないのよね。さて、どうしようかしら」

『いやお前、どうしようも何も、話の中心人物が今そこにいたじゃん！　さすがに今の流れを見なかったことには出来ないよね。つーか本人に訊いてみるんじゃないの!?』

「何を言っているの、呆犬。外には誰もいないわよ？　うちのバルコニーに侵入する不ふ審しん人物なんて何処にもいないし、いたとしても認識しないから」

『そうは言っても、お前な……』

　ドンドンと、窓ガラスを叩く音が響いているんですけれど。

『い、いいのか、あれ？』

　その音に怯えているのか、映見がまた頭を抱えてしまっているし。

『あいつ、しまいにはガラス割るぞ』

「心配ないわよ。あのガラスはマシンセルを注入した超強化自己修復ガラス。小娘一人の拳で割れるようなものではないわ」

『へえ、そうなんだ…………えっと、その強いガラスをぶち破った小娘に心当たりがあるんですが、どういうことなの？』

　深く考えるのは止やめておこう。これ以上はいけない。身内の問題だ。




「うちのマキシが申し訳ないことをした」

　その後もガラスを連打する音が止むことはなく、すっかりＢＧＭ扱いになってしまっているところに、新たな来客が訪れた。開口一番、深々と頭を下げて謝罪の言葉を口にした来客。禿とく頭とうの大男。秋月マキシの担当編集者、仏ほとけ坂ざか大門であった。

　大きい体を丁てい寧ねいに畳たたんで、謝罪の念を表している。うん、苦労人だってことは良く分かる。苦労してそうな感じが全身から溢あふれ出でているもの。

　その横には対照的に、夏野の許可を得てバルコニーから救助されたマキシが、とても不ふ機き嫌げんそうな顔で座っている。

「本当に申し訳ない」

「何よ大門！　謝ることなんかないわよ！」

「お前が屋おく上じようから侵入したいと言い出したのがいけないんだろう。そのせいで秋山先生と、藤巻先生にも迷惑が掛かったんだ」

「だって、普通に入ったらインパクトが足りないじゃない！　このスーパーアイドルたるあたしが、平凡な登場なんかしてごらんなさい！　全宇宙中の笑いものよ!?」

　腕を大きく振って反論するマキシだったが。

　その視線が、俺たちの背後、小さくなって固まっている映見へと向いて。

「見つけた！　藤巻蛍！」

　いきなり、高らかに宣言した。

　立ち上がって映見を指さすマキシ。

「そうね、どうやって派は手でに登場するかを考えていて、すっかり忘れていたけれど。あたしの目的はそれだったわね！」

『忘れるなよ！』

　そもそも、こいつが部下の黒服を使って映見を追いかけ回していたのが問題なのだ。こうなる前に、映見を物置とかに隠しておくべきだったかもしれないが、時既に遅し。

マキシの視線が、映見をがっちりロックオンしている。

「まあ、細かいことを気にしても仕方がないわ！　という訳で、藤巻蛍！　あんたは、あたしの後輩として、アイドルになるのよ！」

　効果音が付きそうな、びしっと決まったポーズで。

　マキシは一直線に、映見を再度指さす。

「………………」

　それに対する映見の反応は。

『あれ？』

　いなかった。

　いないのかよ。

　マキシが指さした時点では、確かにそこにいたのに。一瞬で、その姿を消していた。

『映見の奴、何処に行ったんだ……って、そこか！』

　見つけた。

　消えた映見は、夏野の背中へと隠れていた。この部屋で一番強い人間の所に逃げ込むとは、まったくもって正しい判断である。

「せ、先輩、助けて……助けて下さい」

「ちょっと、何処に隠れているのよ、藤巻蛍！」

　そんな風に、夏野に縋すがりつく映見を発見して、マキシの怒りが爆発した。

「どうして、その黒いのの後ろに隠れるの!?」

「ひぃぃ」

「答えなさいよ藤巻蛍!!」

　マキシの剣けん幕まくに、映見は顔を隠して怯えている。視線を合わせたらそれだけで怒られると思っているかのように、猫のような体勢で丸まってしまう。

「アイドルになりなさいよ！」

「ぁわわ」

「アイドルって楽しいのよ！　お気楽で極楽な、究極のアイドルになれるこのチャンスを、逃す手はないんじゃない!?　どうなの!?」

「うぅぅ」

「美お味いしいものだって、沢山食べられるのよ？　ハンバーグとか!!」

「いやぁ」

『ハンバーグで釣つるなよ』

「い、今なら、三か月間無料よ？」

『それ以降はお金をとるのかよ』

　そして、やっぱり会話が成立していない。その後もマキシは、様々なアイドルのメリットを提示して映見を勧かん誘ゆうしていたが、映見の反応は芳かんばしくなかった。聞いてるこっちは、芸能界がどういうところなのか、真剣に分からなくなって来る。




　結局、マキシの度たび重かさなる説得にも、映見は終始怯えるばかりで応こたえることはなく。

「……どうあっても、アイドルになることを拒否するというのね！　そうなのね!!」

「ひゃぁ!!　ご、ごめ、ごめんなさい」

「しかし、しかしよ藤巻蛍!!　自分でアイドルになることを否定したとしても、その体に眠る才能が、きっとアイドルを求めて彷徨うのよ！　だからここは、無理矢理にでもアイドってもらうから！　覚悟しなさい!!」

「ひぃぃぃいい!!」

『結局、実力行使なのかよ』

　そう言えば最初っから黒服達を使っていましたもんね。

　マキシが、じりじりと映見の方へと迫っていく。ここで捕まるとアイドルにさせられてしまうかのような、そんな不ふ思し議ぎな迫力が今のマキシにはある。怯えた表情の映見を、いよいよアイドルが侵しん略りやくしようとして。

「ほら、その辺にしておきなさい、不法侵入者」

　二人の間に、割って入る影。

　様子を見兼ねたのか、あるいはそろそろイラついて来たのか。

　夏野が立ち上がり、マキシの侵略を阻そ止ししたのだった。




「で、出たわね黒いの！」

　ライバル認定している秋山忍を目の前にしたことで、対抗心が燃え上がったのか。映見に対する態度とはまるで違う様子で、マキシが夏野に食って掛かる。

「誰が不法侵入者よ！　あたしは客よ？　ちゃんともてなしなさいよね。全然輝いてないわよ！」

「あら、知らなかったのかしら。客として認定されるのは、その家の門や玄げん関かんをくぐった者だけ。それ以外は不法に浸入したと見なし、八十年以下の懲ちよう役えきが課せられると、そう法律で規定されているのよ。刑法六八七条で」

「え？」

　夏野の言葉に、ぽかんと口を開けたマキシだったが。言葉の内容を理解したのか、次し第だいに震え始めた。とんでもないことをしてしまった、自分が犯罪者になってしまったと、そう顔に書いてあるほどの動どう揺よう。

「そ、そんなこと、あるわけないじゃないの、ねー。まったく、何をバカなことを、言っているのかしら。この黒いのは」

「言い訳の続きは、取調室でカツ丼を食べながら話せば良いと思うわよ。警察に知り合いがいるからすぐに来てもらいましょうか」

「え、いや、本当に？　マジなの？　え？」

「取調官は凄く怖い人らしいわよ？　百ひやく戦せん錬れん磨まの悪党たちが、あまりの恐怖に揃って許しを請こうらしいわ。その男の前では全ての容疑者が等しく膝ひざをつくという伝説から、付いた綽あだ名なが『土ど下げ座ざ製せい造ぞう機き』という、伝説の取調官が」

「え？　え？　ちょっと大門!?　どういうことなの!?」

『いや夏野さん、いじめるのも大たい概がいにしてあげて下さい』

　不法侵入しようとしたのは、確かなのだが。

　マキシさん、本気でビビってるし。率そつ先せんして人に突っかかって行くくせに、打たれると弱いタイプの人なのだ。見兼ねた大門さんが、マキシ自身のブロマイドを見せることでどうにか落ち着かせようとしている。それで落ち着くのかよ。


　　　　　　　　



「よ、よくも騙だましてくれたわね！」

　自らのブロマイドを見続けた結果『わー、あたしってば超輝いてるー』と言って立ち直ったマキシ。そんなアイドルに対し、夏野は当然ながら余裕の表情。マキシのことを、ストレス解消の為のおもちゃだとでも思っているのかもしれない。いや、絶対に思ってるな。

　なおも悪い顔をして、マキシに喧けん嘩かを吹っかけていく。

「そんなザマで、良くもまあアイドルを名乗れたものね」

「はぁっ!?　あんたにアイドルの何が分かるってのよ!!　大体、どうしてあんたが藤巻蛍の先輩面しているのよ！　藤巻蛍は平安堂でデビューした作家なんだから、あたしの後輩だってのは当然じゃない!!　何をでしゃばってるのよ!!」

「でしゃばっているのはそっちの方じゃない。不法侵入までして」

「可か愛わいい後輩のピンチなんだから、当然よ！　こんな、服装どころか腹の中まで真っ黒な作家と関わっていたら、藤巻蛍の未来だって真っ黒に違いないわ!!　ここは、この光り輝く純白清せい廉れんにして豪ごう華か絢けん爛らんな、秋月マキシ様に頼る方が、ずっとずっと良いことじゃない！　この子に眠る才能を、必ず引き出してあげるわ！」

「言うじゃない、露ろ出しゆつ狂きようのくせに」

「ろ、露出狂じゃないって言ってるでしょ！」

「ほら、鳴いてみなさい露出狂」

「あ、あんた、アイドルをバカにしてるの!?」

　俺の不安をよそに、いつも通りのやり取りで盛り上がる二人。

　一方的に、マキシの方がやられているようにも見えるが。

　しかし、負けず嫌いの度合いに関しては、きっと両者とも拮きつ抗こうしていて。だから、余計に話がこじれるのだ。もう二人だけでずっとやっていればいいじゃないか。映見を放っておいてさ。

「ど、どうあっても、あたしの前に立ちはだかるというのね、秋山忍！」

「ここは私の家なのだから、立ちはだかるも何もないわよね。むしろそっちが出て行くべきなんだけど、そう思わない？」

「は？　何言ってるか分かんないけど」

　マキシは夏野の話を聞くことなく叫ぶ。

　夏野もまた、マキシのテンションに釣られたのか、段々とボルテージが上がって行く。こいつらに自浄作用という言葉はないのか。

「こうなったら、勝負よ秋山忍！　あたしとあんた、どちらが藤巻蛍のアイドルとしての素質を引き出すことが出来るか！　正々堂々と戦おうじゃないの！」

「ええ、望むところよ。ぎったんぎったんに叩きのめしてあげる」

「逃げるなよ!!」

「そっちこそ!!」

『あ、あのー』

　盛り上がっているところ、大変申し訳ないんですけれど。そういうのって、まず本人の了りよう承しようを取ってからやるべきじゃないの？　という真っ当な疑問があるのですが、どうでしょうか。

『いや、お前ら、映見にちゃんと意見を聞けよ、まず。メインを忘れて、どうしてそのまま始めるんですか？』

　すっかり取り残された形になっている、映見の方を見る。

　破は天てん荒こうな作家二人の勝負に巻き込まれてしまってかわいそうに。さぞかし戸と惑まどったような、あるいは怯えた表情をしているだろうと思いきや。

『……うわぁ』

　もっと大変なことになっていた。

　映見は、何かを語ることもせず、その目に何かが映ることもなく。

　要するに、気絶していた。

　白目を剝むいていた。












　自分を巡る状況の、あまりの苛か烈れつさに、いよいよ意識がオーバーヒートを起こしたのだろうか。口から魂たましいが抜け出しているかのような、見事な気絶だった。どうしてこんなになるまで放っておいたんだ。

『は、映見、しっかりしろ！　気を確かに持て！』

「…………うぅぅ、死にます、ごめんなさい」

『死ぬなぁー!!』

　うわ言で謝罪を繰くり返かえす映見に対し、俺はひたすら声を掛けることしか出来ない。

　対して、この状況を生み出した張本人達は、あちらで意い地じの張り合いに夢中であるのだ。しかも『アイドル映見をプロデュース！』みたいな展開になっている意味が分からない。まずは映見の正気をプロデュースしてやろうよ。




　そんなこんなで。

　結局最後まで、映見の意思を顧かえりみることなく。

　ついでに、俺の不安も気にすることなく。

　こうして、藤巻蛍こと大澤映見のアイドル生命を勝手に賭かけた、夏野とマキシの勝負が始まったのだった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【超強化自己修復ガラス】……　株式会社インチョキ堂が開発した、侵入者対策の為の強化ガラス、その究極モデル。外部からの衝しよう撃げきでガラスが破損した次の瞬間には、ガラス自身の自己修復機能が発動し、たちまち回復する。更には、一度受けた衝撃は二度通用しないという機能も盛り込まれており、世界中の重要施設で使われているという。

【刑法六八七条】……『窓から入って来たアイドル的な愚おろか者ものは、八十年以下の懲ちよう役えきに処する』という、夏野霧姫が即興で考えた刑法。勿論存在しない。






「勝負の内容は簡単よ！」

　マキシは、大門さんに小型のホワイトボードを持たせて、勝負の内容を説明する。

「あたしの見る限り、藤巻蛍には、アイドルとしての素質が眠っているわ！」

「そうかしら？　とてもそうは見えないのだけれど」

『俺もそう思う』

　映見を知る人間ならば誰だってそう思う。一〇人が一〇人、そう証言するだろう。

「ふん、これだから素人しろうとは！　この娘は原石よ。その素質がまだ表に出ていないだけ、だから、その魅み力りよくをいかに引き出すのかが勝負のポイントよ!!」

　マキシは自信満々に告げる。

「アイドルってのは、このあたしのように、輝けるオーラが重要なの！　つまり、外見の華やかさね！　勿論、それが全てじゃないけど、見た目の華やかさが一番明確にオーラを高めるんだから！　そして、外見の華やかさは衣い装しようによって倍々ゲームで輝くの！　だから、それぞれ一着ずつ、藤巻蛍に衣装を着せて、よりこの子の魅力を引き出した方が勝ちってことね！」

　テンション高めで謎なぞの持じ論ろんを力説するマキシに対し、夏野は冷静な様子を崩さず。

「それは結構だけど。判定はどうするのかしら」

「当然、本人が決めることよ！　判定役は、藤巻蛍本人！」

『また映見の胃に負担がかかりそうなことを……』

「どんな結論が出たとしても、本人が決めたことなら、誰にも責任はないわよね！」

『いや、だから当の本人が神経性胃炎になるんじゃないのか』

　映見に全責任が被かぶさっているんだよ。

　巻き込まれた形になってしまった映見は、どうにか意識だけは取り戻したものの。しかし、心ここにあらずといった表情で、虚こ空くうを見つめていた。その口がしきりに呟いているのは、『ごめんなさいごめんなさいごめんなさい』という謝罪の言葉で、どう見ても、空気の綺き麗れいな山奥の病びよう棟とうで休ませなければいけない様子である。

　しかも、映見の受難はこれからなのだ。

　これから、二人の作家の勝負を経て、どちらかを選ばなければいけないのである。

　どちらが勝っても、もう片方から文句が出ること間違いなしのこの勝負、その判定をするだなんて、映見には荷が重過ぎるだろう。『ごめんなさい、私如ごときが判定とか、どちらかなんて選べません、死にます』とか言い出しかねない。

　しかし、マキシがそんな事情を酌くんでくれる筈もなく。

　そして、いざ勝負の場に臨のぞんだ夏野が止まる筈もない。

　映見が口を挟はさめる機会は、永遠に失われてしまったのだ。まあ、あったとしても、映見は何も言えないだろうけど。

「じゃあ、始めるわよ！　先攻は貰もらうわ！　準備用に適当に部屋を借りるわよ!!」

「あ、あわわわわ」

　最後まで反論の隙すきを与えることなく、マキシは映見の手を取り、そのままリビングから出て行ってしまった。

　連れて行かれる映見の瞳ひとみは、何を訴えかけていたのか。

『生きろよ……映見』

　まるで市場に売られていく仔こ牛うしのような、その瞳を。

　俺は、直視することが出来なかった。




　嵐のようなマキシが去って。取り残される形になった俺達。もう今更事態は止まらないので、せめて守れる命だけは大切にしたい。

『……まあ、何にせよ、映見の無事が第一だよな』

　一応、夏野に釘くぎを刺しておくことにする。マキシがどうにかなる分には自己責任なので問題ないのだが、映見は純然たる被害者だ。

『お前さ、勝負よりも、映見のことを心配してやれよ』

「あら、勝負という形で決着が付けば、あの白いのも大人しく引き下がるだろうから、それでいいんじゃない？　私は負けるつもりなんてないし。下へ手たに説得なんかしたら、いつまでも粘ねん着ちやくされかねないわよ」

『……そうかもしれない』

「まあ、どうしてもと言うのなら、一番簡単な実力行使という手があるのだけれど。ほんのり痛い目に遭ったり、ちょっと頭の形が変わったり、髪型が大きく変わったりとか、それくらいの犠牲で済むから簡単よね、ええ簡単」

『勝負しよう！　な!!』

　いくらうるさいマキシとはいえ、目の前でそんな悲劇が巻き起こることを看かん過かしてはおけない。肉体的な損傷は止めてあげようよ、アイドルなんだから。

「そもそも、あんなのを野放しにした平安堂サイドにも問題があるでしょう。私は降りかかる火の粉を払っただけよ」

『いや、あれを見ると、結構揉もめているみたいだ』

　俺が指し示した向こうでは、何度も電話を掛けている大門さんの後ろ姿。どう考えても、マキシが大暴れした後あと始し末まつといった雰囲気だった。今回の話を問題にするだけの良識が、平安堂に残っていたことは幸いだった。出版業界に、これ以上の悪い印象を抱きたくはなかったのだ。

　まあ、俺が持つ悪い印象って、主に一人の編集者から来ているものなんだけど。それは編集者の癖くせに、妙なことばかり言っているような人間で。編集者の癖に、常識からかけ離れた行為ばかりしている人間で。編集者の癖に、殴なぐられると喜ぶ変態ドＭのことです。

　思わず半目で、そちらを見る。

「……あらお犬さん、何か御用ですかぁ？」

『別に。お前がおかしいって再確認しただけだから』

「変な犬ですねぇ」

『変な人に言われたくはないけどな』

　これ以上こいつと話し続けるのは時間と空間と労力と資源と歴史の無む駄だだ。

『で、実際どうするつもりなんだよ、お前。アイドルのプロデュース勝負なんて、さすがにマキシの本ほん領りよう発はつ揮きだと思うけど』

「はぁ？　何を言ってるのよ。どんな勝負だろうと、私が負けるわけないでしょ」

『凄い自信だな。何か秘策でもあるのか？』

「もし勝負中に映見が気絶でもしたら、勝負はうやむやになるわよね？」

『何をする気なの!?』

　いや、あんまり変なことはしないであげてよ。映見は被害者なんだぞ。あいつの胃は、もうボロボロだ。

「バカね、ちゃんと考えているわよ。この状況、駄アイドルが仕組んだものに乗るのは業ごう腹はらだけど。それでも、映見にとっても決して悪いことではないわよ」

『そうか？　さっきリビングから出て行く時の、映見のあの怯えきった目を見てもそう言えるのか？』

「ええ、あの過か剰じような反応を見る限り、あの娘がアイドルを目指すなんてことはまずないと思うけれど。作家として生きて行くこともまた、同じくらいに覚悟を要する決意なのだから、ここらでそれを一度きちんと自覚しておくのは良いことだわ。何にせよ、自分の進むべき道を考えるということは、絶対にプラスになることなのよ」

『まあ……そうかもしれないけど』

　作家としての道を歩く、覚悟。

　夏野との争い、鈴菜とのいざこざを経て、映見はその覚悟を手にしたのだが。

　それでも、実際に歩き出すとなれば、やはり戸惑うことばかりだろう。

　そんな時、誰かが背中を押してくれるのなら、安心するに違いない。だから、マキシが映見のことを気に掛けてくれるのは、凄く良いことだと思う。

　まあ、マキシのことだから、そこまで考えているのかは分からないけど。

　夏野は、面おも白しろそうだから、ぐらいしか考えていないかもしれない。

　だから、せめて俺ぐらいはしっかりと映見を見守ろう。

　映見が未来へ向かう第一歩を、納なつ得とくした形で踏ふみ出だせるように。

「間違った道に進もうというのなら、全力で止めてあげるけどね。ええ、多少の痛みを伴っても、仕方がないから」

『全力は止めて下さい！　せめて力半分でお願いします！』

　お前が全力を出したら、映見が無くなっちゃう。作家としての再出発を控ひかえた大切な今、映見を無事におうちに帰してあげて！


　　　　　　　　



　そのまましばらく待っていると、ドタドタと廊ろう下かを駆ける音が聞こえて来た。

　まるで出された料理に文句がある美食家が怒ど鳴なり込こんで来たかのような音をバックに、扉を思い切り開け放ち、リビングへと滑すべり込こんで来る。

「戻ったわよ!!」

　マキシの帰還だった。

　いつの間にか、自身もアイドルの衣装に着替えているのは、どんなアピールなのだろうか。つーか、その衣装って何処から出て来たの？

「さあ、あたしの方の準備は終わったわよ！」

「そのまま二年くらい帰って来なくても良かったのに、気の利きかないアイドルね」

「そこの黒いの！　ちょっと黙っていなさい！」

　夏野に指を突き付けて反論すると、マキシはリビングの扉に手を当てて。

「ふっふっふ、まあ、外野の言葉はどうでもいいわ。いよいよ、あたしのセンスが爆発する瞬間が訪れるのよ！　後輩のデビューをこうして飾るあたしって超輝いてるわよね！　さすがはあたし、秋月先輩よね!!」

「いいからさっさと出しなさい」

「ふん、見て腰を抜かすんじゃないわよ!!　それじゃあ藤巻後輩、その姿を見せなさい！　見せて度肝を抜いたり抜かれたりするのよ!!」

　どこから取り出したのか、自分でドラムを抱え、ドラムロールを演奏するマキシ。そして、大門さんがいつの間にか持ち込んでいたスポットライトに照らされて。

　全員が注目する中。

　マキシのプロデュースを受けた映見が。




　出て来なかった。




「ちょ、ちょっと待ちなさい！」

　映見が出て来ない状況に、マキシは慌ててドラムを放り出し、廊下へと出て行く。

　すぐにドタバタと、何か争っているような音が響いて、ついでにマキシの叫びと映見の悲鳴が聞こえて来て、やがて静かになった。うん、確かに、こんな盛り上がった場に出て来るタイプではないよね、映見さん。

　と、汗を拭ふきながら戻って来たマキシが、再びドラムを手にして、何事も無かったかのように先程までの流れを再開する。

「さあ、あたしの輝ける見事なプロデュース結果をちゃんと皆に見せたいと、藤巻蛍も快く同意してくれたわ！」

「同意してくれなかったから今の騒そう動どうがあったんじゃないの？」

「う、うるさいわね。今のはちょっとしたアクシデントよ！　さあ、今度こそ、あたしの見出した才能が爆発的に開花する時！　そして勝利を摑つかんだと轟とどろき叫ぶ時なの！　それじゃあ元気よく、ニュー藤巻蛍の登場よ!!」

　その言葉に、またリビングがドラムロールで騒がしくなる。

　先程のやり直しだが、今度は動きがあった。映見が、いよいよ登場する。

「う、うぅ……」

　ミリ単位で進むような足取りで、今度こそリビングに入ってきた映見。

『……おぉ』

　思わず、感かん嘆たんの声を上げてしまう。

　眩まぶしさの中、立っている映見は。

　見事に煌きらびやかな衣装を、身に纏まとっていた。

『これは……映見とアイドルの衣装という、一見して不釣り合いにも思える組み合わせが、しかし最高に互いの魅力を引き出しているではないか！　映見の穏やかな顔つきが、ともすれば下品と取られてしまいかねない衣装の絢爛さを、見事にカバーしている！　眼鏡めがねをあえて残しているのもポイントだな。こういう時は眼鏡を外してしまうのが定じよう石せきだが、あえてそれを残し、映見の知的な面を引き出してみせたのか……さすがは秋月マキシ、流行の最先端は伊だ達てじゃない!!』

　変に上がってしまう俺のテンション。しかし、そうなるのも無理はない。フリルの付いたカラフルなドレス。まさにアイドルと言わんばかりの、キラキラと煌めく服装。音と光によって彩られたこのリビングの一角が、まるで一つのステージのようだ。

　ただし、それを着ている映見は、何と言うか。

『ぎこちないんだよなぁ……』

　背中に拳けん銃じゆうでも突き付けられているのか、というくらいに怯えた顔。いつ、さっきのように気絶してもおかしくない。まさに、衣装に着られている、といった感じだった。

　そんな映見に、マキシが『もっと笑って!!』と書かれたカンペを見せている。それを見た映見は、一度不安そうな顔をした後、どうにか笑おうとする様子を見せるが、やっぱり決まらなくて、中ちゆう途と半はん端ぱに歪ゆがんだ顔になってしまっている。今の映見にとって、その指示は『火の中に飛び込んで！』とかと同レベルの無茶振りなのだ。

「……ふうん、なかなか良いんじゃない」

「せ、先輩」

　と、見兼ねた夏野が、映見に声を掛けた。

「表情が決まらないのは惜しいけれど、衣装の派は手でさが下品に見えないのは、きっとアナタの誠実な人格がそうさせているのね。だから、自信を持ちなさい」

『……珍しく、夏野がフォローに回っているな』

　映見は夏野の言葉に安心したらしく。表情を和やわらげると、ぎこちないながらも微笑ほほえんだ。

　やっぱり、笑顔の方が良い。

『まあ、無事に出て来て安心したよ』

「そうね、あの駄アイドルに弄もてあそばれて、凹へこんでいやしないかと心配していたのだけれど。それでも、衣装を着て人前に出て来ることを選んだ時点で、成長したということね。立りつ派ぱよ、映見」

　夏野の言葉に、映見は恥ずかしそうに微笑んで。

「……えっと、はい、気を抜くと、今にも倒れそうですけど。でも、そうやって、褒ほめて貰えると、嬉しい、です」

「ええ、本当に似に合あっているわよ、何処かの露出狂よりもずっとね」

「誰が露出狂よ!!」

　と、ここでマキシさんが参加。

　自分がプロデュースした映見が褒められて嬉しいのと、自分がないがしろにされて悔くやしいの、その二つが見事に入り交じった表情をしていた。この人本当に面倒だよね。

「ふん、いい加か減げんなことを言わないで欲しいわよね！　この素質を見出したあたしが、この衣装を選んだあたしが、誰が駄アイドルだというのかしら!!　むしろ弩どアイドルとか、そんな感じじゃない!!」

「うるさいわね、怒どアイドル。そんな風に突っかかって来るということは、実は自覚があるのかしら。この映見に負けているという」

「はあ!?」

『いやほら、主役は映見なんだからさ、お二人とも、もう少し穏やかに』

　映見の晴はれ舞ぶ台たいなので、もう少し注目してあげましょうよ。

『なあ、映見』

　と、映見が不意に俺を抱きかかえた。煌びやかな衣装を着た、普段とは違う装よそおいの映見に抱かれると、何やら鼓こ動どうが速まるような。

「か、和人君、どうかな。見られると、やっぱり恥ずかしいな」

『ん、そうだな、普段のお前とは随ずい分ぶん違うな』

「あ、どうしよう似合わないって言われたら死ぬかもしれない」

『褒める！　それはもう褒めるよ！　綺麗だ！　キュートだ！　可愛いぞ映見！』

「…………えっと、多分、褒めてもらって、いるんだよね？　うん、ありがとう」

　映見は柔らかく微笑んで。

　うん、やっぱり笑顔が良い。

「で、どうなのよ、藤巻蛍」

　夏野と睨にらみ合あっていたマキシが、映見の方へと近づく。

「あたしの選んだ衣装、最高よね!!　ああ、別に聞かなくっても分かるんだけど、聞いておこうかな！　どうよ!!」

「え、あ、凄く、綺麗です。ありがとうございます」

「良いリアクションね！　アイドルになれば、毎日こんな衣装を着られるんだから、これはもうアイドルになるしかないわね！　ＧＯ！」

　確かに、こんな衣装を毎日のように着こなしているだろうマキシは、かなり凄い奴なのかもしれなかった。

「良いものでしょう、アイドルの衣装っていうのも!!　まあ、アイドルたる者、衣装に着られるようではまだまだだけどね！　でも、それはこれからどうにでもしてあげるわ。もう少しメイクを変えれば、更に映はえるようになるわよ!!」

「そ……そうですね、秋月先生。ちょっと、楽しかった、です」

「そうでしょうそうでしょう！　あたしのやることに間違いはないんだから、もっとあたしを褒めて良いのよ!!　それと、気軽にマキシ先輩って呼んでも構わないから！　だって後輩だし！　先輩として当然だから！　気軽に呼べば良いわ!!」

「……えっと」

「先輩を称たたえなさい！　そして崇あがめなさい！　先輩と！」

『どれだけ先輩って呼ばれたいんだよ、この人』

　そんなマキシのテンションに対して、困ったように笑う映見だったが。

　それでも、不快だという顔ではなかった。

「こうして後輩のハートをガッチリ摑んだところで、早速だけどオーディションに行くわよ！　アイドルたる者まずは度胸、何でも試ためしてみるべきなのよ！　行くわよ、先輩に付いて来なさい!!」

「あ、あの」

「……待ちなさい」

「ひぐぅ！」

　マキシに連れて行かれそうだった映見の肩を持ち、引き寄せる夏野。

「何よ、黒いの！　やるつもり!?」

「まだ勝負は終わっていないでしょう。次は、私の番よ」

　マキシを制し、映見には優しげな笑みを向ける夏野。一見、マキシから映見を救い出すヒーローに見えるが、映見を更に過か酷こくな地へと追いやる悪魔にも見えるね。

「だからさっさと退どきなさい、白いの」

「え？　あ、そう言えば勝負の途中だったのを忘れていたわ！　もう勝ったつもりだったから仕方がないけれど！　ま、せいぜい頑張ればいいじゃない黒いの！　あたしのプロデュースした藤巻蛍に勝てるなんて思わないことね!!」

　そんなマキシの挑ちよう発はつに動じることなく。

「さ、行くわよ映見」

「あ、はい先輩」

　夏野と映見は、連れ立って部屋を出て行った。

　映見はやっぱり不安そうな顔をしていたけれど、先程よりかは幾分落ち着いていて。そして、出て行く二人を目で追うマキシが、妙に不機嫌そうで。

「何よ、仲良くしちゃって。あたしの方が、ずっと良くしてあげるっていうのに、見る目が無いわね……まあ、それも、この勝負が終わるまでのこと！　さすれば偉い大だいなるあたしの後輩が、ここに爆ばく誕たんするんだから！」

　取り出した手鏡で自分の顔を見つめて、にこにこと笑い出すマキシ。

　何か面白いものでも映っているのだろうか。いや、きっとマキシさんの顔しか映っていないと思うんだけど。それでいいのか、と考えながら近づいてみれば。

「って、うわぁ!?」

『うわぁ!?』

　近づいた俺を見て、瞬間的に大げさなほどの飛とび退のきを見せるマキシ。

「ど、どうして犬がこんな所に！」

『ああ、そうか』

　そう言えばこいつ、犬嫌いだった。それ以外のインパクトが強過ぎて、犬が嫌いだとかいう、割と普通の個人情報をすっかり忘れていたよ。

「あ、あの黒いのの飼い犬だったわね！　このあたしを驚おどろかせるだなんて、本来ならば極きよつ刑けいものよね！　まあ、この最強アイドルであるあたしに苦手な物なんて一切ないけれど、今は大事な勝負の途中だから、特別に見逃してあげるわ！　感謝しなさい！」

『……飛びついてやろうか』

　ちょっとイラッとしてしまった。

　さぞかし見応えのあるリアクションをお届けしてくれることだろう。

　常に偉そうな態度を取っているマキシが、いざ危機に陥おちいればどんな顔を見せるのか。それは確かに気になるが、紳しん士したる俺はそんなことしない。したい気持ちは分かる。夏野も、同じように思っているのだろう。だからマキシに突っかかるのかもしれない。

　夏野が去った部屋で、マキシは好き勝手に歩き回り、好き勝手に喋しやべっている。

「さあ、どんな手で来るのかしらね！　まあ、あたしに敵かなう訳なんてないけれど！　でもちょっとは気になるもんね！　一応見ておこうかしら！　まあどちらが勝つかは決定済みなんだけど!!」

『何だか良く分からんが、凄い自信だ』

「勝ちは決まっているけれど、それでも相手にチャンスを与えるあたしって超輝いているわよね！　藤巻蛍の魅力は、あたしが見つけたんだから！　あたし以上にその魅力を引き出すなんてこと、あってたまるか！　そういうことね！」

『何なんだろうな、この人って……』

　どうしてここまで、一人で盛り上がれるのだろうか。もう一人で勝負してればいいじゃない。右手と左手でじゃんけんでもしていればいいじゃない。


　　　　　　　　



　しばしの時が経たって。

「はい、出来たわよ」

『いよいよか……』

　自信たっぷりの様子でリビングに戻って来た夏野。

　現役の、しかもトップアイドルによるプロデュース、煌びやかなエクセレント映見に匹ひつ敵てきするだけの衣装替えが、これから見られるのだろうか。夏野霧姫、普段から黒ずくめの格好しか見たことがないのだけれど、果たして真っ当なファッションセンスを持っているのか。

　いよいよ、両者のプロデュースが出揃うという今。しかし、俺の不安は尽きない。

『変な格好とか、させていないだろうな』

「あら、悪の女幹部の格好なんてさせてないわよ？」

『変な格好の定義がそれなの!?』

　いや、そのポジションはもう目の前の人で埋まっているんで、結構ですよ。

「……後で駄犬に対するお仕置きが決まりました。ご期待下さい。まあ、今回は普通よ。ちゃんと、映見のことを考えたわ」

『そうか、なら良いや。あと、お仕置きは控えめにお願いします』

　とりあえず後々の悲劇に関しては忘れ、視線を前へと向ける。マキシの時と打って変わって、暗くしたリビングの、その扉がゆっくりと開いて。




　映見は入って来なかった。




『……またかよ』

　夏野がえらい勢いで部屋を出て行くと、お馴染み映見の悲鳴が聞こえたので、もうそっとしておこう。『出て来ないと犬の内ない臓ぞうが出て行くことになるわよ』という夏野の声が聞こえたような気がしたが、深く考えないようにしよう。空耳だ。

　夏野が戻って、そして仕切り直し。

　おずおずとリビングに入って来た映見の、その格好は。

『修道服……？』












　映見が纏っていたのは、シスターが着ているような黒一色の修道服。まさかの、聖職者の格好だった。

　黒といっても、夏野から受ける印象とはまるで違う。穏やかに、ただそこにあるように。穏やかな映見の雰囲気と相まって、神々しく見えるほどだ。

『そうか、これもまた映見に対するアプローチの一つ！　マキシが映見の印象とのギャップを狙ねらったのだとしたら、夏野が目指したのは映見の持つ雰囲気をそのまま伸ばすやり方だったのか！　確かに映見は静かな、深窓の令れい嬢じよう的な佇たたずまいを持っているのだから、修道服という清せい楚そな印象を秘めている服装をさせることで、その魅力は単純にプラスされるということなのか……成程、夏野のやつ、やるじゃないか。この映見にだったら、もう一日中祈っていたくなるもんな！　レッツプレイ!!』

　またもや変に上がる俺のテンション。俺が知っている映見が普段着ていたのは、当然ながら高校の制服で。東ひがし川かわ高校の制服は比較的派手な色合いを持つ服装である。だからこそ、こうした穏やかな服装の映見というのは新鮮に映る。

　これこそが、新しい魅力の覚かく醒せいという奴で。

　それは新規の読書体験にも通じる、見事な采さい配はいだった。

『凄いな映見、明日はホームランだ』

「あ、あの」

『これは桜さくらとかにも見せてあげたいな！　あのお漏もらし爺じじいは、まあ、いいや』

「……えっと、何だろう、褒められている、のかな？　そうだといいな」

　戸惑う映見の姿が、修道服を纏うシスターとしての印象を更に深めているのが見事だった。映見の性格を活かした、夏野の奇策が炸さく裂れつしたのだ。そして無論、映見自身の雰囲気も衣装に合がつ致ちしている。

　そんな映見を見つめ、しばらく呆けていた対戦相手のマキシだったが、すぐにハッとした表情を浮かべ、そして怒鳴る。

「ち、ちょっと今、意外に似合っているかもとか思っちゃったけど！　良く考えたらこれ、アイドルの格好じゃないじゃない！」

『……まあ、そうだよな』

　似合ってはいるけれど、確かに、アイドルとしてはどうかという感じだよね。

　そんな正論に、夏野は堂々と言い返す。

「あら、最近のアイドルは、多種多様な衣装を着ているというじゃないの。シスターは言うに及ばず、ナースやら忍者やら探偵やら、色々とね。そんな状況を知らないだなんて、アナタ本当に現役のアイドルなの？」

「ぐぬぬ」

「アイドル業界は絶えず進化しているものでしょう。そんな荒波の中、そんな覚悟で渡れるなどとは思わないことね」

「ぐぬぬぬぬ」

『……いや、夏野さんの立ち位置が分かんない』

　凄い先輩面しているけども。何で、夏野さんってばそんなにアイドル事情に詳しいの？　つーか、この衣装も一体どこから調達したの？

「や、やるじゃない！　そうね、確かに今現在のアイドル業界を見越した衣装チョイス、敵ながら見事だったわ！　こういうのも悪くないし、何かの参考になるかも！　ああ、敵の作戦ですら取り入れて、次の自分の糧かてにしてしまうあたしって超柔じゆう軟なん！　超輝いてるっ！」

　こうしてすぐに復活し、変なテンションを晒さらすマキシ。この人も、アイドルと芸人と作家を兼任している、結構な変わり種だと思うけれど。本人が納得しているのなら、別に良いです。




『まあでも……良いものが見れたな、うん』

　実に心地ここち良よい疲れが俺を包む。映見の意外な一面を見たことによる、清々しい感覚である。極上の本に出会った時のような、そんな爽そう快かいな気分。

『いや、映見も中々、磨みがけば光る逸いつ材ざいってことかな』

　現役のアイドルが認めた素質。実際にその道に進むことは、映見の性格上難しいだろうけど。しかしそういった可能性が眠っていることを知っただけでも、きっと有意義なイベントだったのだ。

『よし、この満足を抱いたまま、今日はお開きってことで』

　映見の未来が開け、俺もこうして満足したのだから、これ以上を望むのは酷というものだろう。ここらで解散して、明日の英気を養やしなおうじゃないか。他にやることなんてない、今はただ休もう。本を読もう。

『夏野も、マキシも、今日は遅いから帰りなさい。家族が心配しているからね』

　優しい言葉を作家に投げるという気配りも忘れず。

　そうして俺は、知らん顔でいつもの場所、読書空間へと戻ろうとして。

　しかし夏野が。

「それで。どちらが、今回の勝負の勝者になるのかしら？」

　そんな、誰もが忘れていたいことを、言った。言って、しまった。




　読書空間へと向いていた足が、止まる。

『いや……夏野さん』

　それを言っちゃったら戦争だろうが。ちょっとは空気を読んでくれないか。

　折せつ角かく俺が満足して、場がすっきりしたところで終われば、これ以上誰も犠牲にならずに済んだのに、どうしてそんな蒸むし返かえすようなことを言うのか。あえて黙っていたのに、ここでそれを言ったらおしまいよ。映見も完全に固まってしまっている。

　そして、案あんの定じよう再び息を吹き返して来るのは秋月マキシ。

「そうよね、何か普通にまとめちゃったけれど。良く考えたら、勝負をしている真っ最中だったわね」

『いや忘れるなよ。そもそもお前が吹っかけて来た勝負だろうが』

「まあ、過ぎたことは仕方がないけど！　この勝負はあたしの勝ちでもう決まっているとはいえ、一応本人の口から聞いておかないとね。それで藤巻蛍、今回の勝負は、あたしの勝ちで良いのよね？」

「ふぇ？」

「映見？　別に難しいことを言わせるつもりはないのよ。ただ、アナタの思うがまま、素直な答えを聞かせて頂ちよう戴だい。アナタの答えは私と、このハサ次郎が、ちゃんと聞いていてあげるから、ね」

「ひゃ、あ、あう、あうううう」

『ああ、やっぱりこうなるのか……』

　一人は確認、もう一人は脅きよう迫はく。

　映見の率直な意見を聞こうという気が、まるで感じられない。

　そんな生死を左右しかねない問題に対して、普通に答えられる筈もない。まして映見のような、繊せん細さいな心の持ち主が。

　二人は、横に並びながら映見へとにじり寄って行く。

「あ、あの、ご、ごめんなさい」

　掠かすれた声で答えようとする映見を、遮さえぎるようにして、顔を近づけ、底冷えのするような重い声で問い詰める夏野とマキシ。

「じゃあ、どちらが勝ったか、ちゃっちゃと答えればいいじゃない藤巻蛍！」

「そうね、この駄アイドルに引いん導どうを渡してやる為に、答えなさい大澤映見！」

「ほら、秋月マキシ様の名を称えるだけで良いんだから！」

「ええ、秋山忍と、そう答えるだけで自由になれるのよ？」

「それで」

「どっちが」

「「……勝ちか、ちゃんと答えなさい？」」

　二人とも、微笑んではいるが。

　しかし身に纏う圧力は、明らかに真っ当ではない。

「……う、ぁ、あぁぅ」

　離れて立っている俺ですら感じるほどの、異様な雰囲気。

　二人の先輩作家から、無情なプレッシャーを浴びせられた映見は。

　震え、怯えて、戸惑い、迷い。

　涙を浮かべて、後ずさり。

　そして。

「ご」

「「ご？」」




「ごめんなさぁぁぁぁぁぁぁい！！！！」




　逃げた。

　それはもう見事に。

　普段の映見からは考え付かないような機き敏びんな動きで、二人の包ほう囲い網もうを突とつ破ぱした。しかも修道服を着たままで。扉を激しく開けてリビングを抜け出し、玄関を脱だつ莵とのごとく通り過ぎて、そのまま外へと駆けて行った。

　恐らくは映見の全筋肉を総動員した、起死回生の逃走だった。

　そして、残された二人の作家と言えば。

「どうして逃げたのかしら。率直な意見を聞きたいだけなのに」

「あたしの輝きに恐れをなして逃げたのかしら！　なら仕方がないわね！」

『いや、お前ら……』

　映見の逃亡の原因となった二人なのに、好き勝手なことを言い出した。うん、まあ、全面的にあなた達のせいなんですけどね。

「まあ、このまま逃げられることはないけどね。私の手からは決して逃れられない」

「そうね、ちゃんと判定を聞かないと、誰も満足しないし！」

「じゃあ、追うしかないわね！」

「ええ、今すぐ追うわよ！」

　妙な所で息の合っている二人。

　しかし今この二人の共闘は、映見にとって悪夢でしかない。

「さあハサ次郎、狩りの時間よ。相手は手て負おいのウサギとはいえ、全力を尽くすのが礼れい儀ぎというもの。だから、全力で追いましょう」

「もしもし！　あたしよ、光り輝く秋月マキシよ！　総員、緊急配備！　街に一人、シスターが逃げ出したから捕まえるのよ！　ええ、そうシスターよ！　大丈夫、見れば分かるわ！　いいわね！」

「ハサ次郎、行くわよ」

「検けん問もん張ったわ！　これでもう街からは出られないから！」

「それじゃあ出陣」

「シスター狩りね！」

『いやお前ら、何をする気なの!?　少なくとも、映見の口から勝負の結果を聞こうとしていないよね!?　完全に狩りをする気だよね!?』

　俺の叫びも届かずに、走り出していく二人。

　犬である俺は、どうすることも出来なくて。

『映見……どうか無事で』

　ただ修道女のように、祈りを天に捧ささげた。

　この思いよ、神に届けと。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【アイドル衣装】……　秋月マキシが用意した衣装。ひと目見て『アイドル』と分かる、見る者に強烈な印象を植え付ける衣装である。ただ、モデルとなった大澤映見が地味な印象を持つ為、衣装に着られている感は否いなめない。

【修道服】……　夏野霧姫が用意した衣装。落ち着いた服装はアイドルに相応ふさわしくないようにも思えるが、しかし昨今のアイドル業界は色々と幅広く展開しており、このくらいの服装は良くあることである。






　取り残されたのは、俺と大門さんと変態。

『……まあ、待つしかないんだよな』

　だって俺はしがない犬ですし。

　本気を出して捜索……ではなく狩りに勤しんでいるあの連中を、今から止められるとは思えない。命まで奪うばわれることはないと思うので、今は連絡の取れるこの部屋で待つ以外にはないのだ。

　作家が飛び出して行ったのを見届けた、鈴菜と大門さんの編集者コンビはと言えば。

「まあ、少しゆっくりしましょうか、大門さん。しばらく掛かりそうですし」

「そうだな、休きゆう憩けいとするか」

　落ち着いた様子でちゃぶ台の周りに座り、お茶などを飲み始めた。互いの作家が大暴れしているのに、余裕の表情。これが大人の余裕か、それとも自分の担当作家を信じているからなのだろうか。

「それにしても」

　と、鈴菜が会話の口火を切る。鈴菜にしては珍めずらしい、真っ当な社会人のような口調だ。

「どうして秋月先生はこんなことを始めたんですか？　藤巻先生を、作家としてだけではなく、アイドルとしてもデビューさせたいだなんて。何故、そんな突飛なことを」

「突飛か。それは、確かにそうだな」

「藤巻先生、アイドルには向いてないと思いますけどねぇ、素人目に見ても」

「ああ、確かにな。アイドルの素質……恐らく、マキシ自身も、本当にそんなものがあるのかどうかなんて、分かっていないだろう」

「でしたら、何故？」

「そんなことを言ってまで、マキシが藤巻先生に関わろうとしたのは、心配だったからなのかもしれないな……もしくは、寂しかった、のか」

「心配？」

　鈴菜の問いに、大門さんが答える。

「同じく平安堂の新人賞を受賞した、しかも年齢が近い作家ということで、先輩として面倒を見てあげたいと、そう考えたのだろう。マキシも、若くして平安堂の新人賞を受賞してデビュー。あの性格だから、弱音を吐いたことなどないが、色々と辛つらいこともあったのかもしれない。だから、藤巻先生の気持ちが、自分なら分かると思ったのだろう。まして、向こうのデビューに関しては、色々と噂うわさもあったからな」

「父親の、愁山先生のコネを利用して受賞した云々の噂ですか？　全く、バカバカしいことです。そんなもの、何の意味もないのに」

「まあな。ただ、周りはそうは思わない。だからこそ、目の届くところに藤巻先生を置いておきたくて、自分と同じアイドルの道を歩ませようとしたんだ。アイドルとして活躍出来れば、藤巻先生自身も、自信を持つことが出来る。そうすれば、コネがどうのこうのと言われて悩むこともなくなる。そう、マキシは考えたんだろう。後輩の助けとなる、先輩としてそれが義務だと。まあ、その結果が、今回の騒動なんだが」

「大変なことになっちゃいましたねぇ」

「まあ、マキシなりの気き遣づかいとはいえ。そういう気持ちをちゃんと、伝えることが苦手な奴だからな、あいつは。悪意はないんだが」

　しみじみと、遠くを見つめながら呟く大門さん。

　その姿は、まるでマキシを見守る父親のようで。

「それにな。藤巻先生が、秋山先生のことは先輩と呼ぶのに、自分のことは秋月先生と呼んでいるのも気に食わないらしいぞ」

「へぇ、そんなことを気になさっていたんですか。可愛いですねぇ」

「平安堂の先輩である自分を差し置いて、他の出版社の作家に懐なついていることが我が慢まんならないのだろうな。ただ、今回の件で、余計に距きよ離りを置かれなければいいのだが」

「大丈夫なんじゃないですか？　あの秋山先生に可愛がられているぐらいですもの、きっと秋月先生とも、良い関係を築きずけますよ」

「だと、いいが」

「作家同士、互いを高め合えていけたら、最高ですよねぇ」

「そうだな……本当に、そう思う」

「ふふふ、でも」

「何だ？」

「大門さん、秋月先生のことを大切に思っているんですねぇ」

「……何を言っている。当たり前だろう。俺は、あいつの担当編集者なんだから」

「ですね」

　二人の会話。俺の知らない編集者としての一面、そして担当する作家の一面を知って、気になったのは、マキシの真意。

『そこまで、映見のことを考えてくれていたのか』

　破天荒な言動に見えて、映見のことを心配してくれていたのだとしたら、実は凄く良い奴なんじゃないだろうか。秋月マキシ、実はかなりの良識人なのかもしれない。少なくとも、普段の夏野よりかは、ずっと。

　言動はともかく。作家として、映見が学ぶことは多いだろう。

　あんまり極端なことばかり教えるのも、どうかとは思うが。もっと普通の、普通に映見を導みちびいてくれる、普通の人間がいると良いな。

　そんな人間、俺の周りで見た覚えがないんだけど。




「～～♪」

「～～♪」

　編集者達の携けい帯たい電でん話わが、揃って着信を告げた。二人とも同じタイミングで電話に出ると、一言二言だけ話してすぐに切る。

「秋山先生からです。どうやら藤巻先生が、見つかったみたいです」

「こちらもだ。マキシから、シスターを捕まえたと連絡があった」

『じゃあ、行ってみるか……捕まえた？』

　捕まえちゃったんだ。

　仕し留とめた、とか言わなかっただけ、マシなのかもしれない。

　どうやら、追いかけっこは早々に終わりを告げたようだ。こうなった以上、映見はどちらの作家が勝者なのか、明快な答えを出さなければいけなくなった。

　そんな映見に限界が訪れないうちに、迎えに行くとしよう。


　　　　　　　　



　鈴菜に抱えられて辿たどり着ついたのは、マンションから歩いて数分の場所にある新しん稲いな葉ば公園だった。夕方の公園には遊ぶ子供の姿もなく、閑かん散さんとしている。

　そんな中で、もつれ合うようにしている三人分の影。

　それは芝生しばふの上、マキシと夏野が、逃げようとしている映見を羽は交がい絞じめにしている姿だった。

『いや……何なの、これ？』

　見た目が凄くまずい。事情を知らない人間からすれば、誘ゆう拐かいの現場にしか見えない光景なので、今すぐ止めた方が良い。

　さすがに今警察を呼ばれては敵わないので、急いで近づく。

『おい、落ち着けよ』

「犬！　犬が来た！」

　俺が吠えながら登場すると、まず犬嫌いのマキシがその場を離れ。

「あら本当、丁ちよう度ど良い所に犬が来たわね。ほら犬、私の勝利の証人になりなさい」

　夏野もまた映見から手を離した。

　解放された映見は、そのまま地面に座り込んでしまうも、どうやら外傷などはなく、何も変な事はされなかったらしい。

『良かった、無事だ……おい映見、大丈夫か？』

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

『あ、これは駄目だ』

　何かあった、どころじゃない。もう完全に心が折れていらっしゃる。作家二人から受けたプレッシャーに、心が破壊されてしまったのか。急いで映見の正気をサルベージする作業に入る。

『映見、しっかりしろ、映見！　正気に戻れ！　愛を取り戻せ！』

　吠える。帰って来いと必死に吠える。

「……あ、れ？」

『無事か、映見！』

　俺の必死の願いが通じたのか、映見の目の焦点が定まり、こちらを見つめた。良かった、映見の魂が戻って来た。

「え？　えっと、えっと、あ、和人君、来てくれたんだ、良かった……」

　俺の顔を見て、映見は安あん堵どの表情を浮かべ。

　しかし俺の背後に、夏野とマキシ、二人の作家が並んでいる様子を見てしまい。

「……ぁう」

　再び気絶しそうになった。

　度重なる刺し激げきに、もう映見の心は複雑骨折だ。

　俺も、なりふり構わずに映見を揺すりまくるしかない。

『映見！　気を確かに！　帰って来られなくなるぞ！』

「……あ、うん。大丈、夫、だ、よ」

『本当だな？　いや、お前がもう逃げたいというのなら、俺はこの身を懸かけて、あいつらの足止めくらいはしてやるけど！』

　この場にいると、それだけで映見の正気が削けずられていくのだ。

　一刻も早く、映見を連れて逃げ出したいところだ。そうすれば多分、俺が夏野にお仕置きされる程度の被害で済む。

　だけどそれは、単に問題の先さき延のばしに過ぎない、のかもしれない。

　映見にとって、今が一番大切な時期であるからこそ。

　ここで映見のやりたいこと、言いたいことを、きちんと確認しておくべきではあると思う。マキシの介かい入にゆうがあったとはいえ、本来それは、映見自身が自分で決めて立ち向かうべき話なのだ。

『だけど……なあ』

　今の映見に、そこまでを求めるのは酷な話で。そんな俺の不安が伝染してしまったのか。映見は、今にも泣きそうな顔でこちらを見つめている。

『……映見』

「……和人、君」

『お前は、どうしたいんだ？』

　こうして弱り切っている姿を見て、不意に呟いた俺の言葉は、人間である映見には通じないけれど。

　映見自身の決意を聞きたいという、その想いに噓うそはなく。

　僅かの沈黙の後。

　俺を見つめていた映見が、ゆっくりと口を開く。

　そっと、俺の身体からだを抱き寄せながら。

「和人君にそんな顔をさせているのは、きっと、今の私の不ふ甲が斐いなさ、なんだよね？　逃げ出して、そのままにしている、私の」

『映見、お前は』

　言葉は交わされず。

　しかし何かを受け取ったように、映見は優しく微笑んで。

「ん、心配、してくれているんだね。でも、私は、大丈夫。これは……これは、私にしか出来ない、私がやるべき、事だから」

　映見は、震えながらも俺を地面に降ろして、立ち上がり。

　こちらを窺うかがっていた、夏野とマキシ、その二人に向き合い、しっかりと見つめて。

「私は……アイドルじゃなくって、作家になります」

　そう、確かに宣言した。




「……」

「どういうこと!?」

　夏野が何かを口にするよりも早く、マキシが嚙み付いた。

「アイドルになるって、そう約束したじゃないの！　あたしよりも、そっちの黒いのを選ぶってことなの!?　あの日交わした約束は砕けて散ったとでも言うの!?」

『いや、約束はしていないよな？』

　そこの所、都つ合ごうよく記憶を捏ねつ造ぞうしないで欲しいのですが。

　そんな、マキシの必死なまくし立てに。

　映見は、きちんと向き合って、答える。

　逃げないようにと、必死で足を立てて。震えないようにと、顔をこわばらせて。そして、表情に精一杯の覚悟を乗せて。

　答えを、告げる。




「秋月先生のことは、尊敬しています。アイドルで、作家って、きっと凄く大変だと思うから、凄いなって、そう思います。誰にも出来ないことだって。だから、私には、きっと真ま似ね出来ない、です。私は、アイドルと作家、両方を上手くやっていくほど、器用じゃないから。だから」




「だから私は、作家になります。自分が作家だって、自分から言えるような、そんな風になりたいです。今はまだ至らなくても、いつかそこに行く為に。私は今、作家としての道に、専念したい」




「私には夢があります。あの日からずっと続いている、私の、夢。そして、約束。その為に、私は、作家の道を歩きます。だから、アイドルには、なれません。ごめんなさい。それと、こんな私を気に掛けてくれて、ありがとうございました」




　たどたどしくも、しかしハッキリと。

　自分の意思を、二人の作家に向けて、そう告げた。




　しばらく沈黙が続いて。

「そう、なの。じゃあ……仕方ないわね！」

　言葉を受けたマキシが、普段よりも少し落ち込んだような様子で言う。

「そもそも、本人の意思を確認してからする話だったわね！」

　しかし次の瞬間には、そんな湿しめっぽい様子は掻き消え、普段通りのマキシが顔を出していた。びしりと、映見に指を突き付ける。

「あたしが尊敬される作家なのは当然としても！　そのあたしの誘いを断るってのは、勇気ある行為よ後輩！　まあ、本当に、残念だけど。でもでも、アイドルのことはあたしに任せておけばいいわ！　後輩の分まで、あたしが輝けば良いだけの話だもの!!　アイドル道を行くのはあたし一人だけってことね！」

「……ごめんなさい」

「謝る必要なんかないわ！　別にアイドルとしての後輩にはならなくったって、作家としてはちゃんと大切な、あたしの後輩なんだから！　だからね、何かあったら、言いなさいよね。相談しなさいよね！」

「……はい」

「この秋月マキシ、後輩の一人や二人や一〇〇〇人くらい、かるく面倒を見てあげるんだから！　だから藤巻蛍、あなたも、遠えん慮りよなんてしなくてもＯＫだからね!!」

「はい、分かりました……あの、秋月、先輩」

「……あ」

　先輩、と。

　そう告げられた言葉に、マキシは僅かに表情を固めて。

　そして、笑った。

　本当に、心からの笑顔で。

「……そうね、あたしったら大先輩だから、どーんとぶつかってくれば良いのよ！　この秋月マキシの寛かん容ようさは、それこそ天に届くくらいなんだもの！　だから今度、またゆっくりと話でもしましょう。本についても、あ、あと服や、メイクについても教えてあげるから！　絶対に、絶対よ!!」

　すぐに元の調子に戻り、そのまま大門さんと無数の黒服たちを引き連れ、駅の方へと消えて行った。

　去っていくマキシの頰ほおが赤く染まっていたのは、ただ夕ゆう陽ひに照らされていたからか。

　あるいは、後輩が出来たことを、喜んでいたのか。

　まあ、なんだかんだ言って、良い奴なんだよな、実際。




「無事にまとまったみたいね」

　と、今度は夏野がこちらへと向かって来る。

『……そうだな』

「これで、後は私のストレスが解消されれば、大団円ってことになるわね」

『その大団円、俺が含まれていないよな？　俺を犠牲にしておいて、大団円とか言ってほしくないな！』

　無事に終わりませんでした！

　俺も普通に幸せになりたい！

　まあ、映見が自分のやりたいことを理解したのなら、俺の犠牲も無駄ではないだろう。別に、進んで犠牲になるつもりはないけれどな！

「まあ、今は映見の側そばにいてあげなさい。あれだけの啖たん呵かを切った、そんな自分の大胆さに震えているみたいだから。私もまあ、しっかり温かい目で見守って行くとするわ。私の後輩を、ね」

『……ああ、そうだな』

　マキシと、夏野。

　人格的には大いに問題がある二人の先輩だけど、こいつらが見守ってくれるのであれば、こんなに頼もしいことは無いだろう。




『さて、と』

　夏野の言う通り、映見は腰を抜かしたように、また地面へと座り込んでしまっている。先程の宣言で、体力を使い果たしてしまったのか、魂が抜けたような表情をしている。今日だけで何回魂が抜けたのだろうか。

『大丈夫か、映見』

「死ぬかと思った死ぬかと思った死ぬかと思った死ぬかと思った」

『……大丈夫か？』

　大丈夫じゃないように見えるが。

　しかし映見は、きちんとこちらを向いて。

「……うん、大丈夫、和人君、落ち着いた、よ」

『本当だろうな？』

「ん、そうだね、本気で死ぬかと思ったけど。それでも、言葉にしなきゃいけないこと、ちゃんと言えたと思うから、だから、良かったよ」

『そりゃ良かった』

　そう、穏やかに微笑んでいるのなら、安心だった。

「でも、こういうのは、慣れなくって。もう、しばらくは、遠慮しておこうかな。でもでも、頑張るから。頑張って……頑張って、えっと、頑張れるかな？」

『程々にしような、うん』

　やる気が出たのは、良いことだが。しかし夏野を見ていて分かるように、作家道とは修しゆ羅らの道。ゆっくりと、焦あせらず、しかし確実に、進んで行けば良いだろう。

　そう言えば。

『映見ってば、アイドルにならない、という決意表明を大きく宣言しておいて。肝かん心じんの、今回の勝負はどちらが勝ちか、って点を完全にスルーしたよな』

　おかげで、無駄な火種を増やさずに済んだけれど。何と言うか、したたかな一面もあるもんだな。あるいは、天然でそういうことをやってのけたのか。

　いずれにせよ、作家・藤巻蛍は、ここから未来へ向けて歩き出していく。

　あの日。

　薄暗い図書準備室で交わした約束は、今。

　確かな意思を持ち、始まろうとしているのだ。

　死んでしまった、俺の分まで。

　映見が、未来に羽ばたいてくれることを願おう。

『そう言えば……映見、お前の言っていた夢って、何なんだ？』

　一つ、気になる点があったことを思い出した。

　前足で地面に『ユメ？』と書き込むと、映見は得とく心しんしたように頷うなずいて。

「それは、決まっているよ」

『何だ？』

「勿論。あの二人の先輩よりも、凄い作家になること……」

『……そっか』

　大それた夢と、人は言うかもしれないけれど。

　それでも、決意を抱くことから、全ては始まる。

　だから、藤巻蛍の、大澤映見の行くべき道は、全てはここからなのだ。どのように道を歩んでいくのかは、これからの自分に掛かっている。

「……かな？」

『そこは最後まで自信たっぷりに言えよな』




　そんな曖あい昧まいさも、映見らしく。

　彼女にとって意味のある今回の騒動は、こうして幕を閉じたのであった。




　その後、いつまで修道服のままでいるのか、という指摘を忘れていたせいで、街行く人から奇き異いの視線を受けた映見の魂が再び抜けそうになったりするのだが、それはまた別のお話である。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【秋月先輩】……　大澤映見にそう呼ばれた夜、秋月マキシの機嫌がすこぶる良く、その日のうちに長編小説一本を書き上げた挙あげ句くにゲリラライブを行ったとは、担当編集者の仏坂大門から後日聞いた話である。


















　　　四月　一二日






　夏なつ野の家の玄げん関かんを出て、今日も俺、春はる海み和かず人ひとは、書店へと出掛ける。

　俺にとって、日課の書店巡りを欠かすのは、食事を抜くようなもの。毎日毎日、その日発売される新刊を手に入れる為、必ず書店に行くのである。

『やっぱ書店って凄すごいよな！　本が沢山あるんだもの!!』

　テンションが上がり過ぎて、自分でも言っていることが良く分からなくなっている気はするけれど。しかし、それくらい書店に行くことが楽しみなのだ。毎日繰くり返かえしても、決して飽あきることはない。

　書店巡り、これは地球上で二番目に素す晴ばらしい娯ご楽らくと言えよう。

　何な故ぜなら、本は、いつもいつでも、生まれ来るものだから。昨日と今日、明日も明後日も、本は出版されて、書店は変化していく。一日として、同じ品しな揃ぞろえになることはない。その変化を堪たん能のうし、興味を惹ひかれた本を購入する。ああ、素晴らしき哉かな書店巡り。

　ちなみに一番の娯楽は勿もち論ろん、読書そのものです。当たり前だね。




　イマキュレット新しん稲いな葉ば最上階の廊ろう下かを早足で駆け、エレベーターの前へと到着。

　精一杯ジャンプして、下行きのボタンを押す。犬の肉体には少々無茶な動きではあるけれど、ほぼ毎日繰り返している行動。すっかり慣れたものである。

　数秒おいて、エレベーターの扉が静かに開く。戦地に向かう兵士のような面おも持もちで中へと入り込む。そのまま、扉が閉じるのをぼんやりと待っていたその時。

「……おっと」

　背後から聞こえたのは、何者かの発した短い声。

『……ん？』

　その声に振り向いた先。

「ふう、何とか間に合ったね……と、隣の犬じゃないか」

　そこにいたのは、見知った顔で。

　そして同時に、見たくない顔だった。

　臙えん脂じと白の二色を基調としたロングスカートのエプロンドレスを着て、頭の上には簡かん易いなレースをあしらったヘッドドレス、右手には柄えの太いデッキブラシを携たずさえた人物。

　森もり部べ佐さ茅ち。

　つい一週間ほど前に、ここイマキュレット新稲葉へと引っ越して来た姫ひめ萩はぎ紅葉もみじ、その彼女に仕つかえるメイド。先月の終わりに出向いた煉れん獄ごく館かんで、散々追っかけまわされたり、斬きられそうになったりと、酷ひどい目に遭あわされ続けた人物だ。

『な、何で!?』

　どうしてこいつが、俺と同じエレベーターに乗り込んで来たのか。密室でこのメイドと二人きりとか、命の危険しか感じられないんですけど。あれ、ひょっとして俺は、書店に行く前に死んでしまうのか？

『僕もいますよ、春海君』

『って、九く郎ろうさん？』

　佐茅のロングスカートの後ろから現れたのは一羽のカラス。全身黒一色の黒い身体からだ。エレベーターの中をぱたぱたと器き用ように飛び、『閉』のボタンをくちばしで突つく。そのカラスもまた、見知った顔だった。

　姫萩九郎。

　作家・姫萩紅葉の実の兄であり、元担当編集者。俺と同じように、一度死んでから、カラスへと生まれ変わった存在だ。今はカラスの肉体の中に人の意識を宿している。

『……はぁ』

　その、一人と一羽の姿を見て思ったこと。

　今日の書店行きは、どうやら一ひと筋すじ縄なわではいかないらしい。




『……んで、今日はどうしたんだ？』

　俺達を乗せて、ゆっくりと地上へ向かうエレベーターの中、九郎さんへと話し掛ける。正直、わざわざ話し掛けたくはないんだけど、この密室の中でずっと無言でいるというのも間が持たない。ご近所付き合いは大切です。

『はい、少し用事がありまして』

『そうか、九郎さんも書店に行くのか。そのメイドと一緒に？』

『何で書店に行くことが確定しているみたいに喋しやべるんですか』

『えっ、違うの!?』

『誰も彼もが、春海君のように日課として書店に行くとは思わないで下さい』

『マジで!?』

　日課として行かないの？　行くだろ、普通。

『じゃあ、一体何ど処こに行くんだよ。何処で変態行為をするつもりなんだ？』

『失礼な、僕のどこが変態だと言うんですか』

『ちょっと姫萩紅葉の良い所について一〇〇文字以内で語ってみて』

『紅葉の可か愛わいさはそれはもう素晴らしくて筆舌に尽くしがたい絵にも描けない現代の科学では再現出来ないほどの美しさそれが紅葉ですよって言うか今紅葉のことを呼び捨てにしましたよねそれって死刑ですよね殺しますよ』

『そういうところ』

　非常に分かりやすい。分かりやすく、変態だった。

　そう、この姫萩九郎と来たら、重度のシスコンなのである。

『何を言っているんですか、僕はシスコンなんかじゃありませんよ』

『……はぁ？』

『僕は紅葉を愛しているのです!!　一人の女性として!!』

『もっと駄だ目めじゃねぇか!!』

　重度のシスコンってレベルじゃなかった。完全に一線を踏ふみ越こえようとしているよね。

『ええ、ですから、今日はこの機械を使って、愛する紅葉の為に働こうかと！』

『機械？』

　九郎さんはエレベーターの中で飛び上がり、俺を見下ろしながら叫ぶ。

　その九郎さんの首に掛けられているのは、懐かい中ちゆう時ど計けいのような形状の機械。金のチェーンから繋つながった、円形のモニター。その中心部分が、時折赤く明めい滅めつしている。

『この機械は、危険度測定装置「危き機き解かい々かい」と言いましてね。文字通り、周囲にある危険な場所と、その危険度を表示してくれる優すぐれものなんですよ』

『……どういうこと？』

　説明を聞いても全く分からないんだけど。

『要するに、周囲がどれだけ危険なのかを教えてくれる機械ってことです』

『危険な場所なんて知ってどうするんだ？』

『ほら、僕達は、一週間前にこのマンションに引っ越して来たばかりじゃないですか』

『……ああ、あれには本当にびっくりしたよ』

　先月末の監かん獄ごく島とうでの一件の後。姫萩家一行があの島から出る、という話は聞いていたのだが、まさか俺達の住んでいるマンション『イマキュレット新稲葉』の、しかもすぐ隣の部屋に引っ越して来るとは思いもしなかった。

　あの監獄島での、出会いと出来事。

　そして突然の引っ越しと、来らい襲しゆう。

　そのせいで、何故か夏野が怒り狂い、その余波が俺を襲おそったりもしたのだけど。現在の所、僕は元気です。

『とはいえ、このマンションで暮らしていくに当たって、一番大事なのは紅葉の安全です。紅葉を危険に晒さらすなんてこと、あってはいけませんからね』

『正直、あんたが一番危険だと思うんだけど。あと、殺人箒ほうきを振り回すメイドとか』

『そう、危険があるのなら、きちんと対処しないといけないのです！』

　俺のツッコミが華か麗れいにスルーされた。

『それで今日は、こうやって危険度を測定出来る機械を片手に、マンションの中を調査して回ろう、という訳ですよ。全すべては、愛する紅葉の為に！』

　九郎さんは自信たっぷりに言い切る。

『まあ、実際に対処するのは佐茅さんですが』

『あんたは何もしないのかよ』

『だって、このカラスの肉体でそんな危険なことが出来る訳がないじゃないですか』

『まあ、カラスには荷が重いだろうけど、自信たっぷりに言うことではないよね？』

　俺も九郎さんも、基本的には小動物なので、危険に対して正面から挑いどむのには向いていない。その点、このメイドなら問題ない。戦場帰りだという触れ込みのソルジャーメイド、森部佐茅。紅葉に迫る危険、その一いつ切さい合がつ財さいを破壊し尽くしてくれるだろう。そんな戦場帰りと対等以上に渡り合ったうちの夏野さんって一体何なの？

『あれ？　でも九郎さんって、このメイドとは言葉が通じないんじゃないの？　紅葉とだけ、言葉が通じるんじゃなかったっけか？』

　俺達同士では会話が出来るものの、人間相手には誰とでも会話が出来る訳ではない。

　俺が、あのハサミ女と、変態ドＭ編集者にしか言葉が通じないように。

　九郎さんもまた、実の妹である姫萩紅葉としか話せない筈はずだ。

『ええ、そうですよ』

『さっき、危険の対処をするみたいなことを言っていたけど。言葉も通じないのにどうするんだ？』

　いや、そもそも言葉が通じたとして、ちゃんと言うことを聞いてくれるのか。

『そこは、事前に紅葉に通訳をしてもらって、簡単なサインを決めまして。どうにか伝わるようにしているんですよ』

『へえ。サインってどんなの？』

『まあ、簡単なことしか伝えられませんけどね。十分事足りると思いますよ』

　そう言いながら、九郎さんは自分の右の翼つばさを、ぴんと前へ伸ばす。

『例えばこれが、「ＧＯ！」です。佐茅さんに何処かへと向かってもらいたい時のサインです』

『成なる程ほど、簡単だ』

　これなら分かりやすいし、カラスの翼でも可能だ。

『そしてこれが……』

　九郎さんは、喋りながら更に、伸ばした翼を、そのまま下へと振り下ろす。

『「ＳＬＡＳＨ！」です。何かを斬る時に使うサイン』

『……斬る？』

　まあ、このメイドは物ぶつ騒そうな得え物ものを持っているから、確かに斬ることは出来ますよね。どんな場合にそのサインを使うのかは良く分かりませんけど。

　俺の疑問をよそに九郎さんは、更にその伸ばした翼で十字を切る。やや特とく徴ちよう的てきなその動きは。

『そしてこれが「ＳＬＡＳＨ　ＴＨＥ　ＤＯＧ！」です』

『ちょっと待て』

　何だその妙に具体的な命令。おかしいだろ。百歩譲ゆずって斬ることまでは認めたとしても、そこで何故犬を斬らなければいけないの。つーか、この場合の犬って、ターゲットは確実に俺だよね。

『俺をどうするつもりだ!?』

『嫌ですね春海君、斬っていいのは斬られる覚悟のある奴だけですよ』

『答えになっていないよね!?』

『別に僕自身が斬る訳ではないので、僕は覚悟とかどうでもいいのですが』

『最悪だ!!　あんた最悪だ!!』

　自分だけ安あん全ぜん圏けんから口を出すとか、下げ種すにも程がある。こうなったら、殺やられるより先に殺るしかない。ふざけたことを抜かすカラスに、遺い憾かんの念を込めて飛びかかろうとしたのと同時、九郎さんが十字を切った。

「了解」

　瞬間、ピンと背筋を伸ばして立っていたメイドが弾はじけるように動く。手に持っていた箒の穂先が外れ、一瞬で現れた銀色の刃やいばが俺の身体へと襲いかかり。

『ぁぁぁあああ危ねぇ！！！』

　しかし寸前で跳ちよう躍やく、回かい避ひ。エレベーターの中という狭せまい空間であるからこそ、ギリギリで躱かわすことが出来た。瞬間的に飛とび退のいた俺の前に、突き刺さる銀色の刃。

　先程まで確かに掃そう除じ用よう具ぐだったものは、一瞬で立りつ派ぱな凶器へと変わっていた。柄の太いデッキブラシの先から生えた日本刀の刃。全体を通して見たシルエットは、薙なぎ刀なたのような形をしている。それは銃刀法に真っ向からケンカを売るような凶悪武器。

　その名を、穢殺刃ケガレザツパーと言う。

『きゅ、急に何しやがる!!』

『やだなぁ春海君。今のは、サインがきちんと佐茅さんに通じているかのテストですよ。あくまでもテ・ス・トですから……チッ』

『今の舌打ちは何!?』

　どう見ても『当たらなくて残念』って顔だったろ。確実に悪意があったじゃないか。

『犬を斬れって、そんな限定的なサインに出番なんかねぇよ!!』

『そうですねぇ。出番がないと良いですよねぇ』

『くっ……このカラスめ』

　やはり、サインが出る前にこのカラスをどうにかしなくてはいけない。そうしないと、俺がメイドの凶刃に倒れることになってしまう。

『まあ、前置きはこれくらいにして』

『前置きで殺されかけたのか俺は』

　俺の必死の訴うつたえを、九郎さんはまたもスルーした。

『下に降りたら、この「危機解々」を使って、マンション内の危険な場所を探し、一つずつ潰つぶしていこうと思っているのですよ』

『ふーん、まあ頑がん張ばってね』

　好きにすればいい。俺は俺で、当初の目的通り書店に行くだけだ。このカラスとメイドに付き合うのも、エレベーターが地上に降りるまでの間だけ。扉が開いたと同時に、外の世界へＧＯＡＷＡＹだ。

『おや、春海君は手伝ってくれないんですか？』

『……はぁ？　何で俺が手伝わなくちゃいけないんだよ』

　付き合う義理は無い。書店が俺を待っているのだ。

『勝手にやればいいじゃん。俺は書店に行くからさ』

『そんな、僕と春海君の仲じゃあないですかぁ』

『その仲は、さっきの「ＳＬＡＳＨ　ＴＨＥ　ＤＯＧ！」で完かん膚ぷなきまでに吹き飛んだよね？　さっき殺されかけたのに、どうして俺が手伝うと思うの？』

　どんだけ都合の良い脳みそなの？

『いえ、このマンションに長く住んでいる春海君なら、きっと役立ってくれると思ったものですからね。勿論、タダで手伝えとは言いませんよ』

『……俺が金で釣られるとでも思うのか？』

　バカにするんじゃない。俺は金で動くような安い男ではない。この春海和人を構成しているのは、強固な意志と曲がらぬ信念。今の俺には、書店に行くという崇すう高こうな目的があるのだ。一度決めたことは、決して途中で止やめたりはしない！　絶対に！

『勿論、分かっていますとも。お金ではありません。この作業を手伝ってくれるのならば、僕達が住んでいた煉獄館に眠っていた秘ひ蔵ぞうの書籍を差し上げましょう。外ではまずお目に掛かれない貴き重ちような書籍ですよ？』

『おい、早く危険を探しに行くぞ』

　何をちんたらやっているんだ、このカラスは。紅葉は既にこのマンションに引っ越して来ているんだぞ。いつ危険な目に遭ってもおかしくはない。迅速に行動しなければ。

『……本気で扱いやすいですね』

　溜ため息いきを吐つくカラス。どうしてそんな、呆あきれた顔をしている。何を悠ゆう長ちように話なんかしているんだ。その時間すら無む駄だなんだぞ。




　エレベーターが一階へと到着。密室の扉が開かれ、イマキュレット新稲葉のエントランスが俺達を迎え入れる。

『早く行くぞ。マンションの隅から隅まで案内してやるから』

『そうですね、全ては紅葉の為ですから。さあ佐茅さん、行きましょう。ＧＯ！』

「……了解。さあ、行こうかね」

　かくして、犬とカラスとメイド。この凸でこ凹ぼこ凹ぼこトリオが、このイマキュレット新稲葉に潜ひそむあらゆる危険を排除する為に、立ち上がったのだった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【危機解々】……　株式会社インチョキ堂が開発した、周囲の危険な箇所を発見し、その危険度を数値化する機械。本来は、災害時などに危険な場所を避さける為の機械であるが、あえて危険地帯に飛び込みたい性せい癖へきの人達の間で裏技的な使い方をされている。

【サイン】……　森部佐茅と姫萩九郎の意い思し疎そ通つうの為に、設定されたカラスでも出来るサイン。『行け』『斬れ』といった基本的なものから、『そこの犬をこらしめてやりなさい』『紅葉の敵となるものを排除せよ』など、妙に具体的なものまで多た岐きに渡る。






『で、まずは何処へ行くんだ？　自慢じゃないが、ここのマンションって結構広くて、色々と施し設せつもあるんだけど』

『この「危機解々」の示す通りに進めば、何も問題はありませんよ』

『それ、そんなに凄すごいのか？』

『ええ、何でもそのスジの人なら誰でも知っている会社の、自慢の一品らしいですよ』

『どんなスジだよ』

　その会社の方が危険なんじゃないだろうか。

　改めて、九郎さんの胸元に掛かっている『危機解々』を見る。七つ集めればどんな願いも叶かなえられる球でも探せそうな形状をしている。円形のモニターの中央部分には十字にラインが入っており、それが俺達のいる場所を示しているらしい。

『何か赤い点がいくつか光っているけど』

『はい、これが危険な場所を表すマークです。僕らは、それを一つ一つ潰していく形になりますね』

『じゃあ、その横に書いてある数字は？』

『これはハザードレベル、つまり危険度を示す数値です』

『数値、ねぇ……ちなみに八〇って数値は、高いのか？』

『高いですよ。一応上限は一〇〇ですから』

『中心部がやけに真まっ赤かに光っちゃっているんだけど、これはレベル八〇の危険が、俺達のすぐ近くにあるということなのか？』

『ああ、それは佐茅さんの数値です』

『このメイドも危険認定されてるの!?』

　画面には他にも二〇とか三〇とかあるけど、そんなの小物過ぎてどうでもいい雑ざ魚こレベルじゃないか。まずはすぐ傍そばにいる八〇をどうにかすべきなんじゃないの？

『毒をもって毒を制す、という奴ですよ』

『この毒はちょっと強過ぎるんじゃないかなぁ』

　ネズミ退治に地球破壊爆弾を使うような暴ぼう挙きよに思えるんだけど。

『まあまあ、地道に行きましょう。佐茅さんが危険人物なのは最初から分かっていることですし。いざとなったら僕がこの身を賭としてどうにかしてみせます。ええ、全ては愛するぷりちー紅葉の為に！』

『おい、ここにも危険なカラスがいるぞ』

　このシスコンの危険度を判定出来ないのは、致命的なんじゃないだろうか。




　九郎さんの持つ『危機解々』に従って、イマキュレット新稲葉の中を移動する。

『……最初はここか』

『ええ、ここですけど何か問題でも』

『危険といえば、危険なんだろうけどなぁ……』

　俺達が辿たどり着ついたのは、見慣れた場所。マンションの中に設置された会員制のスポーツジム『ブートキャンプ新稲葉』だった。

　ここには、夏野と一緒に何度か訪れたことがある。たった一つのことを除いて、普通のジムである。ただその一つが余りにも特殊な為に、特殊なジムとなってしまっているという悲しい場所だ。

「……熱い」

　辺りを包む異変に、メイドが反応する。

「何だい、この熱気は」

『来たか』

　まだ中に入っていないというのに、ここまで伝わって来る熱気。それこそが、このジムの唯一にして最大の問題点である。

『いや、ここは別に良いだろ。危険って言うか、近寄りがたいってだけだし』

「確かにこれは危険だね。この熱気、あの熱帯雨林での撤てつ退たい戦せんを思い出すよ」

『……はぁ？』

　熱気に当てられたのか、メイドが変なことを語り始めた。

「あの時は部隊の皆が、文字通りに満まん身しん創そう痍いといった感じでね。どいつの顔にも、怯おびえの表情が張り付いていたもんさ。背後から絶え間なく、そして唐とう突とつに訪れるゲリラ兵の襲しゆう撃げきに、身も心も疲れ果てた、まさに死の行軍だったね。風に揺れる木々を、敵と見間違えて発砲するたび、心身が擦すり減へっていく思いをしていたもんさ」

『……何言ってんの、この人』

　どこか遠くを見るような瞳ひとみで語りだす佐茅。凄く過か酷こくな戦場体験を、さも実際に見てきたように話していらっしゃるけれど。それはさすがに冗じよう談だんだよね？

　しかしメイドの表情は真剣そのもので、亡くした戦友を本気で悼いたんでいるかのよう。

　いや、スポーツジムに来ただけなので、もっと気楽に行きませんか。気持ちよく汗を流すのが、きっと戦友への弔とむらいとかになるんじゃないのかな、知らんけど。

　と、何やら感かん慨がいに浸ひたっている佐茅の肩に、九郎さんが飛び乗る。

『とにかく、この場所が紅葉にとっての危険となり得るのなら、排除しなければなりません！　さあ！　佐茅さん、ＧＯ!!』

　翼を高く振り上げ、スポーツジムに向けて振り下ろす。サインは『ＳＬＡＳＨ！』。スポーツジムごと、たたっ斬れと言わんばかりのサインで。

『って、おい!!』

「……了解。そうだね、今の私はお嬢じよう様さまの為の刃。過去に浸る時間は終わり。ただ、目の前にいる敵を斬って、道を切り開くだけだね」

　メイドは、刃の生えた箒を握りしめ、スポーツジムの入り口へと向かう。

『いや止めて!?　ここは平和なジムだから!!　九郎さんも、何でそんな危険な指示を出しているの!?』

『ああ、ごめんなさい。本当は「ＧＯ！」だけのつもりだったのですが、思わず勢いで。いやあ、重力って怖いですよね』

『そういうのは良いから！　早く、サインを訂正して！』

『いや、そうは言われましても。制止する用のサインを決めるのを忘れていまして』

『一度死ねぇ!!』

　アホカラスを体当たりで吹っ飛ばす。

　九郎さんは悲鳴を上げながら転がって行き、メイドの目の前でジムの扉に激突、何回転かした後、そのまま動かなくなった。

「おや、どうしたんだい九郎さん。身体を張って前に出るだなんて……それはまさか、止まれのサインってことかい？」

『良かった、通じたぞ』

「それとも、九郎さんもまとめて斬れっていうサインなのかい？」

『通じてない!?』

　しかし、メイドは何かに納なつ得とくしたように頷うなずくと、その刃を納める。

「ふむ。動かないところを見ると、やっぱり止まれってことみたいだね。何だ、てっきり『ジムの中にいる人間を皆殺しにしろ！』って指示が出たのかと思ったよ。まあ、別にやってやれないことはないけどね」

『本当に通じて良かった！』

　ただ、命令を実行するつもりだったメイドの恐怖に関しては何も解決していない。さすがハザードレベル八〇。こんな危険なのと一緒に、この先やって行けるのだろうか。




『……春海君、何も体当たりしなくても』

　数分後に復活した九郎さんが恨うらみがましい視線を向けて来る。

『ジムが壊かい滅めつするところだったんだぞ!?　どう考えてもやり過ぎだろ。紅葉にとって危険じゃないことが分かれば、それで片が付く話じゃないか』

『それはまあ、そうですが』

　血の雨が降る事態だけは避けたいのだ。一応、愛着のあるマンションだ。シスコンによる粛しゆく清せいの嵐に、俺の生せい活かつ圏けんを荒らされたくはない。俺はただ、平穏無事にこのイベントを終えて、本が手に入ればいいのだ。

　俺達は改めて、スポーツジム『ブートキャンプ新稲葉』へと入る。

『うっ!?』

『なっ!?』

　扉を開けた瞬間、内部に籠こもっていた熱気が解き放たれる。外へ漏もれていた熱気など可愛いもので、ここが真夏の海岸であるかのような空気が俺達を包む。その、圧倒的な熱気の発生源は、すぐ目の前にいる。

「やあ！」

　俺達を出迎えたのは、このスポーツジムのトレーナーにして、異常な熱量の原因。こいつのいる所は、自然と気温が上がる。まさにナチュラルボーンストーブ。

　その名は、宗むな像かた腕わん力りき。

　汗と爽さわやかな笑顔がとても眩まぶしいナイスガイだ。

　宗像が笑顔でポーズを取るたびに、ジムのそこかしこから『ナイスポーズ！』『キレてまーす！』『デカーい!!』などと合いの手が入るのも、いつも通り。

　確かに、これは紅葉に見せたくはない光景だが。

　犬＋カラス＋メイドという珍客にも、顔色一つ変えず話しかけて来る宗像。

「新規入会希望者かい!?　それじゃあこの申込書にサインを貰もらおうかな!!」

「斬っていいかい？」

『何で!?』

　メイドがいきなりえらいことを言い出したよ!?

「何かこう、生理的に斬りたくなって仕方がないんだよ」

「ははは！　元気な上腕二頭筋だね！」

「だからまあ、斬ってみるさ。大丈夫、ちょっとだけ試し斬り」

「ははは！　三頭筋もなかなかのものだね！」

　嚙かみ合あわない会話をしている内に、宗像は佐茅の間合いへと踏み込んでいた。

　佐茅が持つのは、太いデッキブラシの柄から生えた刃。掃除道具にはとても見えない、人間などあっさりと両断してしまいそうな、物騒で無骨な凶器、穢殺刃。

　そんなものをこの場で振り回せばどうなるか、結果は明らかで。

『止やめてぇぇ!!』

　しかし、平穏を願う俺の叫びは、メイドには届かない。

　挨あい拶さつでもするような無む造ぞう作ささで、振りかぶっていた穢殺刃を、宗像へと振り下ろす。

『──ッ!?』

　訪れる惨さん劇げきを想像し、目を閉じようとして。

　しかし、佐茅の振るった刃は。

　宗像を両断せんとする、その直前でぴたりと静止していた。

　ジムの床を、宗像の血液が染めることはない。

　全ては無事だった。




『……た、助かった、のか!?』

　主に宗像の命と、そしてこのマンションの風評が。

　良かった、すんでの所で思い直してくれたんだ。そうだよね、いくらソルジャーなメイドとはいえ、良識のある人間なんだ。

「このまま斬ると、大事な穢殺刃が汗で汚れそうだからね」

『そんな理由!?』

　俺の驚おどろきをよそに、メイドは刃を引き、またもや遠い目をする。

「それに、汗には良い思い出がないんだ。あの南海の砂浜で、地雷原を越えて進軍していた時のことを思い出すよ。巧こう妙みようにスイカに偽ぎ装そうされた爆弾に、ついつい近づいた仲間が吹っ飛ばされたもんさ。汗をきちんと拭ぬぐっていれば、あんな悲劇は訪れなかっただろうに、制汗剤は持ち歩くべきだったと後悔しても遅いもんだね」

『スイカ爆弾と汗にどんな関係があるの!?』

　何それ、戦場あるある？　全然分からないんだけど。

　重ね重ね思うのだが、森部佐茅の過去には何があったんだろうか。姫萩家のメイドを始める前のこいつって、相当過酷な人生を送っていたようだけど。

「ははは！　どうしたんだい！」

　しかし、マッスル宗像も大した男である。凶器を持ったメイドが突然来らい襲しゆうして、突然斬りかかって来たのに、顔色一つ変えておらず、普段通りの爽やか過ぎる笑顔のままだった。心配そうな視線を向けているジムの仲間たちに向けて微笑ほほえむと。

「ははは！　大丈夫、業界だとこんなことは日常茶飯事だからね！」

　どんな業界だ。

「ははは！　仮に斬られても、この筋肉はすぐ元通りになるからね！」

　どんな筋肉だ。

　筋肉が脳にまで回っているんじゃないのか。




「ははは！　それじゃあ、この申込書に……」

「……ッ!?」

　しかし、ジムを真っ赤に染める惨劇は去ったらしいと、安心したのも束つかの間ま。宗像の勧かん誘ゆうに応こたえたのは、メイドの眇すがめられた瞳だった。

『おい、どうした？　今度は何なんだ？』

　佐茅の視線の先にあるのは、ジムの床。一見して何の変へん哲てつもない床であるが。

『いや、あれは』

　床が、濡ぬれている。やけに床が光っていると思ったら、それはあちこちが濡れているせいだ。雨漏りなどではない。こうしてジムの床を濡らしている液体の正体は。

「僕達と一緒にナイスな汗を流そうよ!!」

『……うえぇ』

　宗像が分ぶん泌ぴつした、汗のせいだった。分泌とか言われると、大変不快な気分になりますが、しかし事実です。床に水たまりを作るレベルの汗って、それもう汗じゃねえだろ。どんな汗かん腺せんから出たんだよ。

　佐茅はその、床に流れ落ちた汗を見つめている。その顔に浮かんでいるのは、さっきのように相手を暑苦しいという理由で斬ろうとした時とは違う、はっきりとした感情。

　怒り、だった。

「こんな、こんな風に床を汚して」

　佐茅が吠える。

「掃除しないといけないじゃないか……！」

『メイドっぽいこと言ったああああああ!?』

　いや、おかしくはない。彼女は腐くさってもメイドなのだ、むやみに床を汚すようなことは許せないのだろう。心の奥底に、メイドとしての信念が確かにあったのだ。今まで疑っていてごめんなさい、この人は本物のメイドだよ。

「これじゃあ、いざ戦うって時に、滑すべって足場が確保出来ないじゃないか」

『今度はそんな理由!?』

　メイド要素は何処へ消えた。

　しかし、佐茅が抱えている怒りは本物のようで、その全身が小こ刻きざみに震ふるえている。あの孤島で見た、絶対に退ひけないという意思を凝こり固かためたかのような、硬質の憤怒。

　先程、寸止めした穢殺刃を構え直し、再び宗像と相対する。宗像もまた、挑ちよう戦せん者しやを迎え撃つように、大きく胸を反らして筋肉を構える。いや、筋肉を構えるって表現はどうかと思いますが。

「メイドとして見逃してはおけない。この床、私の気が済むまで掃除させてもらうよ」

「ははは！　汗は男の勲くん章しよう!!　そう簡単には失われたりしないのさ！」

「隅すみ々ずみまで綺き麗れいに清せい掃そうしてやるから、覚悟するんだね」

「ははは！　このジムには男の勲章が染みついているから、僕の誇ほこりなのさ!!」












『え、何言ってるのこの人達……!?』

　嚙み合わない会話をしながら、しかしボルテージだけは急上昇していく。

　マッスル宗像　ＶＳ　ソルジャーメイド森部佐茅。

　ジムの会員達も、そして俺と九郎さんも、固かた唾ずを呑のんで見守る。

「フンッ!!」

　宗像が気合を入れてポーズを取ると、ぽたぽたと汗が床に零こぼれる。

「ハッ!!」

　対する佐茅は、穢殺刃を目の高さに構えた。

　駆く動どう音おんが響き、穢殺刃の機能が組み替えられていく。日本刀の刃が引っ込み、代わりに現れたのは細く伸びたノズル。それを、メイドの手がしっかりと摑む。サイド部分にはコードが生え、手元にはスイッチのようなものが現れる。掃除道具の名に恥じない、それは掃除機の形態だった。

「ははは、汗は男の勲章だからね!!」

　突とつ如じよ変形した掃除機を見ても、しかし宗像は怯ひるむことはない。むしろ、これまで以上にその厚い胸板をアピールしている。

「その汗、吸わせてもらうよ」

　佐茅は、掃除機の先端を床へと近づけ、手元のスイッチを押した。

　瞬間、凄すさまじい音と共に。ジムの床に拡ひろがっていた汗が、みるみる掃除機に吸い込まれ始めた。

『……へ？　吸い込む、だけ？』

　それは掃除機としては、ごく普通の光景で。だからこそ、このソルジャーメイドらしくないと、穢殺刃らしくないと、そんなことを思って。

　しかし、ギャラリーの一人がぽつりと零した。

　首にかけたタオルを、怪け訝げんそうに見つめながら。




「あれ、僕の汗、いつの間にか乾いている？」




『……え？』

　その言葉で、俺も異常に気付いた。

　穢殺刃の吸引力が上がる。竜巻のような、圧倒的な吸引力が引き起こしているのは。

『部屋中の水分が……奪うばわれている？』

　掃除機と化した穢殺刃、その吸引力が、床の汗だけではなく、この部屋にある水分を根こそぎかき集めているのだ。

　身体の水分さえも奪い去っていくその力は、最早掃除機の領りよう域いきを超えている。受付のテーブルに置かれている花か瓶びんの水までもが、みるみるうちに減っている。

「ははは！　僕の筋肉！　どうしたんだい僕の筋肉!!」

　その光景を見た宗像の顔に、浮かぶのは冷や汗。

　しかし、その汗さえ、一瞬後には消えてなくなっている。宗像から分泌される水分が全て、その掃除機に吸い込まれていくのだ。

　肌にいつものツヤがなく、自じ慢まんの筋肉も心なしか残念そうで。

「ははは！　そんな筋肉、ははは！」

「さあ、これで部屋はどうにかなった。後は、その肉体に染みついた汗を、直接吸い取ればそれで終しまいってことだよ」

「ははは！　僕と汗は一心同体だよ!!　男の汗は不ふ滅めつさ！」

「その不滅が、この穢殺刃の前でも通用するかどうか、試してやるよ」

　掃除機形態を取った穢殺刃を、佐茅が構える。

　それだけで、この後何が起こるか分かる。

　刃だったら斬られるだけで済むけど。いや斬られたらそれはそれでおしまいだけど。掃除機で襲われるだなんて、単純に斬られる以上の惨劇が待っているとしか思えない。そんなＢ級映画チックなシーンを見たくはない。

『九郎さん、出よう』

『おや、佐茅さんの戦いを見届けないのですか』

『もう、勝ったさ』

　ジムを出て行く俺と、九郎さん。

　ドアが閉まった後、ジムの中から宗像の悲鳴が聞こえ。そして、『危機解々』に映っていた光点が一つ消滅した。辺りを包んでいた熱気も、いつの間にか霧む散さんしている。

　さようなら宗像。

　さようなら筋肉。

　マッスルボディは永遠に不滅だ。




　かくして、スポーツジムに存在した危険は、去った。

　ただし、その代わりとして。

『あのメイドのハザードレベルが八五に上がったんだけど、これはいいのかカラス』

　モニターに映る光点が、それはもう眩まぶしいです。

『怪物を倒す為には、自らも怪物にならなければならないのですよ』

『言っている意味は良く分からないけど。とにかく、あのメイドを止める気が無いことだけは良く分かった』

　メイドがパワーアップする為のイベントじゃないよね、これって。

「やれやれ、実に手て強ごわい相手だったね」

　と、メイドがジムから出て来た。何かをやり遂とげたような、爽やかな表情を浮かべて。

「あれは東部戦線で対たい峙じした敵に匹ひつ敵てきするね。実に手強い、無敵の強化外がい骨こつ格かくを身に纏まとった兵士だったけど、あれ以来の緊きん張ちようだったよ」

『だからお前は何者なの!?』

「しかし、吸い込んだ汗のせいで少し穢殺刃が汚れちまったね。こまめな手入れが、得物には一番大切なんだよ。ちょっと、特製の砥と石いしで綺き麗れいにして来るから。九郎さんと犬は、そこで待っていな」

　そう言い残すと、マンションの中にある洗面所へと消えて行った。

『で、俺達はどうすればいいんだ』

『進むしかないでしょう。紅葉の安全の為ならば、多少の犠ぎ牲せいはやむを得ません』

『多少の犠牲で済むのか？』

　既に、ジムが一つ壊滅したんですけど。

『……なっ、これはッ!?』

　突如九郎さんが叫ぶ。その目線は、首に掛けたレーダーの方を向いていて。

『何だよ。ワニでも出たのか』

『違います春海君！　この「危機解々」が、新たな危険の反応をキャッチしました！』

『な、何だって!?』

『しかも、こっちに向かってきます!!　そんな、佐茅さんがいないのに！』

　目に見えて慌あわてた様子のカラス。まさか、さっきの宗像みたいな変態を、犬とカラスだけでどうにかしろと言うのか。それは無理じゃないですかね、だってほら、単なる犬とカラスですし。

『すぐそこに来ています。ああほら、廊下の先に!!』

『逃げるしかないだろ!!』

『駄目です、接敵します!!』

　怯える俺達。

　薄暗い通路に差し込む人影。

　通路の先から、ぬっとその頭を突き出して。

　俺達の目の前に現れた、そのアフロの正体とは!?




『ってアフロかよ!!』




　現れたのは、見覚えのあるアフロだった。配達の途と中ちゆうなのだろうか、大きな荷物を抱えている。何を無駄に危機感を煽あおってるんだよ。ただのアフロじゃないか。

『春海君、お知り合いですか』

『まあ、お知り合いというか、腐くされ縁えんというか』

　アフロこと、犬いぬ飼かい……何だっけ、忘れてしまった。名前も忘れてしまうくらいにアフロの印象が強いのだが、ペットショップの店長をしている、由ゆい緒しよ正しきアフロです。

　ミニチュアダックスフンドの肉体へと転生した俺を真っ先に保ほ護ごしてくれた人物で、俺にとってはまさに命の恩人。そして何故か、新稲葉で起こる騒そう動どうに頻ひん繁ぱんに巻き込まれてしまう人間でもある。不幸の星の下に生まれているとしか思えない、悲劇のアフロだ。

「やあクロ！　クロじゃないか！」

　そんなアフロが、俺達に気付いた。それまでは何かに怯えるように恐る恐る歩いていたアフロだが、急に笑顔に変わり、こちらへと小走りで向かって来る。

「うん、元気そうだね」

　俺の目の前で、抱えていた荷物を下ろし、アフロは俺の頭を優しく撫なでる。その撫で方が妙に気持ち良いのは、さすがにペットショップの店長ということか。

「体調も良いみたいだね。毛ヅヤも良い。それにこれだけ良い顔をしているんだ、きっと毎日が幸せなんだろうね」

『……幸せか。まあ、そうかもな』

　そう言われて、自分の境きよう遇ぐうが恵まれていることに気付く。一度死んで生まれ変わった身としては、恐らく最上級の環境にいる。

　本を読み、本を買い、本に埋もれ、本と寝る。

　今の俺は、そんな風に生きていて。

　それが幸せかと聞かれれば、俺は犬なりに諸もろ手てを挙あげて肯こう定ていするだろう。

　俺は、今、幸せだと。そう、自信を持って言える。

　まあ、ちょっとばかし、痛い目に遭ったり、酷い目に遭ったりということはあるけれど、だいぶ慣れました。ハサミが既に日常の一部。それはどうなんだろうか。

『クロ？　こちらの方には、クロなんて呼ばれているのですか、春海君は』

　そんな、少しノスタルジックな気分に浸っていた俺に、九郎さんから声が掛かる。

『まあ、あだ名みたいなもんだよ』

　名前を付けたのはアフロではなくて、本ほん田だ書店のミニデーモンだけど。

「おや、そこにいるのは新顔のカラス君だね」

　俺を慈じ母ぼのように見つめていたアフロの目が、今度は背後にいる九郎さんへと向いた。アフロは九郎さんに近づき、しばらく観察していたかと思うと、安心したように表情を崩くずし、カラスの頭をそっと撫でる。

「野生のカラスじゃないよね？　クロの友達かな？」

『いいえ。罠わなを仕掛ける者と、罠に掛けられる者の関係です』

『おう喧けん嘩かなら買うぞカラス』

　表へ出ろ。

「君も、毛並みも良いし、血色も良い。きちんとした食生活を送っている証しよう拠こだ」

『はあ、確かに、その辺りは佐茅さんに世せ話わをしてもらっていますが』

「うん、よしよし」

　九郎さんも、アフロに撫でられて悪い気はしないのか、気持ち良さそうに身をよじる。

　何しろ、アフロはプロだ、動物のツボなんかも熟知しているのだろう。九郎さんも、すっかり安心した様子で、アフロに身を任せていたが。

『は、しまった！　つい心安らいでしまったけれど、僕には紅葉が!!』

『おい落ち着けシスコンカラス』

『いけませんアフロさん！　僕を撫でるのは、紅葉だけと決まっているんです！　あなたの手の中で安らぐ訳にはいかない!!　それは紅葉に対する裏うら切ぎりだ!!』

「そう言えば先週読んだ雑誌『月刊・トリラックス』に、カラスの手なずけ方の記事が載のっていたっけ、よし、それを試してみよう。一発でカラスを天国に誘いざなう奥義だって」

　アフロの目が、一瞬光ったかと思うと。その手が、九郎さんの全身を、小刻みな振動を加えながら撫でていく。細かく、そして丁てい寧ねいに、全身をマッサージするように蠢うごめく手。

「ほらほらほら、どうだい!?」

『あ、ああああ、気持ち良……くないですよ！　いけませんよこれは、カラスとしての本能が目覚めてしまう！　駄目です、僕には心に決めた紅葉がいるんですから、こんなアフロの、アフロなんかに……くやしい……はぁん!!』

「おお、いい反応だね、もっと強く行ってみよう」

『そんな、僕が僕でなくなってしまう！　僕の心が侵されていますよ!!　ああ、僕の中に入って来ないで!!　アフロとだけは絶対に死んでも嫌ぁ!!』

「ほらほらほらほら」

『紅葉、紅葉ぃ!!　愚おろかな兄を許しておくれ!!　こんな、紅葉以外の手で弄いじられて、変になっちゃうぅ!!』

『……あの、この光景は誰が得をするの？』

　正直見ていられない光景なんだけど。

　アフロとカラスって、ちょっと難なん易い度ど高いってレベルじゃありませんよ。

「あ、いけない！　配達の途中だったんだ！」

　顔を上げ、口から泡を吹きそうなレベルで悦よろこんでいるカラスから手を離すアフロ。

「それじゃあ、またね。カラス君」

　立ち上がったアフロは、荷物を抱え直し、俺達を優しい眼まな差ざしで見下ろすと。

「そうだクロ。この間、本田書店の弥生やよいちゃんにも犬用のマッサージ方法を教えたんだよ。今度してもらうと良いよ」

　そう、不ふ穏おんな言葉を告げて去って行った。

『……おい、アフロ、何を教えた』

　言えよ、弥生に何を教えたんだよ！　その犠牲になるのは俺なんだぞ!!




『あ、危ないところでしたよ！』

『いや、十分に危ない光景が広がっていたけども……』

　九郎さんが、正気に戻るなり叫び始めた。

『ええ、危うく新たな扉が開いてしまうところでした！　天国が見えましたもの！　しかし、僕の中の絶対神である紅葉が、僕の心が連れて行かれるのを必死に押おし留とどめていたのです！　この気持ち、まさしく愛だ！』

『いや、ほとんど連れて行かれていたと思うけども……』

　発禁レベルの光景でしたよ。

『ふん、あんなことで僕の心を奪えたと思うのならば、それは勘かん違ちがいですから！　僕の気持ちは紅葉にだけ向けられているんですよ……でも、またしてくれるのならば、構わなくもなくもなくもないです』

『おいカラス、完全に落ちてるぞ』

　だからアフロとカラスの絡みって、一体誰が喜ぶの？　上級者向けすぎるでしょうよ。

『つーか九郎さん、アフロにも「危機解々」が反応していたんだよな？』

『……あ、そう言えばそうでしたね。すっかり忘れていましたよ』

『目的を忘れるなよ。結局、アフロのハザードレベルはどれくらいだったんだ？』

『えっと、アフロさんは……五ですね』

『たったの五か……ゴミめ』

　基準は良く分からないままだが、しかしアフロの危険度が低いのは良く分かる。だって、人じん畜ちく無む害がいなただのアフロだし。

『でも、そんなに低いなら、さっきは何であんなに騒ぎ立てたんだよ』

『いえ、あのアフロさんは、僕を紅葉から引き離そうとする危険な男ですよ！　ここは涙を呑んで、ハザードレベルを九〇くらいに設定しましょう!!』

『九郎さんの一存で決めて良いものじゃないだろ』

　あのメイドよりも危険なのかよ。一体どれだけの闇やみをアフロの中に抱えているんだ。

『それもこれも、僕の気持ちが揺れ動いたからいけないんだ！　紅葉ー！　ごめんよぉ紅葉ー!!　うわぁー！！！』

　騒ぎ立てる九郎さんを積極的に無視して前を見上げると、俺達の大騒ぎにも気付くことなく、廊下を歩いて行くアフロの背中が見える。

『……ん？』

　と、丁ちよう度どその前に、洗面所から出て来たメイドが現れる。先程まで掃除機だった穢殺刃は、元の箒の形態を取り戻している。なので、普通のメイドにしか見えない。普通のメイドがこんな所にいるものなのかはさておき。

　そんなメイドの登場に、アフロは一瞬、びくりと足を止める。

　おおかた、佐茅が発するオーラを、夏なつ野ののものと勘違いしたのだろう。二人は戦闘民族という点で共通しているし、関かかわり合あいになりたくない点も同じだからだ。

　しかしすぐに人違い、相手がただのメイドだと分かると、元のペースを取り戻して歩き始める。佐茅も、目の前に現れたアフロに対し、特にリアクションを取ることもせず、普通の様子のままだった。

　二人の距離が近づき、等しくなって、そして離れる。

　そのまま、何事もなくすれ違った二人は、互いの目指す方向へと歩いて行く。

　一歩、二歩、三歩、四歩。

　そして、互いに五歩目を踏んだ、その瞬間に。




　アフロのアフロが、突然弾けた。




『……はぁ？』

　アフロのアフロが、爆発したと、そう見えた。アフロが膨ふくらみ過ぎて、ついに限界を迎えたのだと、そう思った。アフロがアフロでアフロしたのかと思った。

『い、いや、違う』

　良く見れば、そうではないと分かる。アフロは無事だった。アフロを構成している髪かみの毛けが一斉に周囲へと散ったのが、爆発に見えただけだった。アフロのアフロが全体的に刈り込まれて、丁度アフロの形を保ったままでひと回りアフロが小さくなったのだ。

　そんなことを、誰がやったのか。言うまでもない。

「九郎さん、犬、待たせたね」

　直前にアフロとすれ違っていた、この危険人物に決まっている。

「このマンションには妙な人物がいるもんだね。あんなでかいアフロがいきなり目の前に現れたもんで、驚いてつい斬っちゃったよ」

『つい斬っちゃったの!?』

　え、平然と何を言っているの、この人。

　それって俗に言う、辻つじ斬ぎりですよね？

「本気出せば今頃、髪の毛どころか全身の産うぶ毛げに至るまで、こまめに手入れしてやることも可能だったけど。そこは私だって女の子だからね、ちょっと焦あせっていたから、ああやってアフロを小さく刈り込むことしか出来なかったって訳だよ」

『女の子……？』

　俺と九郎さんが疑問の視線を投げかけたことに気付いたらしく、佐茅がそれはもうおっかない表情に変わったので、これ以上追及するのは止める。そうですね、アフロを見たら斬りたくなるのは当然ですよね。きっと夏野さんも同意してくれるでしょう。

　アフロは何事も無かったかのように、廊下を歩いて行った。

　きっと、自分を襲った惨劇に、家に帰るまで気付くことはないだろう。そして洗面所で鏡を見て、ようやくアフロが小さくなっていることに気付くのだ。その時のアフロの嘆なげきを思うと、居たたまれない気持ちになる。

　だからせめて、アフロの為に祈ろう。アフロが、アフロを失う悲しみに潰されないように。ああアフロ、フォーエバー、ソーファイン。

「しかし、髪の毛か……」

　アフロスレイヤーこと森部佐茅は、またもや遠い目をして。

「戦場では、良く仲間の髪を切ってあげたのを思い出すね。バリカンなんて便利なものは無かったから、色々と工夫してしのいだもんだよ。カッターナイフやら彫ちよう刻こく刀とうがあれば楽だったんだけど、酷い時には芝刈り機や鉛えん筆ぴつ削けずりしかなかったから苦労したね。どうにかして切ったけど。戦場の散髪屋さんとして、みんなから好評だったねぇ」

『……俺、戦場がどんなものか分からなくなって来たんだけど』

　そもそも、これはマンションの危険排除の為ではなかったのか。自分たちが何をやっているのか、真剣に分からなくなる。

　果たして俺は、無事に本を手に入れられるのだろうか。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【男の勲章】……　宗像腕力の全身から発せられる、努力の結晶。それは敵の刃を防ぐ盾たてとなり、敵の進軍を止める罠となり、そしてまた男の肉体を輝かせる最大のスパイスにもなるという。

【月刊・トリラックス】……　書しよ林りん社しや刊。全国の愛鳥家御ご用よう達たし、あらゆる鳥を心地ここち良よくさせる方法がぎっしり詰まった珠玉の一冊。インコやヒヨコのような鳥から、ダチョウや始し祖そ鳥ちように至るまで、どんな鳥でもたちどころにリラックスさせる方法が載っている。






　その後も、犬＋カラス＋メイドによる、危険排除ツアーは続いた。

　一見、平和に見えたマンション『イマキュレット新稲葉』だったが。

　その実、様々な火種を抱えていたのだった。




　例えば、マンションの中にある火力発電所の暴走を止めたり。

『いや、そもそも、何でマンションに火力発電所があるの!?　危ないどころの騒ぎじゃないよね!?　住んでいる俺ですら初耳なんだけど!!　そしてこんなに火が点ついている現状ってマジヤバくない!?』

『春海君、口を動かしている暇ひまがあったら、急いでそっちのバルブを締めて下さい！　このマンションごと吹っ飛びますよ!!』

『とんだ修しゆ羅ら場ばじゃねえか!!　何なの、ハリウッド映画なの!?』

『ほら、蒸じよう気きが溢あふれ出だした！　早くしないと!!』

『だからさぁ！』

「ああ、思い出すね、あの燃え盛る火山での作戦を。周囲が全て火に包まれた中、必死の思いで山を下りたもんさ。左足が燃える前に右足を前に出す！　って自信たっぷりに言い放っていたあいつは、今何をやっているんだろうねぇ。若く才能に溢れた奴だったけど、現実は残ざん酷こくだったってことだね」

　そして、メイドは相変わらず変な思い出に浸りながらも、高圧洗せん浄じよう機きと化した穢殺刃を振るい、消火活動に勤いそしんでいた。水圧で鉄板がえぐれているんですけど、それはあんまり気にしない方が良いのかな？




　例えば、マンションに漂ただよう異臭の発生源を突き止めたり。

『異臭って言うか、これカレーの匂においだよね!?　何処かで嗅かいだ覚えがあるんだけど、主に妹の円まど香かが来た時とかに嗅いだ気がする！　つまり俺の身内がヤバい！』

『妹のカレーとか羨うらやましいですね！　僕も紅葉の作ったカレーが食べたい！　どうせならカレーの具になりたい!!』

『うわぁ、もう本気で手遅れだよシスコン』

「カレー……ひょうきん者のあいつが好きだったね。戦いが終わったら故郷に戻って母親の作ったカレーが食べたいと、そう毎晩零していたあいつ。部隊のムードメーカーだったのに、いきなりの爆ばく撃げきで生死不明になっちまって。全く、母親が悲しむから、さっさと帰ってやれば良かったじゃないか」

　そして、メイドはまたも変な思い出に浸りながら、床や天てん井じようにこびりついている異臭の発生源、カレーと思われる染みを、穢殺刃のブラシでごしごしと擦こすり落おとしている。いや、ブラシでようやく落ちるカレーって、どれだけ粘ねん度どがあるのだろうか。

　そもそも、何で天井にカレーの染みなんかが付くんだ？

　血天井ならぬカレー天井、一体何があったんだ。




　例えば、壁かべにでかでかと書かれた『怪かい盗とう２面相参上』の落書きを消したり。

『もう危険とか関係なしに、便利屋みたいになっているよな……それで、この落書きはなんだ？　怪盗２面相って、どこかで聞いたような名前だけど』

「これは違うわね！　偽物の仕し業わざよ！　だって『２面相』ってアラビア数字で書かれているもの。他の誰を騙だませても、この私の薄灰色の脳細胞は誤ご魔ま化かせないんだから!!」

『……誰だ？』

『……誰ですか？』

「でもこれは、本物の二面相をおびき寄せるチャンスになるわねっ!!　さすがは、いずれ〝落書き探偵〟としても名を馳はせる予定の私だわ!!」

　俺達の前、甲かん高だかい声で騒ぎ立てる人物。まるで本の中の探偵のような格好をした、珍妙な髪型の少女が、壁の落書きに対し気炎を揚あげている。

　一方で、佐茅は落書きを消そうと、穢殺刃を振りかぶっている。

「あ、そこのメイドさん、勝手に消さないでよね!!　本物をおびき寄せるのに使うんだから!!」

『あ、佐茅さんの方に突っかかって行きましたよ』

　その少女は、右手に持った虫メガネを振り回しながら、佐茅の元へと駆け寄って行き。

　そしてあっさりと捕まった。

「仕事を増やさないで欲しいねぇ」

「なっ、ちょっと！　何このメイド、どうしてこんなに力が強いの!?　は、放して！　いずれ〝宙吊り探偵〟としても名を馳せる予定の私をアイタタタタタ!!」

　ドタバタと暴れた挙あげ句く、結局一分ほど絡んだだけでこの階から追い出された。

　すぐ下の階に連れがいたようで、下の方から『アリス、あんたメイドさんに首根っこ摑つかまれて何やってるんだ？』という呆あきれ返った声が聞こえて来る。

「いったい何だい、あの娘は」

　戻って来たメイドは、言葉とは裏うら腹はらに妙に嬉うれしそうな顔で。

「しかしあの勝気な表情、向こう見ずな態度、美術館清掃作戦で共きよう闘とうしたあいつを思い出すねぇ。美術に対する真しん摯しな態度が立派なやつだったけど、清掃のどさくさではぐれてしまったっけ。出来るならまた会いたいもんだけど、どっかの美術館に今日も通っているのかねぇ」

　やっぱり変な思い出に浸りながら、落書きを消しにかかる。

　いや、落書きを消すのは良いんだけど、どうして穢殺刃が鉄球の形に変わっているんだろうか。それは落書きを消すのではなく、壁ごと破壊してしまう気ですよね？

　この人、本当にメイドとしてやっていけているのだろうか。


　　　　　　　　



　そんなこんなで、マンション中を駆け回って。

『疲れた!!』

『そんなに元気良く言わなくても、分かりますよ』

『疲れた!!』

　もう、それしか言うことがない。

　結局、イマキュレット新稲葉の中を、隅から隅まで巡る羽は目めになったのだ。俺はもう、身も心もボロボロだ。つーかこのマンション、危険な場所が多過ぎる。

　さすがに、一軒一軒お宅を訪問するような、即通報な暴挙には及ばなかったが、それ以外の場所に関しては、とにかく徹てつ底てい的てきに調査を行った。トイレから地下駐車場、エントランスから空中庭園に至るまで、『危機解々』の危険度測定値に従って回り、その度に危険を排除していった。

『何だよ、ハザードレベル一って。ただのネズミだったじゃねぇか』

『どんなに小さな危険でも、排除するのが紅葉の為です』

『あのメイドは本気で穢殺刃構えていらっしゃいましたけどね!!　しかも的が小さいから中々当たらないし、その切っ先が弾みでこっちを向くし！　ネズミ退治で死にかけるとか、そっちの方がよっぽど危険だよ!!』

『手を抜かないのが一流のメイドの証あかしです』

『……で、本音は』

『ついでに春海君も片づけてくれれば良かったのに。個人的には泥どろ棒ぼうネズミみたいな扱いですから』

『よし、そろそろ勝負を付けようか』

　こいつ、放ほうっておくと更なる危険を産み出すぞ。報ほう酬しゆうの本さえ手に入れたら、すぐに始し末まつしてやるからな。今日の締めに、カラスをどうにかするというのはどうだろうか。

『まあ、次が最後ですよ。この「危機解々」がそう示しています』

『本当だろうな』

　イマキュレット新稲葉の内部で反応した、あらゆる危険を排除し終わって。

　最後に俺達が辿り着いたのは、マンション屋おく上じようのヘリポートだった。




『おお……』

　ここに来るのは、マキシとの原稿捜そう索さく勝負以来二度目である。

　相変わらず、ここからの景色は抜群で、疲れ果てた俺の心を癒いやしてくれた。以前夏野が、バルコニーから下界を呪のろうのが日課、などとふざけたことを言っていたが、今ならばその気持ちが少しは理解出来る。この光景は、新稲葉という街をそっくり手に入れたような感覚を与えてくれる。

『さて、それじゃあ一息ついたところで、仕上げに掛かろうじゃないか』

　そう意気込んで、屋上を見回して。

『……あれか』

『あれですね』

　一瞬で異常を見つけた。

『あれは、何だ？』

『何でしょうかね』

　これで終わりの筈なのに。

　基本、人の立ち入りのない場所の筈なのに。

　しかし、どうしても目に留まるものがあった。

　屋上の片隅、給水塔から延びるパイプの合間に設置された、大きなテント。人一人くらいならば余裕で生活出来そうな灰色のテントは、この屋上に不ふ釣つり合あいな、明らかにおかしなものだった。

　今日一日、危険なものを散々見せつけられた俺の勘かんが、警けい告こくを発している。あれはきっと、俺にとって良くないものだと、そう確信している。

　パッと見では、キャンプ場などでよく見かける普通のテントに見えるのだが。

『誰か住んでいるのでしょうか？』

『いや、このマンションのセキュリティは、一応しっかりしている筈だ。警けい備び会がい社しやが担当しているし、パトロールなんかもきちんと行っているらしいから。外部の人間が、こんなところに勝手に住みつくなんてことは簡単に出来ない、と思うんだけど』

『と、言うことは？』

『マンション内部の誰かが置いたもの……なんて可能性も低いだろうな。わざわざテントを屋上に張る理由なんてない』

　そもそも、屋上には普段から鍵かぎが掛かっている。無論、今は佐茅があっさりと斬り落としてくれたから、侵入は可能だったけれど。内側から施せ錠じようされていたということは、出入りがなかったことを示している。

　にもかかわらず、そこにあるテント。

　誰かが、この屋上に滞在していたことを示す物ぶつ証しよう。

『それならば、どういうことですか』

『そうだなぁ……』

　考えに詰まり、不意に見上げた空。

　抜けるような青空を見ていると、ふとした想像が去来した。

『ヘリポート、ヘリコプター…………まさか』

　これならば、眼前の状況に答えが出る、そんな思いつき。考えれば考える程、そうに違いない、という思いが浮かんでくる。荒こう唐とう無む稽けいな話だが。しかし、そんな常識外のことが、このマンションでは起こり続けている。

『なあ、九郎さん』

『何ですか、空なんか見上げて。まさか、空から侵入者が降って来た、なんてことを言うつもりではないでしょうね。この高度の建物では、そうそう侵入なんか出来ませんよ。僕みたいに翼でもついているのなら話は別ですが』

『翼、か。似たようなものかもしれないけど』

　人は、空からマンションに出入りしたりはしない。常識だ。

　しかし以前、そのあり得ないことを実行に移した人物がいた。そいつは夏野に呼ばれ、しかし玄関から入って来ることはせず、いつの間にか夏野の部屋のバルコニーに出現したのだった。

『元社員の九郎さんに聞きたいんだけど。書林社には、専用のヘリが用意されているって話だったよな？』

『え、はい。確かに取材用のヘリがありますが、それがどうかしたんですか？』

　怪け訝げんそうな視線を向けてくる九郎さん。

『いや、それを使えば、ここに来ることが出来るなあ、と思ってさ』

　九郎さんが反応を見せる。

『…………まさか、春海君』

　九郎さんの驚きを背中に受けて、テントの端を咥くわえてめくる。他人の物を勝手に、というようなためらいは無い。半ば確信に近い思いで見たテントの中、そこにあったのは。

『こ、これは』

『……やっぱり』

　そのテントの中には、明らかに生活用品ではないものが詰まっていた。

　ロープ、ろうそく、鞭むちといった、非常に専門的な物品の数々。しかも随ずい分ぶんと使い込んである。テントの内側に張られているのは『週刊ペイン』『月刊・鞭打ち百景』といったマニアックな雑誌からの切り抜きのコピーらしい。そこら中に飛び散っている赤い液体は、一体何だろうか。

『こりゃ、ひでぇや』

　怪しげな店の一角のような、子供にお見せ出来ない感じの内容物。こういった物品を好んで使いそうな人物に、一人だけ心当たりがある。九郎さんも、同じ思いだろう。

　溜め息と共に、持ち主の名を告げる。

『ああ、柊ひいらぎさんの持ち物だったんですね、このテント』

『こんなにあからさまで良いのかよ……逆に偽ぎ装そう工作を疑うたがってみるレベルだろ、ここまで来ると。誰かがあのドＭを陥おとしいれようとしているんじゃないのか』

『それすらも笑顔で受け入れそうなのが柊さんですけどね。いや、編集部の机もこんな感じでしたし、間違いないですよ』

『職場ですらこうなの!?』

『はい、これと同じ切り抜きが貼はってありました』

『あいつ正気か!?』

　柊鈴すず菜な。

　夏野の担当編集者。そしてドＭの変態。最後の聖域である職場までそんな感じだったというのか。仕事くらいはきちんとこなしてくれないと、存在のバランスが取れないでしょう。あいつおかしいんじゃねぇの。

　まあ、おかしいですよね。おかしくなかったら鈴菜じゃありませんよ。

『しかし、どうしてこんな所に柊さんのテントがあるのでしょうか。確か、住まいは別にある筈ですよ』

『いや、以前あいつがバルコニーから夏野の部屋に直接侵入したことがあったんだ。その時に、夏野から随分とキツいお仕置きを受けたんだよ。きっと、それが病やみつきになって』

『また同じことをしようと、そう企んだということですか？　それはちょっと、頭おかしいですよね。それが編集者のやることですか』

『……ソウダネ』

　九郎さんも十分におかしいよ、という言葉を飲み込んだのは、俺なりの優しさです。




　さて、問題は、このテントの処しよ遇ぐうである。

『どうしたものでしょうかね。「危機解々」によると、テントのハザードレベルは五五。きちんと処理しておきたい所です。紅葉の部屋に、万が一にでも侵入されたら困りますからね。一応バルコニーには、防犯用のトラップは用意してありますけど』

『姫萩家のバルコニーには一いつ切さい近寄らないようにするよ』

『一応知人のものですから、勝手に始末するのもちょっと。どうしましょう』

『別に、ちゃっちゃとやっちまって良いんじゃないか？　早く始末しようぜ』

『随分と乗り気なご様子ですね』

『だってよ、鈴菜なんだぜ？』

　鈴菜に配はい慮りよする理由が思い付かない。むしろ始末したら、それはそれで喜んでくれそうな気さえする。

　何より、これをどうにかしない限り、危険排除の行脚が終わることはないし、俺が本を手に入れることもないのだから、早急に処分してしまおう。俺の本の為に犠牲となれ。

『しかし、処分すると言ってもどうするのですか？』

『うーん、そうだなぁ』

　確かに、鈴菜の荷物はテントの中いっぱいに存在している。これだけの量の荷物、移動させるだけでも大変だ。だったら。

『燃やすってのは、どうかな？』

『燃やす？』

『うん、バーニング』

『バーニング？』

『ああ、根こそぎ燃やしちゃった方が、いっそ楽なんじゃないか？　どうせなら派は手でにやった方が良いだろ』

『そんな愉ゆ快かい犯はんみたいな動機ですか!?　どうしてそんなに、テントを焼くことに執しゆう心しんしているんですか？　前世は火付け盗とう賊ぞくだったんですか？　あの、こんな怪しいテントとはいえ、柊さんにとっては大切な物じゃないでしょうか』

　まあ、それは、確かにそうかもしれないけど。

『趣味の品を焼いたりするのは可か哀わいそうだよな。俺がもし、自分の持っている本を焼かれたりしたら、それはもう本気で怒るだろうから』

『そうですね、僕も秘ひ蔵ぞうの紅葉コレクションを焼かれたりしたら……』

『まあ、それはそれとして焼くんだけど』

『やっぱり焼くんですか』

　確かに九郎さんの言う通りだとは思うが、だからと言って焼かないという選せん択たく肢しは無い。何しろ、ここは公共の場所だ。そこにわざわざ私物を持ち込んでいる方が悪い。そう、こちらには大義名分があるのだ。

　そして何より。

『きっと鈴菜も喜んでくれるだろ』

『……悦よろこんでいる姿が目に浮かぶのが、本当辛つらいですよね』

　こういう時、ドＭって得だよな。どんな逆境もエネルギーに変わるんだもん。

『焼くだけじゃ飽あき足たらないから、もっと完全に滅ほろぼすのも良いかな。焼いた後の灰を海に撒まいて、風に飛ばして、この世から完全消しよう滅めつさせてやろう。きっと鈴菜は喜ぶぞ、俺って優しいよな』

『それは優しさではないです』

　九郎さんの冷静なツッコミも、俺には届かない。

　だって、いつも酷い目に遭わされているんだもの。

　たまには、これぐらいの反撃があってもいいじゃないか。

『ほら焼こう、さっさと焼こう』

『まあ、分かりました。佐茅さんお願いします』

　九郎さんは、羽を伸ばしてテントを指し示し、Ｚの文字を書くように動かした。

「……了解」

　それを見た佐茅は、とても嬉しそうに微笑んで、頷いた。どうやら、自分の好みの命令が出たらしい。

『ちなみにそれは、何のサイン？』

『止とどめを刺せ、です。つまりＮＯ　ＦＵＴＵＲＥ!!』

『そのサイン、使う機会があると思っていたの!?』

　メイドは、穢殺刃を大おお仰ぎように振り回すと、テントへ向かって構える。

「じゃあ最高の指令も出たことだし、ここから先はお待ちかねの、清掃の時間ってことだねぇ！　超速変形穢殺刃、ド派手に行くよッ!!」

『何そのハイテンション!?』

　今日一番のド高い叫び声と共に、穢殺刃が、その形を変えていく。

　ノズルのようなものが先端部に出現し、そこから延びたパイプは真ん中から迫り出したタンクのような部分へと繋がっている。既に、箒の面おも影かげはどこにもない。柄のサイドから飛び出たグリップを摑み、ノズルを前に向けて。

「穢殺刃、全てを焼き尽くす、火炎放射器モードで!!」

『掃除関係ないよね!?』

　確かに、焼けと言ったのは俺だけど。火炎放射器というのは、もう掃除用具とかけ離れまくっているじゃないですか。何なの、汚物を消毒するという意味で清掃なの。それは大変ヒャッハーな世界観でのみ通用する話だよね!?

「一切合財、綺麗に清掃するよ!!」

『それは清掃じゃなくて焼却だああ！！！』

　しかし、俺の言葉が届くことはなく。

　佐茅が、その銃ひき爪がねを引き。

　ノズルの先から、全てを焼き尽くすような業ごう火かが放たれて。

　鈴菜の野望は、煙となって空へと消える。

　余よ韻いんも何もない、圧倒的な焼却だった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【週刊ペイン】……　苦痛の友社刊。特殊な性癖の方をターゲットにした漫画雑誌。連れん載さい作品はどれも例外なく、主人公が酷い目に遭うことで全ての問題が解決していくという、不条理な内容。裏表紙には、とある教団の勧誘記事が載っている。

【月刊・鞭打ち百景】……　モデルが鞭で打たれている写真しか載っていない。






『ふう、すっきりした！』

『まあ、これでマンションの危険が無くなったと思えば、別に異い議ぎは無いのですが。にしても、もうちょっと、手心というものが』

『まあ、確かにそうかもなぁ』

　まさかここまで消し炭になるとは思わなかった。焼け落ちるテントの方を見る。内部に詰まっていたドＭグッズごと、完全に焼やけ焦こげてしまっている。天へと伸びる炎は、鈴菜の悲しみを悼んでいるようで。

『でもまあ、すっきりした！』

　スカッと爽やか、いつものドＭの復ふく讐しゆうを果たしてやったぞ。

『他に危険な箇所は、もう無いんだよな？』

『……ええ。佐茅さん以外の危険反応は、残っていませんね』

　九郎さんは首に掛かっている『危機解々』を確認しながら言う。ここまで来るのに色色と苦労したが、宣言通りこのマンションから、危険を排除することに成功したのだ。

『これで、紅葉も安心出来るってなもんだろ』

『そうですね』

『な、テント焼いて良かったろ？』

『…………良く考えたらそうですね！　紅葉が安全に暮らせるのなら、他に言うことはありませんからね！　テントなんか知るか！　紅葉以外の世界なんか全部燃え尽きてしまえばいいんだ!!』

『どうしてこのカラスはこう、両極端なんだろうな……』

　テンションが上がり過ぎたのか『僕の紅葉への想いがこんな天井ごときで遮さえぎられる筈がない！　だから声も届く！』とか言い出して、足元のコンクリートにくちばしを突っ込み始めたので、もう放置するしかないです。




『それで、あいつは何やってるんだ』

　まだ燃えているテントの欠片と、その前に立っている佐茅の姿を見る。

　佐茅は持っていた煙草たばこを炎に近づけ、火をつけて吸い始めた。着火の方法がワイルド過ぎやしないか。すっかりお馴な染じみの遠い目で、煙を吐き出しながら炎を見つめている。

「火を見ると、嫌でも思い出しちまうねぇ。帰って来たら自軍の基地が燃えていたり、救った筈の村が燃えていたり、戦場が丸ごと燃えていたり、敵も味方も燃えていたり、あまり良い思い出は無いからね。煉獄の番犬とも呼ばれた私だったが、炎との縁というものはどこまでも付きまとうものだね」

『…………うーん』

　またも語られるメイドの過去。一回死んだ過去を持つ俺が言うことでもないかもしれないが、ちょっとハード過ぎやしないか。

　そもそも、戦場とか言われても、一般市民であるこっちはピンと来ないのだ。まあ、夏野に襲われる毎日は、それはそれで戦場のような大変さだとも思いますが。

「この肌が焦げるような熱さが、私をあの頃に引き戻してくれるよ。自分の身と、穢殺刃一つで、あらゆる戦地を踏とう破はしていた時代へ。仲間なんていない。たった一人で敵陣に斬り込むしかない、あの絶望のような諦てい観かんのような、冷えた覚悟を常に抱いていた、過去の自分へと」

『だからどうして、そんな物ぶつ騒そうな話になるんだよ』

「……でも」

　メイドの表情が変わる。今日何度も見てきた、遠くを見つめるような目ではなく。もっと近くの、今というこの瞬間を見ているような。

「まあ、それも、お嬢様の所へ来るまでだったけどね。戦場でしか生きられなかった私が、こうしてここにいるのは本当に奇跡だよ。あの時、あの戦場でお嬢様の本を読んでいなかったら、今の私は無かったんだ、きっと」

　森部佐茅が、姫萩紅葉と出会った時の話。煉獄館の最さい奥おうでも聞いた話だ。

　佐茅は火を見つめながら、独り言を零す。

「たまたま手に取ったお嬢様の本『超ちよう従じゆう者しや黙もく示し録ろく』。本なんざほとんど読んだこともない私が、それでも何かに惹かれるようにして読んだのが、全ての始まりだったんだね」

『……そんなもんだよな、実際』

「そのおかげであの組織から離れて、こうして終ついの主あるじに巡り合えたんだから、分からないものだよ、人生ってのは」

『そうそう、その通りだ』

　組織とかいう物騒なワード以外は、非常に納得出来る。

　俺も、そうやって今の暮らしを手に入れたのだから。

　秋山忍の『大罪シリーズ』に対する想いが、俺を死の淵ふちから救い出して、夏野との出会い、今の生活を生んだ。

　全ては、本から始まったのだ。

　煙草の煙を吐き出す佐茅と並んで夕日を見ながら、思う。

　姫萩紅葉に仕えるメイド、森部佐茅。その過去に関しては一切意味が分からないし、今現在の言動に関しても頭おかしいとしか思わないけれど。それでもその出発点は、俺と良く似ていると思う。

　本を求めて、人生が変わって。

　そうして辿り着いた場所で、笑っていられること。

　今の俺にとっても、共感出来る話で。

　出会ってすぐに殺されそうになったけれど、何か変な歌を歌っていたけれど。掃除用具とは思えないものを持ち出すし、武ぶ闘とう派は過ぎて怖いけれど。不意に話し始める過去のエピソードが軒並み怖いけど。

　本を愛するその生き方に、偽いつわりは無い。

　だからきっと、こいつも悪い奴ではないのだ。

「さて、テントも燃えたし、帰るとするかねぇ」

『帰る……つまり、本が読めるってことだな！』

「おや犬、いきなりはしゃいじゃってどうしたんだい？　テントが燃えているのを見て興こう奮ふんしちゃったのかい？　言ってくれれば、すぐに同じ目に遭わせてやるけど」

『結構です!!』

　本を読むってことは悪い人間ではないんですけど。

　だからと言って、俺が許せるかどうかはまた別の問題ですよね。


　　　　　　　　



　全てが終わった後。

　俺はウキウキした気分で姫萩家を訪れていた。

　勿論、約束していた本を受け取る為である。

『はい、これが煉獄館秘蔵の、特別な書籍ですよ』

『やったぁー!!』

　思わず声を上げてしまう。

　だって仕方がないよね、こんな誰も見たことのないような本を手に入れることが出来たのだ。これは本日の書店通いを断念した甲か斐いがあったというもの。早速家に帰って、寝床の中で大切に読むとしよう。

　古びた表紙から漂って来る、古びた紙の匂い。『岩がん黒ぐろ島じま特とく務む記き録ろく　其の壱いち』というタイトルの文字からも歴史が垣かい間ま見みえる。これは楽しみだ。

『……って、其の壱!?』

『どうしました春海君。喜びのあまり奇声なんかあげちゃって』

『そうじゃない！　いや喜んでいるのはその通りだけど!!　問題はそこじゃない、この題名の、其の壱ってのは、一体何なんだ!?』

『え、文字通りの意味ですよ。秘蔵の書籍は、全一〇巻となっておりまして』

『だ、騙だましたな!!　全一〇巻のうちの、最初の一巻しかくれないのかよ！』

　酷い。酷過ぎる。こんなのあんまりだ。続きが読みたくなったらどうするんだ！

　すぐに続きを読まないと死ぬ感じの病気にかかっているんだぞ、こっちは！　一巻だけを渡されて、それで満足しろと言うのは、悪魔の所しよ業ぎようでしょう!!

『ちゃんと残りも寄越せよ!!』

『しょうがないですね。一〇巻全部差し上げましょう。はいどうぞ』

『わーいやったー!!　ってこれ、当たり前だからな？』

　一巻だけ渡されるなんて、とても満足出来ねえ!!

　とにかく、これで一〇巻揃ったということで、安心して読書をすることが出来る。良かった、この先の俺の読書ライフは明るい!!　今日の苦労も困難も、読書で得られる未来に比べたら、何のことはない。

　喜ぶ俺を見つめていた九郎さんが、ぼそりと。

『……まあ、一〇巻以降も続きがあるんですけどね』

『おい今なんて言った』

　続き、だと。

『続きも寄越しなさい！　早く!!　続き物だったら、それもまとめて貰わないとフェアじゃないだろ、殺す気か!?』

『いやー、一〇巻で一区切り、その後は別タイトルになっているので、それは区別して考えないと。タイトルが違うのならば別作品ですよね、それをごっちゃにしてしまうなんて、春海君は許容出来るのですか？』

『出来ない！』

『でしょ？』

『しまった！』

　つい勢いで頷いてしまった。

『納得頂けたようで良かったです。ちなみに「岩黒島特務記録」の続刊は、「続・特務記録」「続々・特務記録」「新」「帰って来た」「さらば」「ＴＨＥ　ＯＲＩＧＩＮ」「ＤＥＳＴＩＮＹ」「またまた」「ＮＥＸＴ」と、更なるシリーズが続いていますからお楽しみに』

『うわぁ最高だー!!　読んでも読んでも終わらない！　でもふざけんなー!!』

　喜びの気持ちと怒りの気持ちが混ざり合っていて、もう良く分かんない。

『僕も鬼ではありませんし、ちゃんと差し上げますよ』

『じゃあ早くしろよ！』

『差し上げるとは言いましたが、その時と場所の指定まではしていません。つまり、僕がその気になれば、本の受け渡しは一〇年後とかも可能……！』

『ぶち殺すぞゴミカラス!!』

　今この場で焼きカラスにしてやろうか！

　遊びでやってんじゃないんだよ!!

『冗談ですよ。ただ、今後春海君が僕を手伝ってくれたりなんかすれば、その期間はどんどん早まっていくでしょうねぇ。紅葉に降りかかる危険も、まだ終わったとは思えませんし、またいずれ手をお借りすることになるかと。まあ、それ次し第だいですね』

『このシスコン!!　謀はかったなシスコン!!』

『ふふふ、続きが読みたければ今後も僕に協力するのです』

『くそぉ……！』

　とんだ罠だった。こいつ、最初からこうなることを予測していたに違いない。そして俺を、本の奴ど隷れいである俺を、これからも酷こく使しし続けるつもりだ。何という策さく略りやく。




『ま、まあ、とりあえず、この一〇巻分を読んでから考えることにしよう』

　背負った本の重みが、俺を正気に戻す。

『僕が言うのもなんですけど、凄いですね春海君』

『納得なんかしていないんだからな!!　良いから残りの本の準備をしておけよ、すぐ取りに来るから』

　色々と先行きが不安になるばかりだが、しかし今はこうして無事に手に入った本を読んで、それから先について考えるとしよう。

　こうして本が手に入ったのならば、文句は無い。本の楽しみは、冊数に左右されるようなものではない。どの本も、それぞれかけがえのない価値を持っているのだ。だから今は、この手に入った本を読み込むことだけを考えよう。

　姫萩家秘蔵の書籍、一体どんなことが書かれているんだろう。想像しただけで、既に数ページ読んでしまったかのような満足感が得られるくらい。

　スキップ気分で姫萩家から辞去する、その際に。

「…………」

『……ん？』

　ふと感じた視線の、その元は。

　姫萩家の主、姫萩紅葉が、こちらを見つめていた。

　無言で無表情なその顔からは、何が言いたいのかを読み取ることは出来ない。何か言いたいことがあるから、こちらを見ているのだろうに。しかし、紅葉は表情も変えず、無言を貫つらぬいている。

『……何だ？』

　分からない。紅葉と俺とでは直接話すことが出来ないけれど、しかし九郎さんを中継すれば会話は可能だ。話があるのならばそう言って来るだろう。それに、この部屋に来て本を受け取る機会は今後もある筈だ。

　その時にまた、話があれば聞くとしよう。

　とにかく、今は本だ。

「…………」

　無言の視線を背中に受けて、俺は家いえ路じを急ぐ。

　夏野の家に帰れば、俺はようやく読書にありつけるのだ。その為に、今日という日を過ごして来た。もう楽しくて、どんな嫌なことでも今ならば乗り越えられる気がする。

　そんな浮かれ気分だから。

　姫萩家秘蔵の書籍を、手に入れていたから。

　背後で九郎さん達が話す内容に、気付くことは無かった。




「おや、九郎さん、それは何だい」

『いつの間にか「危機解々」が反応している、どうして気が付かなかったんだ……いや違う、反応が大き過ぎて逆に分からなかったんだ。測定可能な範囲を遙はるかに超えた、圧倒的なまでの危険領りよう域いき!!　ハザードレベルは……一〇〇……一二〇……そんな、まだ上昇する！　こんな近くに巨大な危険が残っていたなんて!?　この反応は……同じ階の……』




　浮かれた俺は、背後で交わされている物騒な会話に気付くことなく歩いて。

　そして、夏野の部屋の玄関扉に辿り付く。

　その向こう側に、何が待っているのかを知らぬまま。

　ずっとメイド達と行動を共にしていたことに対する怒りが、

　朝に書店へと出掛け、一日中家へと帰って来なかったことに対する極大の怒りが、

　扉の向こうで俺を、今や遅しと待ち構えていることに。

　ハサミを持った悪魔が、扉一枚隔へだてた場所で爪を研といでいることに、

　最後まで気付くことなく、扉を開けて。

　開けてしまって。

　隙すき間まから差し込む銀色の閃光、漆しつ黒こくの殺意。今日一日分を凝ぎよう縮しゆくした一いち撃げき。

　俺の一日は、ここで終わる。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【岩黒島特務記録】……　岩黒島に所蔵されていた、謎なぞの書籍類。特務記録とあるのはあくまでも外見だけのものであり、その中身は現在失われた過去の貴重な書籍類である。恐らく、稀き覯こう本ぼんの散さん逸いつを恐れた何者かが、こういった形で隠いん匿とくしたものと思われる。


















　　　四月　一九日






　今日も今日とて、読書である。

　本を読むことで、俺の脳には血液が回り、全身に力がこもり、意識が覚かく醒せいする。

　つまり、俺にとって読書とは生命活動そのもの。今日も本を読めることに感謝をしながら、本の世界へと旅立つのだ。

『……ふう』

　満足の吐息を零こぼす。たった今読み終えたのは『ＨＤＤ』。最近発売されたばかりの、秋あき山やま忍しのぶの新作だ。

『うん、何度読んでも凄すごいな』

　破は天てん荒こうで滅め茶ちや苦く茶ちやな父親の下で暮らす大家族をテーマにした小説。何度も読み返しているが、その度に内容の濃のう密みつさを痛感する。

『一章で長男の零した中二病台詞せりふが、最終章での三女の進路問題の伏線だと分かったところなんか、鳥肌モノだったよな』

　と、こんな風に、読み終えた本に対して一人感想戦を挑いどむのも、読書の楽しみの一つである。欲を言えば他人と意見を戦わせたい所なのだが、今の俺にとっては少し難しい相談だ。

　何な故ぜなら、俺は犬だから。元人間の、現犬だから。

　某ぼうカラスのような存在に仲介して貰もらえば、話せる相手は他にもいるのだが。本来ミニチュアダックスフンドの肉体では、人間と会話をすることは出来ないのである。

　まあ、言葉だけではなく、それ以上のものまで通じてしまう奴もいるのだけど。

　顔を上げて目の前の机を見る。そこには、今読んだ本の作者であり、俺の飼い主、それ以上のものまで通じてしまう相手である、秋山忍こと夏なつ野の霧きり姫ひめが。

『って、あれ？』

　いない。いつもそこに座って、万年筆を振るっている夏野の姿が見当たらない。

『あいつ、どこ行ったんだ？』

　時計を見れば、まだ午前中。昼食を作るには少し早い時間だから、どこかへ気き分ぶん転てん換かんにでも行っているのだろうか。ぼんやり辺りを見回していると、背後から声が。

「んー、無いわねー」

『ん？』

「ここじゃなくてキッチンの方だったかしら。それとも、寝室？　ひょっとしたら、物置という可能性も……」

　声がしたのはリビングの奥、大量の本棚が並んでいる方からだった。本棚の中を歩き回っている足音も聞こえる。夏野が本棚の近くにいる姿は、割と珍めずらしい。

　そんな夏野の奇行に、声をかけに行こうかとも思ったが。

『……いや、止やめておこう』

　どうせ何かしらの難なん癖くせを付けられて、俺の読書タイムが阻そ害がいされる羽は目めになるのだ。

　作家でありながら、執筆せずに本棚の周囲をウロウロしているのは、確かに夏野的には妙な行動だが。しかし、誰だって本棚の周りをうろつきたくなる時期というものはあるだろう、現に俺にはある。三日に一度くらいはある。

　まあ、俺に被害が及ばない奇行ならば、別に問題ない。

　俺がやるべきことは、本を読むことだけだ。

『よし、次行くぞ！　次！』

　テンションを上げ、次の一冊に前足を伸ばし。

『いや違う!!　それじゃあダメだ!!』

　光の速度で前言撤てつ回かい、本に触れようとした前足を引っ込める。

　いやいや良く考えろ、俺。こんな事、今まで何度もあったじゃないか。過去の過あやまちを忘れるな。




〝夏野霧姫が、本を書かずに何かをしている〟




　それは、軽々しく判断して良い事態ではない。

　何故なら、俺に無理難題が突き付けられる前フリだとしか考えられないからだ。

　怪しい夏野さん、今は本棚付近にいるようだが。どうせ俺が安心して本を読み始めた途と端たんにやって来て『ちょっと駄犬。暇ひまだから芸でもしなさいよ。出来るだけ面おも白しろく爆ばく発はつしなさい』とか言って、読書の邪じや魔まをしてくるに違いない。一つの文章の中に無理難題が多過ぎだろ。

　ミニチュアダックスフンドの肉体になって半年以上。毎日のように虐しいたげられて来たせいで、夏野の行動パターンは骨の髄ずいまで染み込んでいる。

　この事態は、危険だと。

　そう、体中が訴うつたえている。

『しかぁし！　お前の行動は、お見通しだからな！』

　立ち上がり、気合の声を上げる。いつまでも受け身ではいけない。安定した読書を守る為に、こちらから打って出るべきなのだ。具体的には、何か無茶を言ってくる前に本を抱えてどこかへ隠れるしかない！　さあ、本と一緒にエスケープ！

「ねぇ」

『あひゃぁ!?』

　夏野襲しゆう来らい。

　しまった、先手を打たれた！　思いの外ほか仕掛けが早い!!

『な、ななな夏野さん!?　いつの間に!?』

「あら、私が自分の家にいて、何か問題があると言うのかしら？」

『そ、そんなことはありませんが！』

　いきなり背後に出現とか、心しん臓ぞうに悪いにも程がある。何なの、ニンジャの末まつ裔えいなの？

「まぁ、そんなことはどうでも良いわ。それよりも駄犬」

『……うわ』

　来た。いつもの無茶振り、通称『パターン：Ｎ』だ。

　どうせ『突然ですが今日から家や賃ちんを徴ちよう収しゆうすることにしました、一日指一本』とか言い出すに決まっているのだ。一か月持たねぇじゃないかよ。そんな無茶を言われた時点で詰みだというのに、後おくれを取った俺のバカ!!

　しかし、夏野の要求は、思っていたものと違っていて。

「ちょっとそこ、どいてくれない？」

『へ？』

「聞こえなかったの？　どきなさいと、そう言っているのよ」

『え？　どく、の？』

　ごく普通の要求だった。

「ええ、そこにいられるとキッチンに入れないでしょ。邪魔だからどきなさいと言っているの。それとも踏ふみ潰つぶされたいの？」

『いやいやいや、踏み潰されたくないです！　どきます、すぐにどきます！』

「じゃあ、早くしなさい」

　苛いら立だった様子の夏野の剣けん幕まくに圧おされてしまう。どうやら本を読んでいる間に、キッチン扉の前まで移動してしまっていたらしい。うん、確かにこれは邪魔だ。本を買った後のシュリンクぐらい邪魔だ。

　おっかなびっくり身体からだをどけると、夏野は一度冷たい目で俺を見下ろした後、無言でキッチンの中へと消えて行った。

　リビングに残されたのは、俺と本だけ。

　俺に、何の被害も無い。

『……ソレ、ダケ？』

　思わずカタコトになってしまうのは、今目の前で起きたことが理解出来ないせい。

　だっておかしいだろ。いつもの夏野なら、何も言わずに俺を踏みつけて、更に何度か踏みにじってから、キッチンへと入っていく筈はず。運が悪かったら、ハサミによる追つい撃げきが来ることだってある。

　だからあんな風に、踏む前に一声かけてくるような夏野なんて、夏野ではない。どうかしている。『パターン：Ｎ』はどうしたんだ？

　と、扉越しに聞こえる夏野の声。それはいつも通りの語調で。

「……無いわね。キッチンでもないのかしら？」

『やっぱり変だ。ちょっと、確かめておこう』

　放ほうっておくのが一番良いんだろうけど。しかし、まだ安定した読書権が保障された訳ではない。さっきは何もせずにキッチンへと入って行ったようだが、いつ戻ってきて俺の読書の邪魔をしてくるか分からない。何より、あの態度が怪し過ぎてこっちが落ち着かない。これを解決しなくては、後の読書に差さし障さわるというものだ。

『よし、行こう』

　俺も夏野に続いて、キッチンへの扉をくぐる。




「見つからないわね……本の間に入れた気がしたんだけど、どこにやったのかしら」

『おい、夏野』

「──ッ!?」

　脚きや立たつに乗って食器棚の奥を覗のぞいていた夏野の背中に声を掛けた瞬間、返事の代わりに襲い掛かって来たのは銀色の一いつ閃せん。振り向き様に放たれたハサミの一撃が、俺の頭の数センチ上を高速で通り過ぎた。

「……何よ、駄犬じゃないの。驚おどろかせないでよね」

『驚いたのはこっちだよ!!　今のハサミは何!?』

「アナタが突然驚かすから、つい条件反射で斬きっちゃったじゃない。謝りなさいよ」

『条件反射で斬るの!?　つーか俺の方が謝るの!?』

「無断で私の背後に立つのが悪いのよ」

『お前はどこぞのスナイパーなの!?』

　どうして声を掛けただけで斬られなきゃいけないんだ。日常生活送れないだろ、そんなに過か敏びんだと。

「で、何か用？」

『ん？　あ、いや、別に用って訳でもないんだけど』

　正面に立って夏野を見上げる。黒ずくめの服装。赤みがかった大きな瞳ひとみ。僅わずかにウェーブのかかった長い黒くろ髪かみ。太ももの赤いホルスター、右手には銀色のハサミ。うん、やっぱりいつもと同じ夏野だ。ハサミのキレもいつも通りです。

「今忙しいから、アナタの相手をしている暇はないんだけど。いつもみたいにリビングで本を読んでなさいよ」

『いや、そうしたいのは山々なんだけど。ちょっと、気になることがあって』

「気になること？」

『あ、ああ、別に、大したことじゃあないんだけど』

「何よ、ハッキリ言いなさい」

『お前、さっきから変だけど、何やってるんだ？』

　そう俺が言った瞬間。鼻先数センチの位置に突き刺さるハサミ。

『って危ねぇぇぇ!?』

　悲鳴を上げながら高速でバックステップ。

『何で!?　俺何か変なこと言った……って、あれ？』

　距きよ離りを取り、追撃に備えつつ遺い憾かんの意を表明しようとして、夏野の様子がおかしいことに気が付いた。

「べ、別に、何も変じゃないわ。何もおかしなことなんてしてないわよ。むしろ何もしてないくらいよ、ええ」

『……お前、一体何を企たくらんでいるんだ？』

　明らかに変だ。視線は俺から無理に逸そらされているし、その瞳も妙に泳いでいるような。口元もひきつっているし。どう見ても挙きよ動どう不ふ審しんだ。逆にこっちが冷静になってしまうくらい。

「ななな何を言ってるのかしら？　私はいつもこうでしょ、ええ、おかしなことなんて何一つないじゃない!!　何も企んでなんかいないわよ！」

『だから何なの、その反応!?　怪しいにも程があるだろ!?』

　ついに口笛まで吹き始めた。もう怪し過ぎて困るレベル。

「うるさいわね！　怪しくないって言ってるでしょ！　ほら、さっさと読書に戻りなさいよ、斬られたいの？」

『ひぃ!?』

　今度は逆ギレだ。床へ突き立ったハサミを引き抜き、鼻先に突き付けて来る。

「とにかく、アナタには関係ないわ！　ええ、全くもって関係ない！　だから、余計なことを考えてないで、いつものように大人しく本を読んでいなさい！　せいぜい犬のように這はいつくばって書をむさぼっていればいいじゃない！　いいわね！　私は忙しいから、絶対に邪魔するんじゃないわよ！」

　そう一方的にまくし立て、夏野は大おお股またでキッチンから出て行った。

　残された俺は、ただ戸と惑まどうばかりで。

『……な、何だったんだ？』

　その態度は、終始挙動不審で。あまりにも普段の夏野とは異なっている。

『邪魔するんじゃない、って言われてもなぁ……』

　そもそも、何の邪魔かも分からないのに、俺は一体どうすれば良いのだろうか。

　考えてみても、答えは出なくて。

『……よし、本を読もう！』

　まあ、そういうことにしよう。夏野の許可も得たことだし。

　キッチンから出て自分のベースキャンプに戻り、読む本を選定する。

『……ふむ、次のお相手は「政権伝説」か。いいですね』

　姫ひめ萩はぎ紅葉もみじの著作。姫萩紅葉本人に出会い、その人となりを知った今でも、その著作に対する情熱は変わらない。また随ずい分ぶんと厚く、重量感のある本だった。秋山忍の本も良いけれど、今はなんだか紅葉の本が読みたい気分だ。あの貧乳ハサミ女に襲われた後だから無理もない。そんな風にして読書を始めて。




「──はあ、どうにか誤ご魔ま化かすことが出来たみたいね」




　そんな声が突然、俺の耳に届いた。




『ひいぃぃごめんなさぁい！！！』

　慌あわてて飛とび退のく。

　しまった、夏野の奴、まだリビングに残っていたのか。どこかに隠れて俺の隙すきを狙ねらっていやがったんだな。

『いや夏野さん。誤解です。夏野さんは決して貧乳ではないです……いやそんなことはないか……ああ噓うそです!!　誤解ですって！　だから斬ったり突いたり開いたり取り出したりしないで！　夏野さんのお胸は今のままでも十分魅み力りよく的てきだと思いますよ、ええとっても！　だからごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい!!』

　五体投地。全身を床へと投げ出して許しを請こう。

「──全く、あの犬ってば、余計な時ばかり鋭いんだから」

『ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！』

「──大人しく本を読んでいればいいのに」

『ごめんなさいごめんなさ……ん？』

　何だか、会話が嚙かみ合あっていないような、まるで俺の言葉が聞こえていないような、夏野の反応。

　まさか、俺の意見など聞く耳持たんという領りよう域いきに達してしまったのだろうか。いやそれは非常にまずいですよ！　せめて命乞いとかは聞いて下さいませんか？

『夏野さん！　ちょっと待って！　話を聞いて！　お願い！』

　床にこすり付けた頭を恐る恐る上げる。

　這いつくばった状態、限りなく床に近い体勢から夏野に向けて、ピンポイントでダイレクト謝罪を試こころみる。

「──気付かれてないといいんだけど」

『ひぃ!?』

　再度聞こえた夏野の声。それは、極めて近く、そして限りなく遠くから聞こえて来るような曖あい昧まいな声。そんな不確かな声に対し、意を決して顔を向ける。リビングの中を見回して、言葉の主を探すが。

『……いない？』

　部屋の中に、夏野の姿が見当たらない。

『えっと、あのー、夏野さん？』

　念の為、キッチンや廊ろう下かへ向かう扉も確認するが、どこにもあの真っ黒い姿は見当たらないし、廊下で聞き耳を立てている様子もない。

『えっと、いないの？』

「──こんなことを知られたら、あの駄犬、調子に乗るに決まっているんだから」

『……ん？　何だ、これ？』

　夏野不在にもかかわらず聞こえる声。先程までと同じように、遠いのか近いのか分からない距離からの、ボンヤリとした音。

『まさか、またどこかにスピーカーが仕掛けられているのか？』

　それで、声だけが聞こえているということでは。

　同じようなことは前にもあった。確かあれは、夏野が友人の結婚式へと出掛けた時のこと。あの時は、俺が一人になったら調子に乗るだろうことを見越して、俺を責める声をあらかじめ録音していやがったのだ。

『……でも、あの時のスピーカーは全部片付けた筈はずだし』

　それに、曖昧な声の調子も気になる。

　さっきから聞こえる言葉は、夏野が誰かに対して語っているようなものではなく。

　まるで、不意に零した独り言のような、そんな雰ふん囲い気きを持っている。

　俺の存在を認識していない、俺に聞かれていることなど夢にも思っていないかのような、無防備な言葉。まるで、夏野が心の中で呟いているような、独白にも似た言葉で。

『お、おい、まさか……』

　脳内に浮かぶのは一つの仮説。

『……噓、だろ？』

　そんな、曖昧な言葉に、呟つぶやきに、心当たりがある。

　俺は、これと良く似た現象を知っている。

　この世の誰よりも、良く知っている。

　何しろ、それは俺自身に降りかかっていることなのだから。




『まさか、俺に……夏野の声、いや、夏野の心の声が、聞こえているっていうのか？』


　　　　　　　　



『おいおいおい、マジかよ』

　ミニチュアダックスフンドの肉体に転生して以来、俺を悩ませているもの。それは俺と夏野の一方的な意思疎そ通つう現象。俺の心の声が、相手に読まれているという現象だ。

　心の声なんて、ただでさえセンシティブなことであるのに、それをバイオレンスジャックな夏野さんに読まれているもんだから、心の休まる暇など微み塵じんもない。

　そんな一方的だった意思疎通現象が、現在何やらおかしなことになっている。

「──うーん、これじゃないし」

『一応チェック。おい貧・乳』

「──挟はさんだのは、確かに青い装そう丁ていの本だったと思うけど、違ったかしら？」

『やっぱり、夏野の心の声だよな？　俺以外の誰かに話し掛けているって感じでもない。そもそも俺達以外、部屋に誰もいないし』

　いつもならば、俺から夏野へと一方的に伝わる思考。しかし今は夏野の心の声が、俺に聞こえる流れに変わっている。

　しかも今の俺の貧乳発言に、全く反応を見せなかったことから考えるに。普段は聞こえている俺の心の声が、今の夏野には聞こえていない、ということになりはしないか。

　つまり、普段とはテレパシーの流れが、全く逆になっている。

　何と言うことでしょう。これが奇跡か。

『つーか、何で急にこんなことになったんだ？　別に、変な薬品を摂せつ取しゆした訳でもあるまいし』

　まあ、元よりこの意思疎通現象自体が良く分からないものだ。死んで生き返ったら、心が読まれているなんて、そんな不ふ思し議ぎな現象に確かな理由を求める方が無茶というものかもしれないけど。

　確かなのは、実際に心の声が聞こえるという事実。ここは原因を考えるよりも、それをどう有効活用するかを考えるべきだ。

　千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス、これを逃のがす手はない。

『この力を有効活用して、夏野から身を守る方法を考えよう!!』

　いや、堂々と言った割には若干情けない有効活用ではあるけれど。

　だってしょうがないじゃない、嫌なんだもの。もう斬り付けられたくないんですよ、切実にそう思います。少しでも痛い目に遭あう機会が減へるというのなら、どんなことでもやってみせますとも。

　そうだな、考えられる手段は。

『夏野の怒りを事前に察知して、安全地帯に隠れる』

　とか。

『ハサミの軌道を事前に読んで、逃走ルートを考える』

　なんて感じだろうか。

『……いや、待て違う』

　攻こう撃げきされること前提で考えてしまっている。これは良くない傾けい向こうだ。逆に考えよう。単に夏野の攻撃から逃げるのではなく、更なる攻撃を生むことがないよう、もっと強気に抜ばつ本ぽん的てきな対処方法を考えるべきなのでは。

『そうだ！　戦うべきだ！』

　卑ひ屈くつになっている場合じゃない。ここが俺にとっての天てん王のう山ざん、今こそ打って出るべきなんだ。あの貧乳に一いつ矢し報むくいるチャンスは、今しかない。

　何の奇跡か、こうして得たアドバンテージ。それを足掛かりにして、夏野と戦えるだけの手札を揃そろえなくては。あんなバキュラみたいな体型をした奴に怯おびえる生活からは、オサラバするのだ。その為の手段、何かないのか？

「──寝室にない。ということは、次は物置かしら。探し物をすることになるなら、ちゃんと大おお掃そう除じしておけば良かった」

　ヒントはやはり、夏野の心の声。

　その中から聞き取った、気になる単語。

『……探し物!?』

　その言葉、まさしく天てん啓けい。

　全身に電流が走る。

『そうか、何で気が付かなかったんだ!!』

　夏野はさっきから『見つからない』『どこにやったのか』と、そう言っていた。そして決定的なキーワードである『探し物』。

　間違いない。夏野は何か、探し物をしている。

　そう考えれば、今朝からの奇行も全すべて理解出来る。

　本棚やキッチンの中をうろついていたのは、そこで何かを探していたから。随分と熱心に探していたから、さぞかし大切な物なのだろう。

　夏野が探す大切なもの……また豊胸グッズの類たぐいだろうか。そういうの、どうせ身にならないんだから止めれば良いのに。

『いや、確か「挟んだのは、青い装丁の本」とか何とか言っていたような……』

　隠したいものと言えば、例えば俺の場合だと、中学時代の黒歴史ノートとか、日記帳などが思い浮かぶが。本に挟めるサイズのものとすれば、それは写真や、電子チップの類、あるいは手紙のような薄い形状のものと考えられる。

　更なるヒントを求めて、夏野の声に耳を澄ませてみれば。

「──何としても、あの犬に見つかる前に、見つけないと。あいつに先に見つけられて、うっかり読まれでもしたら、大変なことになるわ」

『!?』

　来た。

　最後のピースが、今、揃った。

　俺に読まれたくないもの。俺がうっかり読んでしまうことになる、何か。それは文章の形を持っているもので。

　恐らく、手紙だ。

　夏野が探しているものは、何らかの手紙に違いない。

　その手紙を、夏野に先んじて手に入れてしまえば、今後の関係性において、圧倒的な優位に立つことが出来る！　一方的に搾さく取しゆされるだけだった関係を乗り越えて、俺が夏野を制することが可能になるということ！

　失敗は許されない。

　絶対に、夏野の失なくした手紙を、この手にしなければならないのだ。




『でも、手紙と言っても色々あるよな……』

　捜索の前に、少し考えを整理しておこうか。

　夏野が隠したいもの、恥ずかしいものとなると、例えば母親に向けて書いた手紙、なんてやつだろうか。あるいは未来の自分に向けて書いた手紙、みたいなものか。そういうの、普通はタイムカプセルに入れておくと思うけど。

　俺自身、手紙なんてものを書く機会はそうそう無かった。精々、作家に向けたファンレターくらいのものだ。

　そう言えば紅葉は、読者から貰ったファンレターを読まずに放っておいている、なんて話をしていたな。

　勿もち論ろん、ファンレターとは読者にとっても作家にとっても凄く大事な物であるからして、それを無視するなんてとんでもないとお小言を言わせて頂きましたが。その話の流れで、今度姫萩紅葉の本を読んだら感想を聞かせて欲しい、というような話になったのだった。まあそれくらいならばお安いご用である。

『でも、何故かその後で、夏野から思いっきり怒られたんだよな……』

　私の本の感想も言いなさいよね、とか何とか。

　なんだかんだで長いこと一緒に暮らしていて毎日顔を合わせている身だ。そんな中で、面と向かって感想を話すのはちょっと恥ずかし過ぎるのでどうにか誤魔化した。

　しかし、秋山忍の著作に関して言いたいことは、それこそ手紙にしたいくらい大量にありますとも。

　まあ、そんな思い出話は良い。今はとにかく、手紙を探そう。

　自じ慢まんじゃないが、本の気配を察さつ知ちすることが出来るのが俺だ。手紙もまた、広義では本のようなもの。ならば、俺に見つけられない道理はない。そこに犬の嗅きゆう覚かくが加われば、まさに無敵となるだろう。インクの匂におい、そして紙の匂いを嗅かぎ分わければ、どんな手紙でもきっと見つけられる。

　いや、見つけられなければ、俺のプライドが許せないというものだ。

　とにかく、やることは定まった。

　どこかに存在する手紙。青い装丁の本に挟まれたそれを、発見すること。

『良し!!』

　気合一声、顔を上げて。

　さて、ここからは時間との勝負。

　夏野に先んじて目的物を発見する、それが今回の任務。

　俺の安息と、輝かしい未来を賭けた手紙捜索が、ここに始まったのだ。

『……見つけてやる、見つけてやるぞ!!』






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ＨＤＤ】……　秋山忍の著作。ハイパーデンジャラスダディの略。破天荒で滅茶苦茶、しかし実は誰よりも気が弱い父親と、そんな父を少し疎うとみながらも共に生活する大家族の物語。夫婦間の力関係、会話がリアル過ぎて、世のお父さん方が涙したらしい。

【パターン：Ｎ】……　夏野霧姫が無茶を言い、春はる海み和かず人ひとが酷ひどい目に遭う。最も一般的なパターンである。

【政権伝説】……　姫萩紅葉の著作。姫萩紅葉が初めて挑いどむ本格的政治小説として話題になったが、途と中ちゆうから異世界ファンタジーになるとは誰一人として予想出来なかった。国務大臣達がモンスターをばったばったとなぎ倒していく姿に何かを感じ取ったのか、不思議と時の内閣支持率が急上昇したとか。






　我が目的は、夏野の失くした手紙の発見。

　それこそ、生しよう涯がいの悲願と言っても過言ではないだろう。

　もし無事に手紙を発見出来れば、俺と夏野の力関係は逆転するに違いない。

　例えば、こんな風に。




『へっへっへ、こいつを公開されたくはないだろう？』

「ごめんなさい赦ゆるして下さい、賢犬様」

『うむ、ならば今後一切、俺をいじめたりしないと誓ちかうんだ！　そして、俺の読書を邪魔するな！　分かったな!?』

「賢犬様の仰おおせの通りでございます！　ささ、今日の分の本をご用意しましたので、どうかお納めください！」

『あーっはっは!!　苦しゅうない！　苦しゅうないぞ！　あーっはっは!!』




　と、このようになるに違いない。凄いな、この世の春だ。












　こんな風に夏野の声が聞こえるようになったのも、きっと神様からの贈り物に違いない。日々夏野に虐しいたげられている俺を哀れんだ神様が、復ふく讐しゆうの機会を与えてくれたんだ。天は我を見放さなかった！　主しゆはいませり！　神様マジパネェよ！　一日一万回、感謝の読書をこれから捧ささげるよ!!

『ありがとう神様！　ありがとう！　俺、頑がん張ばって探すから!!』

　神に祈りを捧げつつ、早速捜索を開始する。

　まず向かうのは、リビングに隣接したキッチンだ。

　普通は『キッチンに本とか置かないだろ』とお考えになるかもしれないが、しかし夏野の蔵書量は随ずい一いち、キッチンにも本は置いてある。たった今、俺が本レーダーで測はかったところによると、キッチン内に五冊の本が存在しているらしい。

『上の食器棚の中に二冊。冷蔵庫の上の収納に二冊。もう一冊は……ケバブメーカーの下の収納かな？　うむ、間違いない！』

　俺の推測は確かだ。この前、夏野の目の前でレーダーをやってみせたらドン引きされたけどな。これぐらい、本好きなら誰だって可能だと思いますよ？

　さて、目標は定まった。

　どこから手を付けるべきか。

　高い位置にある食器棚なんかは、犬の肉体では少々手を出しづらい。工夫すれば登ることは出来るだろうが、仮に途中で失敗してしまった場合。




　登る→皿を落とす→大きな音発生→聞きつけた夏野が戻って来る→お仕置き→ＢＡＤ　ＥＮＤ




　とか。




　登る→偶然包ほう丁ちようを落とす→偶然俺も足を滑すべらせる→重力により俺も落下する→俺の落下位置が偶然包丁の上→ＤＥＡＤ　ＥＮＤ




　とか、色々と悲劇のパターンが考えられる。ハサミの攻撃から身を守る為に、包丁に攻撃されるとか、そりゃ本末転倒ってもんでしょうよ。

『さっき、夏野は食器棚を探していたような……じゃあそっちは見込み薄いか』

　キッチンには脚立が放置されており、高所については捜索済みであることを示している。夏野が確認した範はん囲い内ないの本は、完全にチェックされていると見るべきだろう。そこで半はん端ぱな捜索をする奴ではない。

　そうすると、夏野がまず見なかっただろう場所。本が置いてあるなどとは思いもしなかったような場所となると。

『……ケバブメーカーの下の、収納だな』

　最近ケバブ食べていないし。

　夏野も、恐らく確認していないだろう。

　冷蔵庫の正面、二段に積まれているオーブン。その隣に堂々と鎮ちん座ざしているケバブメーカー。相変わらず妙な迫力を持つ調理器具である。これって本当に一般家庭で所有する物なのだろうか。しっかり洗せん浄じようしてあるにもかかわらず、香辛料の残り香が漂ただよっているかのような気がする。

　前脚をどうにか引っ掛け、収納の取っ手を引っ張る。少しの引っ掛かりはあったものの、無事に扉は開いた。

　中は暗く、キッチンの明かりが届かない。それに何やら、空気の流れが妙だ。狭せまい収納を開けたような感覚ではなく、もっと広い空間へと繋つながっているかのような、そんな空気感。

『……まあ良い、探すぞ手紙!!』

　細かいことは気にしていられない。いつ夏野が戻って来るか分からないのだ。本は神速を貴たつとぶと言うしな。

　そう、喜び勇んで中へと大きく踏み込み。

　牛の生首とご対面した。

『アイエエエエエエエエエ！！！』

　暗くら闇やみの中、本を探そうとして目もく撃げきしたのは、牛の生首。そりゃ、こうして突然ニンジャに遭そう遇ぐうしたような悲鳴も上げたくなる。

　何でこんなものが！　つーかこれは何!?

　何だか分からないが、とにかくヤバい。早く逃げなくては。

　しかし、逃げようにも、最初の一歩で大きく踏み込んでしまった為、すぐには外へと出られない。それでも僅わずかな明かりを頼りにして、ここから飛び出そうとして。

『グエッ!?』

　しかし今度は、ロープらしき何かに蹴け躓つまずいて転んでしまう。その勢いきおいのまま、何か硬いものにぶつかった。

『こ、今度は何!?』

　恐怖に耐えながらも、前を向いた視界の真ん中に。

　無表情な、女性の顔があった。

『キャアアアアアアアア!?』

　暗闇の中、俺を見つめるのは能面のような女性の顔。一瞬にしてトラウマが心の奥底に刻きざみ込こまれた。そりゃ、死体を見つけた時の女子高生みたいな悲鳴を上げてしまう。

『何、何なのここ!?　自家用お化け屋や敷しきなの!?』

　悲鳴を上げている内に、段々とこの暗さに目が慣れる。

　そこは、収納と呼ぶには広過ぎる空間だった。

　食器棚の一部とかいうレベルではない。人一人がどうにか横になれそうな程の広さ。

『いや、何でキッチンにこんなスペースがあるんだよ!?』

　何なの、匠たくみの技なの？　無む駄だなスペースを有効活用し過ぎでしょうよ。

　しかし、何やら道具の類がそこら中に転がっている所から見るに、夏野はこの空間をそれなりに使い込んでいるらしい。

　さて、俺を驚かせたものの正体。

　目の前に置かれている、無表情な女性の顔を冷静になって見る。

　それは、背筋が寒くなるような、顔を模もした仮面だった。その仮面は、小さなドラム缶のような容器にくっついている。ドラム缶の中央部分にラインが入っていて、そこが開閉するようになっているらしい。

『まさかコレ、アイアンメイデンか？　何かサイズが小さめだけど……何でここに、こんな拷ごう問もん器き具ぐがあるの!?』

『アイアンメイデン』と呼ばれる、女性の身体を模した拷問器具。内部に仕込まれた棘とげが、中へと入れられた人間を突き刺す恐ろしい代しろ物ものだ。

『……じゃあ、さっきの牛は』

　暗闇の中、恐る恐る、牛の生首に近づく。

『やっぱり、これも……ファラリスの雄牛だ』

　こちらは『ファラリスの雄牛』と呼ばれる、牛を模した拷問器具。人間を中に入れて、外から熱したりするタイプの代物だ。首の部分だけが、刃物か何かで斬り落とされ、床へと転がっている。それを、生首と勘かん違ちがいしたのか。

　更に確かめてみれば、さっき俺が躓いたのは、二本のローラーとロープと台で構成された『エクセター公の娘』。これも恐ろしい拷問器具で、人体を伸ばしたらいけないレベルまで伸ばしたりするアイテムである。

　どれもこれも、禍まが々まがしい拷問器具の類だった。

『ここは何なの、拷問器具の見本市なの？』

　これほどの数の拷問器具が一堂に会すことって中々ないですよね、その手のマニアには堪たまらないんじゃないですか？　俺はその手のマニアじゃないから、単に恐ろしいだけですけどね。

　しかもサイズが小さめということは、人間向けではない。人間大の器具だと、この収納には入りきらないだろう。だからこの拷問器具の餌え食じきになるのはもっと小さい相手。

『まさか、俺用なのか……!?』

　背筋を、冷たい物が降りる感覚。悲しいことだが、その可能性はあり得る。と言うか、他に思いつかない。まだこの小型拷問器具が俺に対して使用された例はないものの、しかしいざ夏野がその気になれば、ここに並んだ大量の拷問器具が全て凶器として立ち上がって来るのである。

　地じ獄ごくかよ。

　こういうものがあることを、事前に察知出来ただけ、良しとするしかないのだろうか。後は、拷問器具の皆さんに出番が訪れることのないよう、俺が気を付けるしか。

『……って、そんな弱気でどうする！』

　確かに拷問器具は怖い。怖過ぎるが。

　しかし、それは俺が手紙を見つけてしまえば、完全に無効化出来る。夏野の弱みさえ握ってしまえば、こんな拷問器具の出番は一生やって来ない。

『そうだ、本だ！』

　そもそも、ここへは夏野の本、そして手紙を探しに来たのだった。

　鉄てつ錆さびの匂いに辟へき易えきしつつも、鼻を存分に動かして、本の匂いを辿たどる。本の気配は、床に転がっているアイアンメイデンの中から漂っていた。どういう流れがあれば、本をアイアンメイデンの中に放置することになるんだよ。訳が分からないよ。

　鉄の蓋ふたを開け、中から本を救い出す。

　本のタイトルは『血まみれ副女王ミント☆ゴーモン』。

　幼女系副女王であるミントが、世界中の拷問器具を駆く使しして世直しの旅へと出る秋山忍の著作だ。こんな場所にピッタリの、拷問をテーマとした作品である。確かにここの雰囲気には合っているけど。

『でも、これは青い本じゃないな』

　秋山忍の著作『血まみれ副女王ミント☆ゴーモン』の装丁は、ピンク地の中央に小豆あずき色というカラーリングである。夏野が言っていた『青い装丁の本』ではない。

　念の為、手紙らしきものが入っていないか、横から厚みを確かめてみたが、何も挟まっている様子は無い。ページをめくって確かめるのが一番早いんだろうけど、ほら、そうしたら読んじゃうもんね。俺を甘く見ない方が良い。拷問器具の隣だって、平気で本を読み始めるからな。

　おおかた、夏野が執筆用資料である拷問器具達と一緒に置いておいたまま、忘れてしまったのだろう。紛まぎらわしいことをする奴だ。

『せめて、この本だけでも救出しておこう』

　折せつ角かくの本をこんな所に放置しておくのは寝覚めが悪いので、口にくわえて外に出ることにする。本当はこの一帯ごと爆破したいくらいだけどな。


　　　　　　　　



『……はぁ』

　キッチンを出て、リビングへと戻る。

　まさかの拷問器具フェスティバルのせいで、俺の精神力は一気に削られてしまった。そもそも拷問器具って、キッチンにしまっておくべきものじゃないよね、絶対。一体何の肉を焼くつもりなんだよ。

　まあ、キッチンには何もなかった。その結論が得られただけでも、良しとしよう。拷問器具のことはもう忘れよう。拷問器具から何故かカレーの匂いがしたような気がするけど、それはもう完かん膚ぷなきまでに忘れよう。カレーなんて無かった。

　とにかく、今は行動あるのみだ。

　夏野の心の声を聞こうと、耳を澄ませる。




「──手紙、無いわねぇ。ここにないとなると、あとはやっぱり捜索途中のキッチンか、もしくはリビングの残りの本棚か。どちらにしろ、手間がかかりそうなのよね。だからと言って、犬の力は借りられないし」




『……成程。リビング、か』

　で、結局ここに戻って来るのである。

　夏野が基本的に日々を過ごしている、この場所。ここにいる時間が一番多いのだから、探し物がここにあったとしてもおかしくはないだろう。ついでに、夏野が探しているのが手紙であることも改めて確認出来た。

『でも、探さなきゃいけない場所が多いんだよな、実際』

　高級マンション『イマキュレット新しん稲いな葉ば』において、屈指の広さを持つ夏野の部屋。その中でも最大の面積を誇るのが、このリビングである。

　本棚と一口に言っても、リビングの半分を占めるほどの面積に渡って置かれている。ここでの捜索の苦労たるや、キッチンの比ではないだろう。個人の蔵書とは思えない程の圧倒的な本の量、これを一冊一冊確認していくだなんて、考えただけで目め眩まいがしそうになる。

　ただそれは、常人の場合だ！

　俺にとってはむしろご褒ほう美びです！

　沢山の本の中から一冊を探すという行為はまさに甘かん露ろ。困難な捜索も、まったく苦にはならないのである。むしろ捜索の過程で本を数冊読み終わるレベル。読書のついでに捜索をしてしまう程だ。

『って、いかんな、目的を忘れないようにしないと』

　今は手紙を見つけ出すことが先決。それさえ見つけてしまえば、本を読む時間くらい無限に生み出せる。さっきの夏野の物言いからして、もうすぐ物置での捜索が終わりそうな気配があった。リビングに戻って来られたらまずい。そうなる前に、俺の能力を存分に活かして捜索をしなければ。




『さて』

　犬の鼻を働かせて、本棚の間を歩き回る。

　本と共にある。ただそれだけで、俺の嗅きゆう覚かくは十分に仕事をする。

　この住み慣れた本棚の森、そこに普段とは異なる何かがあれば、たちどころに俺の鼻は反応を見せるのだ。この部屋にある本とは、つまり一度俺に読まれた本ということであり、そこには必ず俺の匂いが残っている。

　つまり、俺はこの本棚から、俺の匂いが薄い本を探せばいいのだ。逆に言えば、夏野の匂いが強い本。更には、夏野の言う『青い装丁の本』。それこそが、俺の見つけるべき一冊である。

　捜索は困難、しかし、いよいよここが正念場！

　轟とどろけ、俺の嗅覚！

　全てのブックフレーバーを嗅ぎ分けるんだ！

　そうして、本棚の周りをぐるぐると回って鼻を必死に動かして、インクの匂いと夏野の匂いを辿っていると、ふと脳のう裏りを過よぎるのは過去の記憶。

『……前にも、こんなことがあったような気がするな』

　こんな風にして、本棚の周りを歩き回っていた時のことを、思い出す。

『あの時探していたのは、夏野のブラジャーだっけ？』

　俺の古傷を疼うずかせる、ブラジャー捜索事件の記憶。あの時も、こうして本棚の間を捜索して回った挙あげ句くに、豊胸グッズなどを見つけてしまい、結果として酷い目に遭ったのである。酷い話ですよね。豊胸する意味とかないでしょうに。

『あれはまだ、夏野と出会ったばかりの頃だったっけ』

　俺が、犬の肉体に生まれ変わって、すぐのことだった。あの頃と違い今ではすっかり夏野の仕打ちにも慣れている俺ですよ。慣れたらいけないんだけど本来は。

『本当、色々なことがあったよな』

　人間だった頃からは考えられないほど多くの出会いがあって、出来事があった。

　円まど香かに連れ去られてマンションからダイブしたり。

　鈴すず菜なが気持ち悪かったり。

　映は見みが知らないうちに作家としてデビューしていたり。

　桜さくらや弥生やよいやオッチャンのいる本ほん田だ書店にまた通うようになったり。

　鈴菜がかなり気持ち悪かったり。

　マキシのテンションについていけなかったり。

　新たにカラスの姿で転生した九く郎ろうさんに会ったり。

　ソルジャーメイド、森もり部べ佐さ茅ちに殺されかけたり。

　外の世界に連れ出した紅葉が引っ越して来たり。

　鈴菜がとんでもなく気持ち悪かったり。

『ってトラブル多いな！』

　ある意味充実しているって言えるけど。そして、俺が思い出す過去のエピソードって、基本的にラストが『そうして犬は酷い目に遭いました、めでたしめでたし』で締められる気がするんだけど。何なの、本当は怖い日本の童話なの？

　あと、時々あの変態がサブリミナル的に思い出されるのは、やっぱり個人的なインパクトが強いからだろう。このマンションに拷問器具があるのって、元はと言えばあいつのせいじゃないのか。そりゃあいつは拷問を受けることに関してはエキスパートだから平気でしょうけど、こっちは常識的な犬なんだよ。

　基本的に、どうかしている人間ばかりなのだ、俺の周囲にいるのって。

　おかしい、俺は本を読んでいたかっただけなのに。本さえ読んでいればそれで満足の人生なのに。どうしてこんな、厄やつ介かいごとばかりに巻き込まれるのか。もっと平穏な人生で良いのではないか。

『……って、まあ、それも贅ぜい沢たく、かもな』

　本来、終わっていた筈の、俺の人生。

　それが、こうして妙な方向とはいえ、充実しているとそう言えるのは。

　死んだ俺に、再びの生が与えられたから。

　死んだ俺を、ここまで引き戻してくれた、その存在があったから。

　一度死ぬという、不幸。

　そこから生まれ変わって手に入れた、幸福。

　しかし、生き返ったとはいえ、ただ生き返っただけならば、そのまま犬としての一生を送る羽目になっていたかもしれない。あのまま、人の心を失ってしまっていたかもしれない。

　そうならなかったのは、俺の声を聞いてくれた人物がいたから。

　どんなに理り不ふ尽じんでも。どんなに無茶でも。

　この俺が進むべき道を照らしてくれる。

　その輝きを、生への執しゆう着ちやくを、覚えているから。




「──絶対に、見つけてみせるわ」




「──だって、あれは私にとって大切な手紙だから」




「──絶対に」




　聞こえた声に、足が止まり。

　その必死さが、心を止めた。

『……探すの、止めようか』

　不意に呟いた声は、一体どこから出た言葉だったのか。

『か、勘違いするなよ！　別に、情にほだされたって訳じゃあないんだからな！　大切な物っぽいし、俺にも知られたくなさそうだから、まあ寛かん大だいな心で許してやろうってだけだ！　自分の手紙とか、読まれたくないもんな！　そうそう、俺の優しさに感謝すればそれでいいじゃん！』

　誰に向かって言っているんだろう、俺は。

『だ、第一、弱みを一つ見つけたくらいで、あいつが参るとも思えないしな！』

　呟いた言葉は、どうにも言い訳じみていて。まるで、自分に言い聞かせているかのようで。しかしそれでも、そう決めてしまえば、随分と心が軽くなる。人の秘密を暴あばくなんて、決して良い趣味ではない。

『ハイハイ、この話は止め！　終わり！　俺は本を読むぞ！』

　結局、そうするのが一番自分らしいと、そういうことなのだ。

　ぐだぐだと悩んでいるくらいなら、本を読みましょう。

　顔を上げれば、そこは本棚に囲まれた空間。見回せば本はいくらでもある。本を読めば何でも出来る。この妙にもやもやした、しかしどこか晴れやかな気持ちを表現してくれるような、そんな本を読みたいと思い、本棚に目を走らせる。

『よしこれだ！』

　直感に従い、鮮やかな白色の背表紙が目に優しい一冊を手に取る。題名を確かめることはない。何も考えずに選んだ本にこそ、福があるというものだ。

　勢い良く、取り出した本を開くと。

『……って、何だコレ？』

　ページの間に、数枚の紙が挟まれていた。




　小さく折おり畳たたまれた、数枚の紙。

『レポート用紙、か？　まさか、手紙、じゃないよな？』

　先程まで必死になって手紙を探していたから、一瞬勘違いしてしまったが。

　それは到底、手紙とは呼べないような代物だった。学校で使うレポート用紙の束である。手紙というよりも、もっと乱暴な、メモのようなもの。

『……えっと』

　少し開いてみれば、レポート用紙を隅から隅まで埋うめ尽つくすように文字が書かれており、黒色の紙のようになっている。そこに書かれている文字も、これまた随分と下へ手たな、ミミズがのたくったような文字。夏野のものではない。

　しかし、文字に貴き賤せんは無い。

　俺の目の前に、こうして現れたというのなら。

『読むしかないじゃないか!!』

　ええ、読みたいです。

　だって、本の間に挟まれていた謎なぞのレポートですよ？　こんな好奇心をくすぐるような物はありません。白い紙を黒に塗ぬり潰つぶすほどの、妄もう執しゆうじみた文字。考えただけで、読みたくなってくるってなものでしょう。

『良し、まずは最初だけ、最初の一行目だけ。最初の一ページ目だけでも』

　少しずつ、と思いながらも、俺の目は勝手に吸い寄せられて。

　そのまま、レポート用紙の中へと埋まい没ぼつしていった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【犬用の拷問器具】……　老舗しにせの拷問器具メーカー『無楽苦楽ぶらつくらつく』は、昨今の不況のあおりを受けたのか、売り上げの低下に悩んでいた。そこで特定の顧こ客きやくに対するオーダーメイド製品を販売することを決めたのである。拷問されたい人物の身体にジャストフィットするサイズの器具を特注で製作することで、売り上げは前年度の倍にまで膨ふくれ上あがった。キャッチコピーは『Ｈｕｍａｎ　Ｈｅｌｌ　Ｃａｒｅ』。






　数分後。

　まだ途中だったが、レポート用紙から一いつ旦たん顔を上げる。その正体に気付いたからだ。

『……まさか、ファンレターだったとはな』

　ファンレター。

　それは読者が、作者に宛あてた手紙。

　読者と作者を繋つなぐ、夢の懸かけ橋はし。

　それこそが、このレポート用紙の束たばの正体だった。

　秋山忍という作家の偉い大だい性せいを考えれば、ファンレターを貰うことは不自然ではない。以前も、担当編集者である鈴菜が山ほど持って来ていたのを確認しているし、俺も読ませてもらった。秋山忍の読者は日本中、いや世界中にいるのだ。

『しかし、目が離せないな、不思議と』

　一行目だけ、一ページ目だけ、と読んでいるうちに、読む手が止まらなくなる。これを書いた本人には悪いとは思いながらも、完全に読みふけってしまった。

　それは、このファンレターが、妙に俺の心を摑つかむものだったからだ。

『こんな乱雑な文章なのに……随分と、良いことを書くじゃねぇか』

　読者の書いたファンレター、そこに書かれている内容はその読者の個人的な感情。作者に向けて紡がれる唯一の想いだ。その想いは、読者の数だけ存在する。

　しかし、ここに書かれた内容は、妙に俺の嗜し好こうに馴な染じむものだった。秋山忍の作品を読む視点、好むポイント、感想。何もかも、俺の考えと良く似ている。まだ全部を読まなくても、分かる。このファンレターを書いた人間は、きっと俺と同じような読書体験、読書経験、そして読書嗜好を持っているに違いない。

『誰だか知らないが、やるなこいつ！』

　ただ、いくつか苦く言げんを呈ていしたい点もある。

　例えば、男同士の恋愛について触れている箇所。手紙の主は、そういう関係については批判的な様子だった。しかし、それは甘い。まだこいつは、秋山忍への理解が浅い。

　いや、気持ちは分かる。俺も昔はそうだった。かの『白い執事とアラブの王』を読むまでは、偏へん見けんがあった。だからこいつには、『白い執事とアラブの王』を読む事を勧すすめよう、新しい世界が開ける事、間違いなしだ。シリーズの続刊も今度出るらしいぞ。

　次に、『妹にも無理矢理にでも読ませます！』とある。

　これは違う。読書とは、もっと自由でなければならない。無理矢理勧めるなんてもっての外だ。無理矢理勧めたとして、その妹が秋山忍のことを嫌いになってしまったら本末転倒である。もっと熟じゆく慮りよしてから勧めるべき。勧めること自体は正解。

　他には『高校受験の途中で学校を抜け出して買いました！』ともある。

　いや、同じようなことをやった俺が言うのもなんだけど、受験に集中しろよ。自分の将来を左右する事柄と、読書は分けて考えた方が良いよ？　あとで後悔するかもよ？　俺はしないけどな。

　更には、『秋山先生の新刊が読めるなら死んでも良い』と各所に書いてあるが。

　バカ野郎、死んだことあるのかお前は、と言いたい。そんな簡単に『死んでも良い』なんて言葉を使うな！　死んだら色々大変だぞ！　まあ、死んでも本は読めるから問題ないよ、安心して死ね！　いや死なないに越したことはないけれど。

　しかし本当に、共感出来るファンレターだった。

　読む前は『どうしてレポート用紙でファンレターを？』などと思ったりもしたけれど、中身を読んでみれば良く分かる。自分のことのように、分かる。

　恐らく、これを書いた奴は焦あせっていたのだ。

　秋山忍の本を読み、そしてその衝しよう動どうのままに『そうだファンレター書こう！　しまった便びん箋せんが無い！　しかし、この思いが劣れつ化かする前に書かないと！　ああもうこのレポート用紙でいいや！』みたいな一連の流れがあったに違いない。

　うん、分かる。俺にもそんな経験がある。勢いがあり過ぎて、文字は下手だし誤ご字じはあるし、色々と問題点はあるけれど、別に良いじゃないか。読めればＯＫだ。

　とにかく、このファンレターの主が、秋山忍を大好きだということが良く分かった。

　一体、どんな奴なのだろうか。出来るならば一度会って、話をしたいと真剣に思う。興味がある。すぐに仲良くなり、秋山忍について一晩中語り合えるような、そんな良い関係を築きずけるような予感がする。

　話はきっと弾むだろう。それこそ、十年来の友のように。

　いや、友なんてものじゃない。こいつはもっと俺に近い存在。

　そう、まるで……。

『……ん？』

　あれ、俺、今何か、おかしなことを考えなかったか？

　何かこう、心の奥底から、何かが訴えかけて来るような、そんな違い和わ感かんを。

『──ッ!?』

　まずい。

　このファンレターは、まずい。

　気付いた。気付いてしまった。

　恐る恐る、ファンレターの最後、差出人の名前が書いてあるところを見る。そこに書かれていたのは、果たして予想通りの名前で。

　しばらく考えた、その結果。

『…………隠そう』

　そう決意した。

　これは捨てられない。だから、隠すしかない。深く考えるのは後回し、とにかくこいつを厳げん重じゆうに隠してしまわなければと、焦りながら一歩を踏み出そうとして。

「はい、ご苦労様」

　またもや、夏野の心の声が聞こえて来る。誰かに語りかけるような、声。

　いや、そんな事はどうでもいい。今は夏野の声なんかより、もっと大事な事がある。

「ちょっと、聴いているのかしら、駄犬」

『うるさいな！　今ちょっと考え事をしてるんだから静かにしろよ！』

　瞬間。

　目の前に、俺と手紙の隙すき間まに。

　お馴染み、銀色の刃が突き刺さった。

『……はぁ？』

「あらあらあら、ご主人様に向かって『うるさい』だなんて、随分と生なま意い気きなことを言うようになったわね、愚犬風ふ情ぜいが」

　膨れ上がった嫌な予感と共に、見上げる。

　そこにあるのは、つい先程も見かけた漆しつ黒こくの衣い装しよう。そして満面の笑み。

『な、ななな夏野さん!?　いつの間に!?』

「あらあら、私が自分の部屋にいて、何か問題があると言うのかしら？」

『い、いや問題はない！　問題はないけど！』

　しまった。ファンレターに熱くなっていて、夏野の心の声に注意を向けるのを忘れていた。いつの間に戻って来ていたんだ。落ち着け、ここで失敗してしまったら大変なことになる！　平然平静平穏平和、平常心！

『な、何だよ。ビックリさせるなよ。いつ、戻って来たんだ？』

「たった今よ。探し物が見つかったからね」

『へー、そ、そうなんだ』

「ええ」

『そうかー、探し物は見つかったのか、はーそれは良かったなー』

　嬉うれしそうな顔を見せる夏野。そこには、さっき見た焦りや迷いは微塵も見当たらない。大切な物が見つかって、本当に良かったという表情だった。

　必死になって探し回っている様子は、心の声としてずっと聞こえていた。さぞかし大事なものだったのだろう。それが見つかったのは実に喜ばしい。最初は『先に見つけて交渉材料にしてやろうグヘヘヘ』と考えていた自分を棚に上げて、そう思う。だから機き嫌げんが良いうちに、どこかに行ってくれないだろうか。

「まあ、アナタにもご苦労様と言っておこうかしら」

『ご苦労様？』

　俺の目の前に下ろされた手。ハサミを引き抜くのかと思いきや、その手は俺が読んでいたレポート用紙の束に伸び。

　その、ファンレターを摑んだ。

『……へ？』

　突然のことで、反応が遅れる。

「本当に、ご苦労様。全く、いつまで経たっても見つけ出さないから、そろそろ強ごう引いんに武力介入しようかと思ったんだけど。まあ、良く見つけてくれたわね」

『見つけたって。お前、何を』

「これ、よ」

『……これ？』

「そう、この手紙を探していたのよ。この前、ふと思い出して。一年ほど前に貰ったファンレター。内容は支し離り滅めつ裂れつでメチャクチャで字は汚くて、誤字ばかりだったけど、やたら細かく書き込んであったから、印象に残っていたのよ。こんなファンレター、他にあんまりなかったし」

　夏野は、手にしたレポート用紙の束を振りながら笑う。その顔は、実に楽しそうで。

　対して俺は、嫌な予感が、膨れ上がって行く。

『ちょ、ちょっと待て。じゃ、じゃあそのレポート用紙の束が、お前の探していたものだって言うのか？』

「さっきからそう言ってるでしょ」

『いやいやいやいや、おかしいだろ！』

「はぁ？　何がおかしいって言うのよ」

　駄だ目めだ。この展開はいけない。何か、自分がいつの間にか罠わなに掛かっているような、そんな気が。

『いやだって、探していたのって手紙じゃなかったの!?　そ、それはただのレポート用紙だろ!?　手紙じゃないだろ!!』

「レポート用紙に書かれた、ファンレターでしょう」

『そ、それは……つーかお前、青い装丁の本に挟まっている手紙って、そう言っていたじゃないか!?』

「だから、挟まっていたじゃない。その、青い本に」

『えっ』

　確かに、改めて見ると、このファンレターが挟まっていたのは、白い背表紙に、青い表紙の本だった。青い装丁と、そう言える本だ。

　つまり、夏野が探していたのは、最初からこのファンレターだった。

『え、それって……？』

　戸惑う俺を見て、嘲あざ笑わらっているのか。夏野が、とても良い笑顔でこちらを見下ろしている。

「ああ全く。実に気持ち良く、手のひらの上で踊るものよね」

『……はぁ？』

　俺の疑問に答えるように夏野が構えたのは、腕時計のようなもの。麻ま酔すい針ばりでも発射されそうなそれに夏野が口を近づけ、何事かを呟いたかと思うと、そのすぐ後に。

「──ほら、こういうことよ」

『……へ？』

　俺の背後から、夏野の声が響く。

　それは、先程聞いた声と同じような感覚だった。遠くから聞こえるのか、近くから聞こえるのか、曖昧な音。

「理解の遅い犬ね。ほら、そこの本棚の隙間を見てみなさい」

『なっ!?』

　夏野の言う通り、慌てて音の発生源を辿ってみると、本棚の中段、本に隠れるようにして、小さなスピーカーが設置されている。今の声は、そこから聞こえた。つまり夏野が腕時計に向けて話したことが、その都つ度どスピーカーから流れ出しているということ。

『そういうことかぁ!!』

「腕時計型防犯装置『真しん意い電でん信しん』。これを使わせてもらったの。私の心の声だと勘違いして踊る駄犬、中々面白い見み世せ物ものだったわ」

『何でこんなところにスピーカーが仕掛けられているの!?』

「そこだけじゃないわよ、部屋中にあるわ。この前片づけた奴が全てだと、そう油ゆ断だんしていたのが運の尽き。スピーカーからの声を、私の心の声だと勘違いしていたのよね、全く愚犬の名に恥じない活かつ躍やくだこと』

『う、うわぁぁぁ……』

　ちょっと待て。じゃあ、最初から、夏野の心の声なんて聞こえていなかったってのか。

「──当たり前じゃない。人の心が聞こえるなんて、まして私の心の声が聞こえるようになるなんて、そんなこと本当にあると思っているの？」

『だ、騙だましたな！』

　面と向かっているのに、機械越しで話し掛けて来るからまた腹が立つ。

「人聞きの悪いことを言わないで欲しいわ。それにアナタだって、これで夏野の弱みを握ったぞ！　みたいに喜んでいたじゃない」

『バレてる!?』

「私の心の声が聞こえるからって、随分とはしゃいでいたようだけど。アナタの心を読めるのは、私の専せん売ばい特とつ許きよよ。その立場が反対になるだなんて、そんな都合の良いことは決して起こらないわよ。きちんと脳に銘めい記きしておきなさい、この駄・犬」

『酷い！　酷過ぎるよ！』

　俺の純情な気持ちを裏うら切ぎったな！　弱みを握ろうなんて、最初の頃しか考えていなかったじゃないか！　途中から超改心していたのに！

『こんなやり方、フェアじゃないだろ！　出るとこ出るぞ！　訴えるぞ！』

「ところで話は変わるけれど。探している途中、何か貧乳とか、そんな感じの言葉が聞こえたんだけど、何か心当たりはない？　ええ、聞き間違いだと良いんだけど、むしろ聞き間違いじゃないと、大変なことになるんだけど」

『聞き間違いに決まっていますとも』

　うん、訴えるのは止めよう。

　これは駄目な流れ。このまま行くと、惨さん劇げきが待っている。目の前に落とし穴が見えている。もう普通に落ちるしかないんだけど、頑張って回かい避ひしてみよう。こうやって頑張ってみて、上う手まく行った例ためしはないんだけど。

『えっと……うん、聞き間違いだよ。ほら、貧乳じゃなくって、何か別の言葉、例えばそうだな……転入とか、減げん収しゆうとか、そんな感じの言葉と勘違いしちゃったんじゃないかな？　そうに違いないよ！』

「豊胸グッズとも言っていたわね」

『それは……何だろうな、東京ドームって言ったんじゃないの？　東京ドームシティで僕と握あく手しゆしたかったんじゃないの？　それくらいの聞き間違い、誰にだってあるから、気にしない方が良いよ？』

「バキュラ、と」

『…………』

　どうしよう、言い訳が思いつかなくなってきた。泥沼って感じ。俺、死ぬのか？

「……まあ、いいわ」

『へ？』

「今回の所は、見逃してあげてもいいわよ」

　しかし夏野は、ハサミを手にしなかった。

　妙だ、嬉き々きとしてハサミを握り、俺へと向けて来るのがいつもの夏野だというのに、そんな素そ振ぶりを見せない。

『バカな、お前がハサミでズバッザクッとやらないなんて、何か悪いものでも食べたのか？』

「私のことをどう思っているのか、よーく分かったわ。まあ、そうね。確かに今日は特別よ、だってほら、探していたものが見つかったんだからね」

『探していたもの、って』

「ええ、勿論、このファンレターよ」

『……え？』

　夏野は、手にしたレポート用紙を振りながら、楽しそうに笑う。

「ええ、本当に探していたのよ、これ。折角見つかったことだし、これをちょっと読んでみるというのはどうかしら。ええ、別に変な意味は無いのよ？　ここらで一つ、読者の気持ちというものを急に再認識したくなっただけなの、そうなの」

『いや、それよりも今現在に目を向けたらどうかな？　手紙を読むのは後回しにして、出来れば永遠に後回しにして、な？　俺が処分しておくから、読むのは止めよう！　読んだらきっと死ぬ！　誰かが！』

　そっとレポート用紙を摑み、逃げようとして。

　しかし夏野の手によって押さえつけられる。

「あらあらあら、逃げたりしないで、アナタも一緒に読みましょうよ。ほら、遠えん慮りよしないで。秋山忍宛てのファンレターよ、興味あるでしょう？」

『い、いや、今はそんな気分じゃないんで……』

「じゃあ、読むわよ。えっと、拝はい啓けい、秋山忍様」

『読むって、音読するの!?』

　何でそんな事するの!?

「音読した方が、ファンレターを書いた人の思いが良く分かるでしょう」

『そ、それならせめて、俺のいないところでやってくんない!?　俺の意識を奪うばってくれて構わないからさぁ!!』

「えーと、『拝啓、秋山忍様』」

『止やめてって言ったよね!?　何でもう読み始めちゃうの!?』

　俺の制止も聞かずに、ファンレターの内容を読み上げ始める夏野。その顔には、今日一番の笑みが浮かんでいる。

「あーら、冒ぼう頭とうから面白いことが書いてあるわね。『好きです！　秋山忍先生！』って、あらあらこんなに情熱的な少年がいるなんて驚きねぇ。ああ、少年かどうかはまだ分からないわね、ごめんなさい」

『止めて！　止めてよう！　何でもしますから！』

「あらあら、まだ始まったばかりよ？　何々、『先生の本は、僕にとって酸素のようなものです！』。何これ、無いと死ぬってことかしら」

『ふごぁぁぁぁ!!』

　変な汗が出て来た。

　動どう悸きも激しくなって来た。

　これは並の拷問よりもキツイ。並の拷問を経験している俺のおかしさについては今度議論するとして、文章を読んでいるだけなのにここまでの破壊力とは凄まじい。作家って、こういう気持ちになるの、ならないの？　鋼鉄のハートなの!?

『いや、まだだ。まだチャンスはある』

　夏野はまだ、あれを書いた主が誰なのか、分かっていない可能性があるかもしれない。多分無いと思うけど、可能性だけはあるんじゃないか!?　信じることは自由じゃないのか!!

「あ、ちなみにこれアナタから貰ったファンレターだから。分かっていると思うけど、著：春海和人だから」

『言いやがった！』

　儚はかない希望が今、木こつ端ぱ微み塵じんに吹き飛んだよ!!

　そう、あのファンレターを書いたのは、俺、春海和人だ。本を読んだ時の感動は良く覚えているけれど、ファンレターに何を書いたのかは覚えていなかった。道理で俺の意見と合がつ致ちする筈だよね！　まさかこんなところでバッタリ再会するだなんて！

「しかし面白いわね、本当に。『妹や家族にも、読書感想文を書かせる程に激しく勧めています』だって。無理矢理勧めたりするからああいう事になるんじゃないの、妹が」

『や────め────て────』

　このままだと死ぬ！　精神的に！

　犬の肉体の構造的に、耳を塞ふさぐことは出来ない。だから毛布に逃げ込もうとしたのだが、あっさりと夏野によって阻そ止しされ、そのまま手元に引き寄せられて、膝ひざの上の特等席で音読を聞かされる羽目になった。

　何と言うか、地獄ですよ。恨うらむぞ、昔の俺。

「へえ、『秋山先生の本が大好きです！　愛しています！』とか、本当に感情をストレートに表現する、素す晴ばらしい読者よね。この頃の素直なアナタはどこへ行ったのかしら。今ではすっかり、ひねくれ者の駄犬に成り果てたけど」

『若気の至りィィィィ!!』

「まだまだ続くわよ。『先生の著作は、全て三冊ずつ買ってあります。朝読む用、昼読む用、夜読む用です』って、一体どういうことなの……ちょっと説明してくれない？」

『若さゆえの過ちィィィ!!』

「あらあら、今度は『こうして勢いのままにファンレターを書くことをお許しください。しかしこれもひとえに秋山先生に対する尊敬と親愛の念から来ているものです。先生は僕にとっての神であり、生きがいです。先生を想うこの気持ちは幾いく星せい霜そうを経ても変わることは絶対に有り得ません』とは、実に殊しゆ勝しような心掛けね、感動的だわ、今のアナタも見習ったらどうなの？」

『黒歴史ィィィィ!!』

　あの時、当時の俺が感じた情熱も衝動も、偽いつわりのない俺の本音で、それは今も変わることはないんだけど。だけどそれにしたってまさか、目の前で読み上げられるとは思わないじゃないですか。しかも作者本人の音読で。わあ豪ごう華か。

　手紙だからこそ書ける内容ってのもあるのに、こうして声に出されると凄く居たたまれない気分になる。声に出して読みたくない日本語って感じ。

「ん、またこっちも面白いわね。『少しでも秋山先生に近づく為、日々の読書は欠かさずに行っています！　一日三セットです！』だって。何をどう三セットなのかしら」

『まだ続くの!?』

　もういいじゃん！

　もう終わりでいいじゃん！

「あら、まだまだ続くわよ。アナタの言う通り、三セット読もうじゃない」

『三セット!?』

　いや本当勘かん弁べんして下さいよ。もう自分の書いたものとはいえ、限界なんです。せめて後数年置いてからにしてくれませんか。

『俺が何をしたって言うんだよ……』

「それは、ほら、アナタが最近他の作家にうつつを抜かしていたから。姫萩紅葉に対して、随分と優しくしていたようだし……何よ、紅葉の本ばかり読んじゃって、少しは過去の自分を見習いなさいよね」

『……はぁ？』

「そういうの、良くないでしょう。私だって、自分の本の感想とか、今のアナタから聞きたいんだから！」

『……急に何言ってんの？』

　それまでとは少し違う、夏野の語調。顔も、何だか赤いような。

　しかし、それが何なのか確かめる前に、夏野は再びファンレターを振り上げて。

「と、とにかく！　アナタが一体誰の犬だか、はっきりさせてあげるって言ってるのよ！　ほら、二枚目行くわよ！」

『もう嫌だああああああああああああああああああああああ！！！！』

　逃げようと思っても、逃げられない。

　過去の俺と、強制エンカウントです。

「うわぁ……こんなことまでファンレターに書くとは、さすがの私といえども戦せん慄りつを覚えるわ。何コレ。ちょっと説明しなさい」

『あーあー聞こえないー』

　もうこれ以上聞いていると命に関わるので、一切聞かずに本の世界に逃げ込むことにした。夏野が俺を放してくれないので、エア読書となりますが。全く、夏野の心の声が聞こえるなんて、そんなことあり得ないんだなー。本当、調子に乗ったなー反省しまーす。反省したのでもう帰る。帰って読む。

　背後で、夏野が何か言っているのだが、ロクなことではないだろう。

　聞いたら多分死ぬ。俺の心が。

「まあ、安心しなさい。読者達の声は、ちゃんとこうして、作家に届くわ。それを、喜ばない作家はいないのよ。そう、こんな風に読み上げてしまうぐらいにはね」

『きーこーえーなーいー！』




　こうして、秋山忍本人によるファンレター朗読会は、夜通し続くことになった。

　以後、数日の間。魂たましいが半分抜かれて真っ白になったミニチュアダックスフンドの姿があったのは、言うまでもないことである。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【真意電信】……　株式会社インチョキ堂が開発した、携けい帯たい型がた通信器具。腕時計型の入力マイクと、何ど処こにでも仕込める小型のスピーカーのセット。例えば他人の襟えり元もとに仕込むことで、まるでその人物が喋しやべっているように思わせることも可能。

【バキュラ】……　超・絶ぜつ壁ぺき。

【心の声】……　他人の心が分かれば良いと願っていても、多分実際に聞こえてしまったら苦労すると思われる。人は、適度に分かり合えないくらいが丁ちよう度どいいのだ。


















　　　四月　二五日






　頭上には、雲一つない青空。

　爽さわやかな風からは、若草の匂においが薫かおり。

　暖かな春の日差しに、誰もが笑顔を浮かべている。

　そんな、行楽日和と呼ぶに相応ふさわしい晴天の下。俺こと春はる海み和かず人ひとが、一体何をしているのかといえば。

「よーしよしよしよしよし!!」

『らめええぇぇぇ!!』

「ここ？　ここが良いの？　わーしわしわしわしわし！！！」

『きゃうううんん!!』

　本ほん田だ書店のミニデーモンこと、本田弥生やよいの手の中で揉もみくちゃにされていたのだった。

　どうして俺が、こんな脱だつ穀こく機きに弄もてあそばれる籾もみ殻がらのような目に遭あっているのか。

　その原因を探る為にも、本日の行程を、順を追って振り返ってみよう。




　朝目が覚めて、本を読んだ。

　朝食を食べて、本を読んだ。

　そして、本田書店の開店時間になったので、本を買いに行く為に外へ出た。

　新しん稲いな葉ば商店街の中を、駅に向けてただ走る。道中、ペットショップ『ＩＧＧＹ』の店の前を掃そう除じしているアフロを見かけたが、その頭の上にはモッサリとした黒い塊かたまりが乗っかっていた。ついこの間、ソルジャーメイドに全体を刈り込まれたと思ったのに、完全に髪かみの毛けが復活している。以前見た時よりもよっぽどボリューミーだ。あいつの毛根は一体どうなっているんだろうか。

　新稲葉駅を通り抜け、本田書店の前に到着。既に店のシャッターは開いていて、自動ドアの隙すき間まから漏もれる本の匂いに、いやが上にも期待が高まる。そして、大胆かつ慎しん重ちように、店内への第一歩を踏み出そうとした瞬間。

　突然真横から伸びてきた手に、身体からだを摑つかまれた。そして。

「わーしゃわしゃわしゃわしゃわしゃわしゃ！！！」

『あひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ！！！』

　この有様ですよ。

　冷静に振り返ってみたところで俺が今こんな目に遭っている原因は何一つ分からなかった。少なくとも俺は何も悪くない。悪いのは世界の方だ。

「はい！　おーわり！」

『って、うわっ!?』

　世の理り不ふ尽じんに思いを馳はせかけたところで、弥生の両手が乱暴に放される。いきなり空中へと放ほうり出だされた俺の身体は、重力に引かれて落下。そのまま背中から真っ逆さまに落ちそうになるが。

『何の!!』

　気合の一声と共に、身体を無理矢理ひねる。背負ったリュックサックを振り回し、慣かん性せいの法則を利用して高速回転。四本の足を地面に向けて、ギリギリで着地に成功。毎日のように我が飼い主に吊つるされては落とされている経験から編み出した、渾こん身しんのジツである。実際役に立つ。

「わ！　クロ凄すごい！　猫みたい！」

　俺の美技に酔よったのか、瞳ひとみを輝かせながらパチパチと拍はく手しゆをする弥生。しかし今の俺は、その賞賛に対して素直に返礼する気分ではない。むしろ逆だ。

『くそ、いつもいつも滅め茶ちや苦く茶ちやにモフって来やがって！　今日ばかりはガツンと言ってやらないと、気が済まないぞ!!』

　どんなことをしても、笑顔と泣き顔と上うわ目め遣づかいさえ使えば許されることに定評のある小学生女子とはいえ、やられっぱなしで黙っていられるものか。ここは人生の先せん輩ぱいとして、やって良い事といけない事の線引きを教えてやらなければならない。一応、このお子様の二倍近くは生きているんですからね、いや本当に。見た目はただの犬だけど、中の人はもうちょっと長く生きていたんです。

『おい弥生、ちょっとそこに座れ！　この俺が、年上に対する敬意というものをだな』

「よし！　これで今日のノルマは達成だよ！」

『ノルマだったの!?』

　衝しよう撃げきの新事実判明。見せつけようとした、年上の威い厳げんが一瞬で消え失せる。

「ねえクロ、ノルマって知ってる？　ノルマっていうのはね、毎日やらなきゃいけない目標なんだよ？」

『いや、それは知っているけど……』

　毎回毎回、何で執しつ拗ようにモフって来るのか疑問だったけど、これノルマ制だったの。つーか、それはどこの団体のどこの部ぶ署しよから課かせられてるノルマなの。まさか国か？

「もしやらなかったら、サイアクノバアイ、シニイタルんだよ？」

『怖過ぎるだろ!!』

　そんなギリギリのノルマがあってたまるか。

　相変わらず、言葉の意味を理解せずに使うお子様である。死から逃のがれる為に俺をモフることが本当に必要だというのなら、協力するのも吝やぶさかではないけれど。いかんせんそんな状況が思いつかないからお断りです。モフられるのだって、結構疲れるんですからね。

　というか、以前よりもモフりの強さが上がっているような気がする。それは弥生の成長のせいだろうか。それとも、アフロが教えたとかいう技術のせいか。どちらにしろ俺にとってはお先が明るい話ではない。そのうち、ペチャンコにされちゃうんじゃないだろうか。

　まあいい。ともかく弥生の手から逃れることは出来た。

　これで俺は晴れて自由の身。もう俺と本の逢おう瀬せを阻はばむものは何もない。ふふふ、近う寄れ近う寄れ、存分に可か愛わいがってやろう。

『よし！　行くぞ本田書店！』

「あ、ちょっと待って!!」

『アヒャァ!?』

　本田書店の自動ドアに向けて踏み出した前足が、思いっきり空くうを切る。見れば、弥生の手によって、俺は再び持ち上げられていた。

『何するんだ弥生！　放せ！　下ろせ！』

「駄だ目めだよクロ、お店に入っちゃったら見つかっちゃうよ？」

『はぁ？』

「良い？　ソコウチョウサはね、ターゲットに見つかっちゃいけないんだよ？」

『……ソコウチョウサ？』

　何言ってんだこいつ。弥生の顔の前まで持ち上げられ、まるで諭さとすように話されるが、言っていることが全く理解出来ない。ソコウチョウサって、素行調査？　何をやってるんだよ一体。

「ほらほら、クロもここに隠れて。ここならターゲットからは見つからないよ？」

　弥生は本田書店の自動ドアの脇、ギリギリ店内から死角となる位置へと移動する。勿もち論ろん、俺を抱えたままで、だ。

『えーと弥生？　全く何のことだか分からないんだけど。ソコウチョウサって何？　ターゲットって何のこと？　ひょっとして、また赤鬼どんの登場なの？』

　この前、紅葉もみじや雛ひな子こ達と回った大おお洗あらいアベンジャーランドで起きた嫌な事件が、またもや繰くり返かえされることになるの？

「それじゃあクロ、一緒にソコウチョウサを始めるよ！」

『あ、もう俺が参加することは決定事項なんだ……』

　何だか良く分からないままに、何だか良く分からない活動に従事させられることになってしまった。凄い押しの強さだな。これが若さか。

　まあ、仕方がない。どうせ俺の目的地は本田書店なのだ。ここで上う手まいこと逃げ出したとしても、店の中に入ろうとしたところでまた弥生にキャッチされてしまうだろう。さっきまでと同じように、だ。

『ん？　さっきまでと同じ……？』

　今日、最初に弥生に捕まった時のことを思い出す。さっきも、突然横から伸びてきた手に捕まった。それは、恐らくこの場所から伸ばされた手だ。ということは、ひょっとして俺が来る前からずっと、ここに隠れていたということなのだろうか。

　本田書店の自動ドアの脇。

　今、俺と弥生がいるスペースは、かなり狭せまい。

　小さな女の子が一人いるだけでも既に窮きゆう屈くつな程の狭さだ。こんな場所、いつも元気にお外を駆け回っている弥生が好むとは、とても思えない。

　そんな窮屈な場所で、弥生は店内の様子をチラチラと窺うかがっては、オーバーオールのポケットから取り出した水色のノートに何かを書き込んで行く。弥生の顔に浮かぶのは、妙に真剣さを持った表情で。さっきまでの年相応の様子は微み塵じんも感じられない。

　果たして、弥生はそんな真剣な顔で何を見ているのか。

　本田書店の中を窺おうにも、弥生にしっかりと身体を捕まえられているせいで、上手く店内を覗のぞくことが出来ない。この万力のような強さは何なんだろうか。

『んぐぐ、もうちょっと』

　身体の回転に加えて首を伸ばし、更にひねりを加えることで、ギリギリ店内の様子を視界に捉とらえる。そして見つけた、弥生のターゲット。

　果たして、今本田書店の中にいたのは。

『…………桜？』

　本田書店の中にいたのは良く見知った顔。

　水色のサマーセーターの上に、本田書店のピンクのエプロンを付けて。桜色の眼鏡めがねに、伸ばした髪をポニーテールに纏まとめている。それはお馴な染じみ、本田家の長女。弥生の姉である、本田桜さくらだった。

　本田桜。

　女子高生の身でありながら、放課後には本田書店のレジに立ち、書店員として優秀な手腕を振るっている、本田家の長女。その手腕は、父親であり店長であるオッチャンを完全に超えている。絶望的なまでに商才のないオッチャンがこの本田書店を経営し続けられているのも、ほぼ桜の功績によるものと言えるだろう。桜のいない本田書店など、ただ春の夜の夢の如ごとしだ。

　それに、桜は、俺が生前通っていた東ひがし川かわ高校のクラスメートでもある。学校でも、持ち前の責任感の強さと面めん倒どう見みの良さで、周囲の生徒達のお母さん的な立場だったりした。俺も、どれだけ桜のフォローに助けられたことだろうか。

　つまり、本田桜という人物は。アクの強過ぎるメンツが揃そろっている俺の周りにおいて、一・二を争う程に真っ当な、常識人である。

『ソコウチョウサって……桜の素行調査？　え、何で？』

　俺の知る限り、桜ほど素行調査なんて単語が似合わない奴はいない。決して、素行調査が必要になるような人物ではないのだ。

「ふんふん」

　しかし弥生は、時折顔を出して店内の様子を窺うと、手にした水色のノートに何かを書き込んで行く。

　果たして、真剣な表情でどんなことを書いているのか。

「お姉ちゃん、レジの上のボールペンの試し書きをする」

『大したこと書いてないなー』

　呟つぶやきながらノートに書いているせいで、書いてる内容が丸わかりである。

「お姉ちゃん、ポスターの角度を気にする」

『おう』

「お姉ちゃん、レジ横の犬のポップの首をなでる」

『うん』

「お姉ちゃん、ホチキスの針の交こう換かんをする」

『……やばい、飽あきてきた。本読みたい』

　これじゃ素行調査と言うか、桜の観察日記じゃないか。

　そもそも桜は、他の奴らとは違い、常日頃から妙な行動をする奴ではない。結果としてえらく地じ味みな観察日記が出来上がってしまっている。これだったら、朝顔でも観察していた方がマシなんじゃないだろうか。

「お姉ちゃん、自動ドアの扉を開ける」

『へ？』

　そんな俺の呟きと同時に開いた、本田書店の自動ドア。小こ気き味みの良い鈴の音が辺りに鳴る。目の前に現れたのは、見慣れたピンク色のエプロン。さっきまで店内にいた、本田桜その人である。当然、ドアのすぐ横にいた弥生と俺の姿を、発見する。

「弥生？　さっきから何やってるの？」

「見つかった!?」

　大おお仰ぎように驚おどろく弥生だったが、桜は対照的に平然とした様子で。

「えっと、見つかったっていうか。さっきからずっと見えていたんだけど……」

「逃げるよクロ!!」

『は？』

　叫ぶなり、自動ドアの脇から飛び出す弥生。桜の横を抜けて、駅の方へと全力ダッシュを試こころみる。勿論俺を抱えたまま。俺の意見なんて聞く筈はずもなく。

「だっしゅつ!!」

『って、フォォォォォォォ！！？』

「え、ちょっと？　弥生!?」

　抱えられた体勢のまま背後を見れば、呆あつ気けに取られた桜の顔と、段々と小さくなって行く本田書店が見える。

　おかしいなぁ。何でどんどん本田書店から離れていくんだろう。

　俺、ただ本を買いに来ただけなんだけどな。


　　　　　　　　



　所替わって、丘の上公園。

　弥生は、俺を抱えたまま新稲葉商店街を走り、その途と中ちゆうにあるこの小さな公園へと辿たどり着ついた。俺達以外には人はおらず、ピンクの象の滑すべり台だいが心なしか寂しく見える。

「何とか逃げ切ったね、クロ！」

『いや、逃げ切ったというか。桜の奴、完全に混乱しているだけだったぞ』

　公園の端にあるベンチに俺を置き、その隣に座る弥生。オーバーオールのポケットから水色のノートを取り出すと、ペラペラとページをめくり始めた。

「うーん、やっぱり分からないなぁ。もっと調べないといけないなぁ」

　表紙に大洗アベンジャーランドのマスコットキャラクター『キューブちゃん』のイラストが描かれた水色のノート。隣にお座りした状態からチラリと中を覗いてみると、どうやら結構な量の文字が書いてあるようで。

『文字!!』

　ついつい、俺のアンテナが反応してしまう。

　弥生の拙つたない字とはいえ、字であることに変わりはない。

　弥生のせいで、俺は本田書店から離され、俺の中の読素が欠けつ乏ぼうしているのだ。だからその不足を補おぎなう為にも、ここでちょっとそのノートの中身を読ませて貰もらいたいというのは、読書権に則のつとった正式な主張ですよね？

『……いや、でも待てよ』

　このノートは、本田弥生によるプライベートなノートだ。いくら、年齢一桁けたのお子様とはいえ、弥生も一応は女の子。さすがに個人的なアイテムにまで踏ふみ込こむのは、読書バカとしても、礼れい儀ぎが……。

「クロも読む？　ほら！」

『あ、いいんだ！』

　俺の気き遣づかいとか社会的な配はい慮りよを簡単に突破して、弥生はこちらにノートを大きく見せて来る。一瞬読むのを躊ちゆう躇ちよしそうになるが、せっかくの厚意を無む下げにする訳にはいかない、読もう。

　改めて、弥生が開いたＢ５サイズのページに目を向ける。そこに書かれているのは、お世せ辞じにも上手とは言えない弥生の字。大きさは統一されておらず、バランスも何もあったものではないが、読めない程ではない。いざとなれば、ヒエラティックテキストですら読んでしまう俺を舐なめるなよ。

『えっと、やけに細かく書いてあるな。こっちは……なんだ、桜の行動か。ざいこをしらべて、はっちゅうをして、へんぽんをして、たな出しをして、レジに立って、おそうじして、ちょうぼをつけて……って凄いな。本当に、本田書店の業務は全部あいつがやってるんじゃないだろうな』

　オッチャンの仕事内容と存在意義が完全に迷子になってしまっている。

　でも凄いな。随ずい分ぶんと細かいことまで書いてあるぞ。さっきの真剣な様子は伊だ達てではないということだな。

『次のページは……おねえちゃんのしん、ちょう？　たいじゅう……読みづらいな。すりーさい、ずは……うえからはちじゅ……ん？　あれ？　何だか急に、目の前が真っ暗になったぞ？　暗くって何にも見えない！』

　目の前、ノートと俺の間に何か金属製の物がねじ込まれている。

　視界が、金属に反射した俺の顔に埋うめ尽つくされた。

「財さい布ふを忘れていたから、わざわざ持って来てあげたって言うのに。一体何を読んでいるのかしら。このエロ犬は」

　突とつ如じよ頭上から聞こえて来る声。冷静と情熱を掛け合わせて漆しつ黒こくの殺意で塗ぬり固かためたような、とにかく恐ろしい声で。

「しかも、こんな公共の場所でかつ白昼堂々と、幼女に対して淫いん行こうを働こうだなんて。もう呆あきれるのを通り越して感動すら覚えるわね」

　地じ獄ごくの底から響いてくるような声に顔を上げようとして、目の前にねじ込まれた金属の正体に気が付く。それは刃物。銀色で、細くて、鋭えい利りで、砲弾だろうが塔とうだろうが、何でも斬きれる例のアレだ。

『…………ちょっと弁明の時間を頂けませんか』

「残念ながら裁さい判ばんは終了、刑務所もいっぱい、夏なつ野の法務大臣による認可も受け付けましたので、これから刑の執行に入ります、はい、それじゃあ懺ざん悔げなさい」

『ちょっとはチャンスをくれません!?』

「幸さいわいなことに地獄の定員はまだまだ空いているみたいだから、安心して逝いきなさい。それじゃあ、地獄を楽しみな」

『楽しめるかぁ!?』

　突然現れ、突然俺に最期の時を迎えさせようとしたのは夏野霧きり姫ひめ。我が飼い主にして、全身黒尽くめのドＳ女である。夏野は、俺の目の前に突き刺さった銀色のハサミを引き抜くと、赤みがかった大きな瞳を細めて死刑を宣告してくる。

「死になさい」

『ストレートだ!?』

　完全なる直球勝負。たった五文字で俺の未来が暗黒に閉ざされる。

　そんな風に、大ピンチの俺だったが。

「夏野おねーさん。こんにちは！」

　弥生の声に、夏野は動きを止める。突然現れた夏野に対しても、物もの怖おじせずにいつも通りの元気な挨あい拶さつをする弥生。さすがは弥生だ。

「こんにちは弥生ちゃん。危ないところだったわね、あんまりこの犬に近寄らない方が良いわよ？　リアルに犬に嚙かまれたと思って忘れなきゃいけないような事態になりかねないもの」

『何を言うの!?　色んな意味でやばいんですけど!?』

　弥生に対する夏野の返事もいつも通り、かと思いきや、どう考えてもおかしかった。

　そろそろ俺の方でも、法廷で争えるぐらいに名めい誉よ毀き損そんゲージが貯まってるんじゃなかろうか。犬の言葉を理解出来る犬用の弁べん護ご士しってどこかにいるのかな？　いや、もういっそのこと自分で自分を弁護した方が早いのかな。ちゃんと『意い義ぎあり！』の動きを覚えておかないといけないな。

「それで、そのノートは何なのかしら？」

　夏野は、弥生の持つ水色のノートを指さして問う。

「これはね、お姉ちゃんノートだよ！」

「……お姉ちゃんノート？」

「うん、夏野おねーさんも読む？」

「あら、いいのかしら？」

「うん、ほら！」

　弥生はベンチの上の水色のノートを拾い上げると、ページを開いて夏野に渡す。

「……ふむふむ。成なる程ほど、桜の日々の行動を観察しているノートね。へぇ、なかなかよく調べられているじゃない。女子高生の生態や様々がしっかりと書かれている。グッジョブよ幼女！」

「ぐっじょぶ！」

『だから何を言い出すの!?』

　弥生も、そんな親指を立てて返事なんてするんじゃありません。

「何を言ってるのよエロ犬。このノート、確かに文字は上手とは言えないし、主観がかなり混じっているけど、だからこそマニア垂すい涎ぜんの代しろ物ものだったりするのよ？　特に、幼女の直筆というのは大きいわね。それに数字のデータは正確に載のっているし……くっ、やっぱりあの娘の方が大きいじゃない……！」

『何を読んで、何をヘコんでるの!?』

　いや、別にデータなしでも見れば分かるじゃないか。そんな、悔くやしがるほどの僅きん差さでもないし。もし僅差での対決がしたいのであれば、いっそ、弥生や雛子と勝負したらいいんじゃないだろうか。割と良い勝負になると思うんだけど。

「……へぇ？」

　うん。当たり前だけど、聞こえてますよね。

「死に方くらいは、考こう慮りよしてあげても良いわよ？」

『死にたくないです』

「鳥ちよう葬そう、水すい葬そう、土ど葬そう、火か葬そう。どれがいいかしら」

『あ、死ぬことは決定済みなんですね』

　振りかぶられた刃やいばに、穏やかな陽光が反射して眩まぶしいので、早く太もものホルスターにしまってくれませんでしょうか。

「まあ、今は弥生ちゃんもいるから、止めておいてあげるわ」

『そうだね。その方が良いね』

　てっきりいつものように来ると思っていた攻こう撃げきは、弥生のおかげで未み遂すいに終わる。さすがだ幼女。幼女始まったな。

「これは一つ貸しにしておくから」

『その貸しはどうすれば帳消しになるんですか？』

　そこらのヤミ金きん融ゆうも目じゃない程に重過ぎる貸しである。まあ、貸しがあろうがなかろうが、どうせ俺は斬られる気がする。お先真っ暗だよ、俺の人生。




「それで、このノートは一体何の遊びなの？」

　夏野は、右手にハサミ、左手にノートという、これから工作でも始めるかのような格好で弥生に問いかける。

「遊びじゃないよ！　ソコウチョウサだよ！」

「ソコウチョウサ……素行調査？」

「うん！　お姉ちゃんノートには、ソコウチョウサの結果が書いてあるんだよ」

「どういうことよ駄犬」

『俺だって分かりませんよ』

　弥生はさっきからずっと、桜の行動を観察し、記録していた。

　最初は俺も何かの冗じよう談だんかごっこ遊びかと思っていたが、先程の真剣な様子を見る限り、そんなことはなさそうだ。だったら、何故弥生はこんなことをしているのか。やっぱりどう考えても『本田桜』と『素行調査』という単語が結びつかない。

『まさか、新稲葉を誇ほこる好人物で人格者の桜が、急に非行に走ろうとしているという訳でもないだろうし』

　浮かびかけた考えを否定する。あの桜が、盗んだバイクで夜明けの海岸線をかっ飛ばす姿など想像がつかない。

「あら、そうかしら？」

『夏野？』

「逆に、そんな娘だからこそ、なんて言うのも考えられるんじゃないかしら。真ま面じ目めな人格者だからこそ、実は陰で色々と苦労をしていて。それを上手く吐き出すことが出来ずにため込んでしまっているんじゃないの？　抑よく圧あつされた気持ちが破は壊かい衝しよう動どうへと変わる、なんてこともあり得るわよ」

『……いや、まさか、そんな』

　夏野の言葉を否定したい。しかし確かに、あり得なくはない。桜のことだ、あの笑顔の裏で実はストレスを大きく溜ためているのかもしれない。桜自身に、問題がなくとも、あの店には、オッチャンがいる。商才がゼロどころか、下手すればマイナスに傾かたむいているかもしれないあのオッチャンが原因で、桜には想像以上の心労がかかっているに違いない。つまるところ、全部オッチャンのせいなのだ。

『だ、駄だ目めだ。それだけはいけない！』

　そんなことになったら本田書店はどうなる。本田書店の将来は、桜の双そう肩けんにかかっているといっても過か言ごんではないのだ。今ここで、桜がおかしなことになってしまったら。冗談でも何でもなく、本田書店がこの世から無くなってしまう恐れがある。

「ねえクロ？　クロも協力してくれる？」

『そうか弥生、お前は一人で……』

　大きな瞳を潤うるませる弥生。妹として、桜の危機に一早く気が付いた弥生は、桜の素行の調査をして、何か問題が起きる前に未然に防ごうとしていたんだな。こいつ、こんな小さな身体で、なんてデカいことを考えてやがるんだ。

『分かった……協力する』

　弥生に向けて、大きく一声を上げて頷うなずきを返す。

　言葉は通じなくても、行動で意思は通じる筈。

「本当!?」

『勿論だとも!!』

　良かった。通じた。やっぱり、願えば想おもいは通じるんだ。

　新稲葉には、ただでさえ変な奴らが揃そろっている。揃いすぎている。これで桜までも問題行動を起こすようになってしまっては、本田書店だけではなく新稲葉自体がヤバい。街の変態バランスが崩くずれ、世界は変態の炎に覆おおわれてしまう。そんなことは絶対にさせない。新稲葉は、俺達が守る！

「ありがとうクロ！　お姉ちゃんへの誕生日プレゼントを考えるの、協力してくれるんだね!!」

『………………はぁ？』

　弥生は、一度大きな笑みを浮かべると、とても嬉うれしそうに。

「一緒に最高のプレゼントを考えようね！」












　そう、叫んだ。

『お、おう……？』

　あれ、おかしいぞ。

　認識の不一致が甚はなはだしい。

『ちょっと待て。プレゼント？　プレゼントって何？　初めて知ったよ？』

　何それ、どこかに書いてあるの？

「書いてあるわよ。ほらここに」

『へ？』

　そう言って、目の前に突き出されたのは例の水色のお姉ちゃんノート。夏野の手によって開かれた一ページ目、そこには確かにデカデカと。




〝お姉ちゃんへのたん生日プレゼントを決めるためのソコウチョウサ用ノート〟




『本当に書いてある!?』

　冗談じゃなかった。マジで書いてあった。

「というか、何で気が付かないのよ。最初にしっかり書いてあるじゃない。どうせ、女子高生の肉体事情について興きよう味み津しん々しんで、タイトル部分なんて読んでなかったんでしょ。このエロ犬が」

『読む前に奪うばい取とられたんですけど!?』

　誤解を多分に含むようなことを言うんじゃねえよ。

『じゃ、じゃあ、弥生がやっていたのは』

「ええそうね。桜への誕生日プレゼントのリサーチの為に、色々と調べていたみたいね。まあ、やり方はともかくとして、美しい姉妹愛ね」

　ノートをペラペラ捲めくりながら、夏野は弥生に向けて微笑ほほえみを見せる。

「シマイアイ？」

「ええ。お姉ちゃんが大好きなのねってことよ」

「うん！　やよい、お姉ちゃんのこと、大好きだよ!!」

　満面の、太陽のような笑みで答える弥生。その笑顔が余りにも眩しくて、思わず目を細めてしまう。ああ、妹って本当に良いものですね。妹と聞いて何か刺激的な香りが脳のう裏りを過よぎったけれど、全面的に無視。妹は可愛い！

「分かった。私も協力してあげるわ」

「夏野おねーさんも？」

「ええ、今更放ってはおけないもの。一緒に桜への誕生日プレゼントを考えましょう」

「うん！」

　夏野の言葉に、弥生は満面の笑みで答える。

「美しい姉妹愛。なかなか見られるものではないわ。何かネタになるかもしれないし」

『……俺の記憶が確かなら、お前にはお姉さんがいなかったっけ？　姉妹愛なら、自分の姉と育はぐくめばいいんじゃないんですか？』

「姉妹愛を確認する度たびに怒られるのはどうかと思うのよね」

『それはお前の生活態度に問題があるからじゃないのかよ。主にハサミのさ』

　相変わらずお姉さんには怒られ続けているのか、こいつは。

「あんまりうるさく言われると、思わず手が出そうになるのよね」

『駄目だよ、暴力は何も生まないよ!?』

「大丈夫よ、ちゃんと手て加か減げんするもの。あ、ひょっとしたらこれも一つの姉妹愛なのかしら？」

『そんな歪ゆがんだ姉妹愛はねえよ！』

　こいつの姉妹愛観は、一体どこの世紀末基準なのだろうか。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ノルマ】……　ある期日中に達成すべき目標を具体的に定めたもの。行動の指針にはなるが、盲もう信しんする余りに逆に振り回されることにもなりかねないので注意が必要。ちなみに、本田弥生がこの言葉を知ったのは、両親の会話を盗ぬすみ聞ぎいた時である。果たしてどんな会話がなされていたのか。

【姉妹愛】……　その形は人それぞれ。殴なぐり合あったり、罵ののしり合あったり、蔑さげすみ合あったりするのも、また一つの形である。






『でも、プレゼントって、桜は何を貰ったら嬉しいんだろうな』

「何を言っているの？　今からそれを考えようって話なんじゃない」

『いやまあ、そうなんだけどさ』

　プレゼント。プレゼントか。

『……ちなみに、お前だったら何を貰えたら嬉しいんだ？』

「そうね。最近、犬の肉体と骨と内ない臓ぞうには興味があるわね」

『よしＯＫ。この話はここまでだ』

「筋肉がどういう風に付いていて、脳がどういう構造になっているのかも興味があるわね。あと、どの部分で人の言葉を理解し、私に言葉を返しているのかが。ねえちょっと、科学の犠ぎ牲せいになってみない？」

『この話は終わりって言ったでしょ!?』

　俺の四し肢し、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷがバラバラになる系の話なんか想像したくもないんですけど。そんなプレゼントがあってたまるもんか。

「何よ、一応は飼い主としてアナタの身体のことを考えているってのに」

『じゃあどうして俺をバラそうとするんだよ！　本末転倒だろ!?』

　本当に、この人の発想は猟りよう奇き的てき過ぎると思う。夢に出るからちょっとは控ひかえて欲しい。ただでさえ夢の中でハサミに襲おそわれてうなされることが結構あるのに。

「で、そんな事を聞いてどうするのよ」

『ああ。桜へのプレゼントの参考にならないかと思ってさ』

　考えると言っても、何かしらの取っ掛かりがないと考えようがない。その為の質問だ。ほら、自分が貰って嬉しい物を相手にプレゼントしよう、とも言うしな。

『お前だって一応、過去の一時期においては女子高生だったことがあるんだから。頑がん張ばってその頃のことを思い出して、意見を聞かせ……てッ!?』

　感じ取った危険に、急いで頭を下げる。

　次の瞬間、高速で通り過ぎる銀色の一いつ閃せん。逃げ遅れた頭頂部の毛が、パラリと散る。

　銀色の正体は、勿論夏野の持つハサミで。頭を下げるタイミングが少しでも遅れていたらと思うと、背筋が凍る。

「誰が、遙はるか遠い過去に女子高生だったですってぇ!?」

『そこまでは言ってないよね!?』

「別に頑張らなくても思い出せるわよ！」

『分かった！　分かったからハサミを下ろして！』

　危うく、本当に犬の肉体がプレゼントされるところだった。つーか、どれだけ被ひ害がい妄もう想そう的脚色がなされてるんだよ。年齢の話、そんなに気にされてるんですか。

「これも貸しにしとくわよ。覚えておきなさい」

　ハサミの光と、夏野の黒い笑みが超怖い。

「でも、私が超美人な女子高生だった時に欲しかったものね。まあ確かに参考になるかもしれないわね。超美人な女子高生の私は何が欲しかったのかしら」

　夏野はハサミを右手に持ったまま、天を仰あおいで考え込む。さっきからチョコチョコ入って来る『超美人な』って枕まくら詞ことばは必要なの？

「そうね、その頃にはもう作家をしていたし。あんまり欲しいものっていうのは無かったような気がするわね」

『そうなのか？』

「ええ、執筆関係の物はすぐに揃えたし。個人的に欲しかった物というと……うーん」

　確かに、作家秋あき山やま忍しのぶの活動は、六年前、夏野霧姫がまだ中学生だった頃から始まっている。つまり、高校生の時には既に作家活動をしていた訳で。学生と作家の二足の草鞋わらじを履はいていた夏野にとっては、欲しい物などを考える余裕すら無かったのかも。あえて言うならば『時間が欲しい』とか、そんな感じなのかもしれない。

「ああ、でも、そう言えば一つだけあったわね。あれは高校二年生の時だったかと思うんだけど」

『へぇ、一体何が欲しかったんだ』

「砥と石いし」

『何で!?』

　砥石って、あの砥石？　あの刃物を研とぐ奴？

「京都の山奥に、刃物の聖地と呼ばれている観光地があるんだけど。そこの『アヌビス神』と呼ばれているお店でしか売っていない、ブランド物の砥石がとても良いのよ。毎年、家族旅行で行った時に買うんだけど。その年だけは旅行に行けなかったのよね。あの時だけは、砥石が欲しくてしょうがなかったわねぇ」

『ごめん、そのエピソード、全体的に共感出来る点がなくって、どうしたらいいんだか分からないんだけど』

　懐なつかしそうに語ってらっしゃいますが、まるで意味が分からんぞ。もうちょっと参考になる話をしてくれませんか。

『他には？』

「……他には思いつかないわね」

『お前の人生で、唯一欲しがったものが砥石なの……？』

　それは何と言うか、大変殺さつ伐ばつとした人生ですよね。もうちょっと有用な意見が無かったのだろうか。何より、この場において全く参考にならないんだけど。

「何ようるさいわね。じゃあ、アナタは何を欲しがった……いや、別に聞くまでもないわね。どうせ本でしょ？」

『はぁ？　何だよ、勝手に決めつけるなよ』

「あら、違うの？」

『当たり前だろ。俺にだって、本以外にも欲しい物はあったぞ！』

「へぇ、何よ？」

『図書カード』

「…………はぁ」

『え!?　何でそんな呆れた顔をするの!?』

　その『やっぱりこの犬は……』みたいな顔は何!?　図書カード最高じゃないですか。だって、書店に行ったらポイントと本と交換出来るんだよ？　それってつまり、この世の中で最大級の価値を秘めているってことじゃないですか。紙し幣へいなんか廃はい止しして、全部図書カードにすればいいのに！　これで我が国の経済問題は全て解決だ！

「アナタ、書店の娘が、妹から図書カードを貰って嬉しいと思うの？」

『お前、それを言ったら砥石はどうなんだよ』

　妹からプレゼントで砥石なんか贈られた日には、一狩り行かなければならない強きよう迫はく観かん念ねんに苛さいなまれそうですよね。

『じゃ、じゃあ、お姉さんへの誕生日プレゼントに何かをあげたことはないのか？』

「お姉ちゃんに？」

　そうだ。自分が欲しい物で良いアイデアが出せないのであれば、過去に贈おくった物から考えれば良い。実体験に勝るものはないぞ。

「そうね、砥石をあげたことがあるわね」

『……うわぁ』

「そういうアナタは、円まど香かに何かあげたことはないの？」

『あるよ。図書カード』

「……うわぁ」

　お互いがお互いの意見にドン引きする。主張がブレないのは素す晴ばらしいことだが、この期ごに及んでは、俺も夏野も役立たずにも程がある。弥生に、協力をするとは言ったものの、どうすりゃいいんだこれは。

「ね、ねえ、弥生ちゃんは、何か欲しい物はあるの？」

『あ、こいつ』

　自分達の役立たなさに気が付いたのか、夏野は早々に自分の意見を放り投げ、少し離れた場所から俺達のやり取りを見ていた弥生の意見をも取り入れようとしている。年長者のプライドはないのか。つーか、さっきから俺と普通に話しているところを見られているんですけど、良いんですかね。今更だけど。

「やよいの欲しいもの？」

「そう。ひょっとしたら桜も、弥生ちゃんと同じ物を欲しいかもしれないわよ？　何か欲しい物はある？」

「やよいの欲しい物かぁ……うーん」

　弥生は、一度腕を組むような仕草をして俯うつむく。しかし、すぐに顔を上げ。

「赤ちゃん!!」

　そう、大きな声で叫んだのだった。




『ど、どうしよう……』

　丘の上公園の空気が、弥生の言葉によって完全に凍り付く。

　てっきり年相応に玩具おもちやとかぬいぐるみ、はたまた本だろうと高をくくっていたが、まさかこんな爆弾が眠っているとは思わなかった。どうすりゃいいんだよ、この空気。

「やよいね、赤ちゃんが欲しい!!」

　凍り付いた空気も気にせず、続けて語られる弥生の言葉。

「あのね、この前の誕生日にお姉ちゃんにも聞かれたから答えたんだよ。赤ちゃんが欲しいって、でもお姉ちゃん、赤ちゃんはくれなかったんだよ」

『桜の奴、大変だったなぁ』

　その言葉を聞いた時の、桜の引きつった笑顔が思い浮かぶようだ。

「ねえ、夏野おねーさん。赤ちゃんって、どうやって作るの？」

『!?』

「お姉ちゃんがくれなかったから、やよいは自分で赤ちゃんを作ろうと思ったんだよ。でも、お姉ちゃんは作り方を教えてくれなくて……。いつもはポスターの貼はり方かたとか、カバーの付け方とか、何でも教えてくれるのに」

『桜の奴、本当に大変だったんだなぁ』

　どうして本田家の連中は皆、桜に対して心的ストレスを与えたがるのだろうか。そんなんじゃ、そのうち本当に非行に走ることになりかねないぞ。

「……そう、赤ちゃんの作り方ね」

『夏野？』

　弥生の無む邪じや気きな態度に、夏野はしばらく無言だったが。腰を落とし、小さな弥生の両肩に手を置いて向き合う。そして一呼吸置いて、真剣なまなざしのまま。

「良い？　まずは布団ふとんを用意してね」

『マジで何を教えようとしているの!?』

　ここは少しごまかしが入るタイミングじゃないの!?

　ド真ん中の豪速球じゃないですか！

「あら、進むべき道が分からない後こう輩はいには、きちんと道を示してあげるのも先せん輩ぱいの務めじゃない。知りたいと欲するのであれば、私は教えることにためらいはないわ」

『そこはためらえよ！　相手はまだ小学生なんだぞ!?　コウノトリさんやキャベツ畑さんの出番ですよね!?』

「いやね、冗談よ。そんなことをする筈がないじゃない」

『冗談に聞こえなかったんだけど!?』

　小学生相手に、真顔で何を言い始めるのかと思った。いざとなったら、どんなことをしてでも阻そ止しする覚悟でしたよ。

「でも、何で赤ちゃんが欲しいの？」

　そう、弥生の奴、どうして赤ちゃんだなんてとんでもないことを。まさか本田書店で、変な本でも読んだんじゃないだろうな。いや、あの店には、そういういかがわしい本は基本的に置いてない筈だけど。

　弥生は、うーん、と考え込む様子を見せて。

「あのね、やよいね。妹が欲しいの」

「妹？」

「うん、お姉ちゃんにはやよいがいるけど。やよいには妹いないもん。だから、やよいにも妹が欲しかったの！　妹って、赤ちゃんなんでしょ？」

「何だ、そういうことだったのね」

『理屈は合ってるような気はしないでもないけど。色んなところが間違ってるような』

　夏野は、微笑みながら。

「良い、弥生ちゃん？　赤ちゃんと妹は違うわよ。それに、妹が欲しいんだったら桜じゃなく、お父さんに言わないと駄目よ？」

『ああ、オッチャンの引きつった顔がありありと目に浮かぶな』

　ひょっとしたら、泡を吹いて倒れるんじゃないだろうか。

「それにね。赤ちゃんは一人だけじゃ作れないのよ。自分以外にも、パートナーがいないとね」

「……ぱーとなー？」

「ええ。パートナーとは、いつも一緒にいてくれる相手。それに、異性じゃなければいけないわね。弥生ちゃんは女の子だから、相手は男の子じゃなきゃ駄目よ。それでね、海辺のホテル、月と星だけが二人を見下ろす場所で、いつしか片方が服を脱いで」

『その辺にして!?』

　だから何でそう直球で行こうとするんです!?　大人なんだから、もう少し言葉を選ぶとかしてくれませんかね!?

　そんな夏野の暴走に、しかし弥生は真面目な顔をして、熱心に聞き入っている。

「その、ぱーとなーは男の子じゃなければいけないの？」

「まあ、一般的には男でないと駄目ね。科学の進歩によっては、ワンチャンあるかも分からないけど」

『そこは素直に男だけって言っておけよ』

　科学の進歩に対して変な誤解が生じるだろ。




「～～♪」

　と、突然辺りに聞こえる電子音。見ればその発信源は、夏野のようで。

『……電話？』

　夏野は黒いコートのポケットから、黒い携けい帯たい電話を取り出す。

　滅めつ多たに使うのを見たことがないせいだろうか。夏野霧姫と、携帯電話の組み合わせには何だか妙な新鮮さを感じる。つーか、ここ最近はともかくとして、家から出ることなんてほとんどないのに、こいつが携帯電話を持つ意味なんてあるのだろうか。携帯されない携帯電話にどんな意味が？

「鈴すず菜なからだわ。何の用かしら？」

　携帯電話の着ちやく信しん欄らんを見る夏野。どうやら、夏野霧姫こと作家・秋山忍の担当編集者である、柊ひいらぎ鈴菜かららしい。しかし、夏野は通話ボタンを押そうとしない。

　夏野が電話に出ないせいで、飾かざり気けのない着信音が流れ続ける。

『おい早く出ろよ』

「そうね」

　夏野は、通話ボタンを押して。

「お世せ話わになっております、書しよ林りん」

　すぐに切った。

　電話の向こうで鈴菜が応答を開始すると同時に、通話終了のボタンを押す夏野。ギリギリ変態の声は確認出来たが、しかし意思の疎そ通つうは勿論出来る筈はなく。

「さあ、話を再開しましょうか。えっと、服を脱がせて、首筋に手を当てて、その後どうするかって話だったかしら？」

『一体どこからツッコめば良いか分からないけど、とりあえずその話題はＮＧだ』

　何でまたそこに戻ってこなければいけないの？　もう通り過ぎた過去じゃないか。振り返るのは止めよう。

「～～♪」

　再び聞こえ始める、飾り気のない着信音。発信源は、勿論夏野の持つ携帯電話。当然、相手は編集者の方でしょうね。そりゃあんな切り方をされたら、すぐにかけ直してきますよね。

　夏野は、嫌そうにしながらも再び通話ボタンを押し。

「せんせ」

　またすぐに切った。

　さっきよりも早い。記録更新である。

「～～♪」

　しかし、三度響き渡る着信音。もはや鈴菜も、意い地じになっているのかもしれない。もしくは、会話をしないで電話を切られることにドＭ的な悦よろこびを見いだしているのか。後者の確率が高すぎて凄い嫌になるんですけど。

「夏野おねーさん。電話出なくて良いの？」

「大丈夫よ弥生ちゃん。この電話はね、出ない方が良いの。むしろ出ないことでお互いに有益な結果をもたらすのよ」

「ユウエキナケッカ？」

「第一、この私と話をしようというのにたった一本の電話で済ませようとするなんて。一体どういうつもりなのかしら。用があるなら、菓か子し折おりの一つや二つを持って部屋まで来るのが礼れい儀ぎでしょうに。来たら、ちゃんと窓から突き落としてあげるのに。勿論パラシュート無しで」

『それがお前流の礼儀なのか、凄いな』

　つーか、屋おく外がいにいる時点で、夏野の所に辿り着くのは不可能ではないのか。発信器でもついているのならともかく。屋外にいるのを捕まえる為に携帯電話を持っている筈なのに、電話に出ないって、じゃあ何で持っているんだよ。

『……ん、電話？』

　そうだ。思いついた。

『おい夏野、今すぐその電話に出るんだ』

「嫌よ、面めん倒どうくさい」

『本当に何で持ってるの!?』

　そこまでして出たくないのなら、もういっそのこと引き出しの二重底の下にでも入れておけよ。取ったら燃えるような仕掛けでも入れてさ。

『いや、あの変態にも意見を聞いてみようぜ。俺達だけじゃ桜の誕生日プレゼントが決められないんだし。あいつの意見ってのも、ひょっとしたら、万が一、役に立つかもしれないだろ？』

　弥生の赤ちゃん発言に頭がいってしまい、最初の目的をすっかり忘れてしまっていた。桜の誕生日プレゼントについて考えることが主題なのだ。俺達だけで決められないのなら、他の奴らの頭も使えば良い。

「……成程。一理あるわね」

　夏野は小さく笑うと、俺達の前で通話ボタンを押し、三度目の通話を開始する。向こうが何かを言うよりも早く、鈴菜に向けて問いかける。

「ねぇアナタ、高校生の時に欲しかった物って、何かある？」


　　　　　　　　



　こうして、夏野が電話をかけ、意見を広く集めることにしたのだった。

　質問の内容は『高校生の頃に欲しかった物は？』。

　回答は以下の通りである。




　ＣＡＳＥ１　柊鈴菜の場合

「高校生の頃ですかぁ。そうですねぇ。あの頃はあまりお金もなかったので高価で丈じよう夫ぶなロープが買えなくて、主に一〇〇円均一で販売している梱こん包ぽう用ようのビニールテープで代用していたんですよ。ただ、あれって重量をかけるとかなり細くなるじゃないですかぁ。一度使い方を間違えてしまいまして。思いっきり喉のどに食い込んでしまったんですよね。あの時は天使が見えましたねぇ」




　ＣＡＳＥ２　春海円香の場合

「え、今欲しい物？　えっと、大きめの寸ずん胴どう鍋なべが欲しいかな？　あのですね、寮りようでもカレーを作って皆に食べて貰っているんですけど。最近、作っても作ってもカレーが無くなっちゃうんですよ。だから、一度にもっと沢たく山さん作れるように、大きな鍋が欲しいなって。でも、おかしいですよね、量は減へってるのに、皆食べてないって言うし。まさかカレーが勝手にどこかに行ったって訳でもないだろうし……」




　ＣＡＳＥ３　大おお澤さわ映は見みの場合

「え、せせせせ先輩!?　どうしたんですか!?　え？　ほ、欲しい物ですか？　え、いや私なんかが欲しい物なんてこの世に存在しないというか、私が何かを欲しがる資格なんてないというか……あ、でも、あえて言うなら最近下着がキツくなってきたので新しいのが欲しいなって、でもあんまり可愛いのがない、ってごめんなざい！　ごめんなさい！　私如ごときが下着業界に反逆を試みてごめんなさい！」




　ＣＡＳＥ４　姫ひめ萩はぎ紅葉もみじの場合

「高校生だったことがないので分かりません」




　通話終了ボタンを押して、電話を切る夏野。

「…………」

『…………』

　俺達の顔は暗い。

「参考になる意見、あったかしら？」

『うん、ごめん。俺が悪かった。言い出しておいて何だけど。俺の周りの奴らって、何で揃いも揃ってこんな感じなんだろうな』

　正直、もう少し役に立つ情報が手に入れられると思ったんだけど。さすがにちょっと、人間関係を考え直したくなった。つーか夏野さんってば、紅葉の電話番号とか知っているんだね。何、実は仲良いの？　あと、円香の友人達にはいずれきちんと挨拶に行かねばならないと思う。兄として。

「もういっそのこと、ロープと寸胴鍋とブラジャーを兼ね備えた、全く新しいプレゼントでも用意する？」

『新し過ぎるだろ。一体どんなプレゼントだよ』

　一応は、弥生からのプレゼントっていう扱いになるんだし。そんな奇き天て烈れつな物をあげちゃったら、本田家で緊きん急きゆう家族会議が開かれてしまう。

「～～♪」

『ん？』

　さてどうするかと考える俺達に、再びかかってきた電話。また鈴菜だろうか。まだ何か用があるのか。それとも、そんなに責め苦を味わいたいのかな。今の夏野はとても機き嫌げんが悪そうなので、それなりの奴をお見み舞まいして貰えるのではないかな。

「!?」

　着信欄を見た夏野の表情が目に見えて変わる。心底面倒だという表情へ。

「……どうやって、この番号を」

『何だよ、鈴菜じゃないのか？』

「もっと面倒な奴よ」

　吐き捨てるように呟く夏野だが、果たして鈴菜より面倒な奴なんているのだろうか。あの変態だって世界でトップを争うレベルで面倒だと思うんだけど。

　辺りに流れ続ける着信音。携帯電話の着信画面を見続けた夏野は、一度首を振ると、諦あきらめたかのように俯き、通話ボタンを押した。

「早く出なさいよ!!」

　通話が繋がると同時に、向こうから飛び出してくる高い声。

「このマキシ様を待たせるだなんて、全然輝いてないわ!!」

『うわぁ、面倒な奴だ!!』

　それは確かに世界一面倒な奴こと、アイドル作家秋あき月づきマキシからの着信であった。




　ＣＡＳＥ５　秋月マキシの場合

「ふっふっふ、話は聞かせて貰ったわよ黒いの。え、何で知ってるかって？　それは勿論、この輝けるあたしは今、輝ける後輩である藤ふじ巻まき蛍ほたると一緒にいるからよ！　そう、平へい安あん堂どうの編集部！　あんたには立ち入れない場所で、二人……いや大だい門もんとかはいるけど、広こう義ぎにおいて二人でいるってことよ！　あ、切ろうとするんじゃないわよ！　ちゃんとアドバイスをしようと思って電話してあげたんだからね。高校生の頃に欲しかった物だったわよね？　というかそもそもあんた、何でそんなことを聞こうとしてるの？　だ、か、ら、切ろうとするんじゃないって言ってるでしょ！　質問に質問で返したって別に良いじゃない。何か理由があるんでしょ。いいから早く教えなさ……そう、お姉ちゃんに贈るプレゼントを決めあぐねている妹がいるのね。全く、最初っからそう言いなさいよね。良い？　下手なことを考えないで、精一杯の贈り物をすれば良いだけよ。下手に品物に凝ころうとしないでね。妹からプレゼントを貰って喜ばない姉なんていないんだから。お姉ちゃんを甘く見るんじゃないわよ。妹からのプレゼントならどんな物でも受け止めてみせる!!　あぁ、そんな姉妹愛に満ちているあたしも輝いて」

　切った。

　結局、途中で切った。




　通話口から発せられるマキシの高い声。

　携帯電話から離れた場所にいる俺にも、十二分に届いたそれは。

『まともだ』

　何だか長ったらしくてウザったいのは、ともかくとして。そのアドバイス自体は、実にまともだった。

　正直、どうせ輝きを増す為のシャイニングなアイドル術の指し南なん書しよとか、そんな良く分からない物を勧めて来るとばかり思っていたけど。きちんとこちらの意図を感じ取り、的てき確かくかつ完かん璧ぺきなアドバイスをして来た。まとも過ぎて、もはや、本物のマキシかどうかを疑うたがうレベルだ。秋目マキツさんとかじゃないよね？

「成程ね。白いののくせに、中々真っ当なことを言うじゃない」

『夏野？』

　携帯電話をポケットにしまいながら夏野は呟く。携帯電話は既に電源が切られており、これ以上の着信はなさそうだ。

「ねえ、弥生ちゃん？」

「夏野おねーさん？」

　夏野は、再び弥生の肩に手を置いて正面から向かい合う。

「お姉ちゃんのことは好き？」

「うん、大好き!!」

「どうして？」

「だっていつも優しいもん！　たまに怖いけど！」

「そう。だったら大丈夫よ。どんな物でも、きっとお姉ちゃんは喜んでくれる筈よ。だって、これだけ沢山のことをソコウチョウサしてきたんでしょ？」

　夏野は弥生から水色のノートを受け取ると、中をペラペラと捲って見せる。そこに書かれているのは、確かに他た愛わいもないことや、日々の些さ事じばかりなのかもしれない。しかし、桜へのプレゼントの為に、あんなにも真剣になっていた。真剣にノートに書き込んでいた。そこに込められた桜への想いは、どんなプレゼントにも勝るに違いない。

「何でも、良いの？」

「ええ、何でも。ただね、しっかりと想いを込めなければ駄目よ。お姉ちゃんへの、気持ちをね。出来るかしら？」

　弥生は、僅わずかに不安そうに俯く。しかし、次の瞬間には顔を上げ、夏野を見る。

「うん！　出来る！」

　そう答える弥生の表情は、今日一番の笑顔で。

「やよい、お姉ちゃんの為に頑張るね！」

　それは、頭上に輝く太陽にすら負けない程に、燦さん々さんと光り輝く笑顔であった。


　　　　　　　　



「ごめんなさい夏野さん。お相手をさせてしまったみたいで。何か、ご迷めい惑わくをおかけしませんでしたか？　ほら、弥生も！」

「ありがとうございました！」

「違うでしょ？　ごめんなさいでしょ？」

　夏野から連絡を受け、弥生を迎えに来たエプロン姿の桜。弥生と二人並び、俺達に向けて頭を下げる。

「別に、そんな謝あやまるようなことなんて何もないわよ。ただ、ちょっとだけ弥生ちゃんと遊んでいただけだもの」

「え、そうなん、ですか？」

「ええ。本当に、ただちょっと遊んでいただけだから」

「は、はぁ……弥生、本当？」

「うん！」

　まるで共犯者のような笑みを浮かべる夏野と弥生。その笑顔に翻ほん弄ろうされる桜を見て、俺も思わずにやけてしまう。

「ほら、帰ろうお姉ちゃん！」

「う、うん……」

　不ふ思し議ぎがる桜に、弥生は自らの右手を伸ばす。

「パパに任せていたら、お店無くなっちゃうよ？」

「さ、流石さすがにお父さんといえども、そこまでは……多分、大丈夫の筈だけど」

　苦笑しながら、弥生の伸ばした右手に、自らの左手を重ねる桜。

「じゃあ、帰ろっか」

「うん！」

「では、夏野さん、クロ、また」

「じゃーねー！」

　振り返り、俺達に向けて小さく手を振った後。手をつなぎ帰き路ろへ就く桜と弥生。

　二人、お互いに歩幅を合わせつつ並んで歩く姿。

　それはまさしく仲の良い姉妹の姿であった。




「それじゃ私達も帰りましょうか」

『そうだな……あっ！』

「どうしたの？」

『そういや、元々俺は本田書店に本を買いに行ったんだった。さすがに、今この状況下で二人に付いていくのはマズイよなぁ……』

「さすがに、自じ重ちようしなさいよ」

『そう、だね』

　いくら俺といえども、あの二人に割り込むのは中々にハードルが高い。よし、ここは一度帰って、時間をおいてから行くとしよう。

「自重しなさいって言っているでしょ」

『でも、だって俺だって……うーん』

　桜達とは反対方向に歩き出した夏野に付いて、俺も公園を出る。

　風に乗って、桜と弥生の会話が聞こえて来る。




「ねえお姉ちゃん」

「何、弥生？」

「楽しみにしていてね？」

「え？」

「頑張って作るから。いっぱいいっぱい頑張って作るから！」

「作るって？　何を？」

「クロとの赤ちゃんを!!」

「……は!?」

「クロも男の子だもん。クロとなら大丈夫だよね？　ねえ、お姉ちゃんも、やよいと一緒で新しい妹が欲しいでしょ？　だって沢山いた方が楽しいし！　お店のお手伝いだって皆で出来るよ？　ねえお姉ちゃん、やよい頑張るから。頑張って、いっぱい気持ちを込めて作るから。楽しみにしていてね！」

「や、弥生!?　一体何があったの!?　お姉ちゃんにちゃんと話して!?」




　その後。

　一人の姉によって、妹を問とい質ただす声と、

　一人の作家の攻撃から、必死に逃げようとする犬の悲鳴が、

　新稲葉の街に響き渡ったという。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ロープ】……　柊鈴菜曰いわく、粗そ雑ざつなロープを使って快楽を求めることは短絡的であり、結果的に自分の首を絞しめることになるらしい。

【アイドル術の指南書】……　アイドルとして芸能界の荒波を越えて行く、その為に必要な術を事細かに記した秘伝の書。トーク術やダンス術、ソング術やモデル術など、これさえ押さえれば一流アイドル間違いナシという触れ込みだが、しかし全てを極める為には数十年の歳月が必要である為、極め終わった時には既にアイドルとしての適齢期を終えていることがほとんどであるという、何とも罪作りな一冊。




















「……どうして、こんなことになったんだろう」

　自問してみても、答えを得ることはなく。

　私は呆ぼう然ぜんと、目の前で起こっている事態を見つめている。

　高校で出来た友人達の買い物に付き合って訪れただけの筈はずだったのに。何事もなく平穏無事に、いつものように普通に過ぎて行く一日の筈だったのに。

　気付いてみれば、こんな落とし穴。

　神様は、普通の女子高生である私に、どうやらとんでもないサプライズを用意してくれたらしく。現在、私は人生でも最大のピンチに立たされていた。

　その元凶は、目の前の黒い人影。

　全身から発せられているのは、殺意だか戦意だか知らないけれど、とにかく傍にいるだけで震ふるえが走るような冷たい空気。うちの沢たく山さんいる兄達が、束たばになっても敵かなわないと確信出来る程の、あまりに圧倒的な強者のオーラで。

　目の前に立っている私は、ただ立たち竦すくむばかり。

　自分が何をする為に、ここにいるのかを、忘れてしまいそうになる。

（……本当に）

　本当に、どうしてこうなったのだろうか。

　私の普通の一日は、どこで脇道に逸それたのだろうか。

　分からない。分からないが、しかしどうすれば良いのか。

　この、触れれば斬きれるような緊きん張ちよう感かんの中で、私は何をすべきなのか。

　何もかもが遠く、分からなくて。

　ただ、逃とう避ひするように思い出すのは、そもそもこのような事態に至る前、円まど香かやアリスと共に、このカメラのムカデ屋ビルを訪れた時の記憶だった。


　　　　　　　　







　　　五月　三日






　私こと陸む奥つ田た奈な央おは、ごく一般的な普通の女子高生である。

　少しだけ他人よりも背が高いのと、少しだけ他人よりも兄が多いこと以外は、普通の女子高生。先月、東ひがし川かわ高校に入学したばかりだ。まだ慣れない高校生活ではあるが、寮りようで同室になった妙な友人のおかげで、まあそれなりな毎日を送っている。

　今日は、その友人達に連れられて、こうして買い物に来たのだ。

「……さて」

　目の前には、カメラのムカデ屋ビルがそびえ立っている。

　この辺りでも有数の乗降者数を誇ほこる登のぶ井い駅、その駅前に堂々と居きよを構かまえる、立りつ派ぱな複合商業ビル。食料品や電化製品や生活必ひつ需じゆ品ひん、ともすれば武器の類たぐいまで手に入るなんて噂うわさもあるくらいだ。

「中には大和やまと書店も入ってるから、怖いものなしだよ。何しろ、揃そろわない本は無いって豪ごう語ごしているくらいだもん」

「それは、凄すごいな」

　大和書店。

　ビルのワンフロア分をまるまる利用した広い売り場面積に、ぎっしりと揃えられた本、本、また本。本好きの人間ならば一目見ただけで喜びで卒そつ倒とうするレベルの品揃えを誇り、都内のみならずあちこちから客が訪れるという。探している本があるならば、まずここに来れば間違いないと、そんな風に言われるほどの大型書店だ。

　まあ、私にはあまり縁えんのない場所だけど。

「奈央ちゃんは、本屋さんにはあんまり行かないの？」

「ん？　まあ、そんなに行かない、かな？　読みたい本があれば買いに行くけど。大抵、兄さんが買って来る本だけで十分だし」

「あはは、そうだよね。何でお兄ちゃんってあんなに沢山本を買ってくるんだろうね。うちのお兄ちゃんもそうだったよ。一冊買いに行くだけだったのに、何な故ぜか五冊も買ってきたりして」

「いや、それはどうかと思うけど」

「あんまり本が増え過ぎて、床が抜けそうになったこともあったよ。いや、ほとんど抜けてたんじゃないかなぁ」

「どうかと思う！　本当に!!」

　そう、楽しそうに話すのは、春はる海み円香。

　寮の同じ部屋に住み、同じクラスに在ざい籍せきし、更には隣の席に座るクラスメイト。生活態度、授業態度も申し分なく、授業の受け答えから察するにきっと成績も優秀だろう。

　非の打ち所のない、とても良い子である。

　まあ『良い子』＝『真っ当な子である』という流れにならないのが問題なのだが。

　普通にしていれば見み目め麗うるわしい美少女なのに、どうも言動の端はし々ばしに危険な部分が見え隠れすることがあり、まるで狩人のように鋭するどい視線を見せることもある。

　更に、テニス部に入っている訳でもないのに、何が入っているんだか良く分からない巨大なラケットケースをいつも持ち歩いている。

　この前気になって、『そのラケットケースの中には何が入っているんだ？』と聞いてみるも、円香は不敵な笑みを浮かべて『奈央ちゃんが私の敵になったら分かるよ』などと意味不明の供きよう述じゆつを繰くり返かえすばかりで。

　あと、頻ひん繁ぱんにカレーを振る舞おうとしてくるのだが、それについては説明は止やめよう。思い出したくない。忘れていたい。円香がカレーの話を始めた時、いかにして話題を逸らすかが、当面私が習得しなければならない技能である。地じ味みに近づいてきている中間試験なんかよりも、よっぽど重要だ。だって、試験の点が悪かろうが、別に死ぬことはないのだから。

　まあ、そんな風に色々とある娘であるが、少なくとも一緒に居て退たい屈くつをすることだけはない、そんな子である。




　そして、もう一人の同行者。

「確かに立派な建物ねっ！　さしずめ、悪者が潜せん伏ぷくするのにおあつらえ向きな場所って感じじゃない！　この私の薄灰色の脳細胞にビンビン来るわ！」

「おい、一応は往おう来らいなんだからあんまり大声で叫ぶなよな。恥ずかしい」

　溜ため息いき一つ。すぐ隣で甲かん高だかい声を張り上げている、妙な髪型の同行者を見る。

　周りの迷めい惑わくも顧かえりみず、大声で叫んでいるその姿は、にわかに注目の的まととなっているが。しかしそれは、彼女の容よう貌ぼうによるところも大きいだろう。

　空そら戸とアリシア。愛称はアリス。

　寮の隣の部屋に住み、同じクラスに在籍し、私の前の席に座るクラスメイト。

　フランス人と日本人のハーフで、小柄な金髪美少女で、探偵だ。

　属ぞく性せいを盛り過ぎだろ、と思わないこともないが。見ている分には、人形のように可か愛わいらしい美少女である。あくまでも、遠くから見ている分には、だけど。

　出会ってからの約一か月、それが探偵の性さがなのか、それともアリス自身の目的の為なのか。様々な場所に突とつ撃げきして行って、勝手に自じ爆ばくして帰ってくるという日々を送っている。もれなく付き合わされる私の身にもなって欲しい。

「あらどうしたのナオ、顔色が悪いじゃない」

「お前のせいだろ、お前の」

「ナオったら、昨日夜よ更ふかしをしちゃったのね？　深夜にやっている外国映画を見て、叶かなわぬ恋の物語に涙を浮かべて、自分の境きよう遇ぐうと重ね合わせて泣いちゃったのね!?」

「私は、そんな奇き矯きような境遇にはないんだけど」

「うん、寝不足で可か哀わい想そうなナオの為に、ここは私がお婆ばあさま仕込みの子守唄を聞かせてあげる！　バスティーユ監かん獄ごくで大ブームだった歌を！　さぁ、いずれ〝子守唄探偵〟としても名を馳はせる予定の私の歌を聴きなさい!!」

「それ、本当に子守唄なのか？」

　もっと血ち腥なまぐさい何かではないのか。

　まだ知り合って、一か月程度しか経たっていないことを置いておいても。この空戸アリシアという少女は、基本的に良く分からない。

　遠くフランスから、怪かい盗とう二に面めん相そうとやらを追って日本まで来て、そして私と同じ東川高校に入学したそうだが、あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな人生だと思う。普通の人生を是ぜとしている私にとっては、まるで正反対の生き方だ。

「今度、実家から持って来た恋愛映画セットを貸してあげるから、泣きまくりなさいよね！　フランス映画って基本似たような話ばかりだから多分退屈すると思うけど！」

「え、何、フランス嫌いなの？　祖国をディスり過ぎだろ」

　うん、本当に、良く分からない子である。




　そんな二人と共に、私は今日、このカメラのムカデ屋にやって来た。

　五月の連休。特に実家に帰る予定の無かった私が、ただひたすらに寮の自室で暇ひまを持て余していたところへの誘いだった。とは言っても、特に私自身には目的などない。ただ、うちの家は兄が多く、女友達と出かける機会自体も少なかったので、実は楽しみだったりする。

「で、まずはどこへ行くんだ？」

「はあ？　それを今話しているんでしょ。ナオってば、まだ寝てるの？　それともバカなの？」

「うるさい」

　人をバカ呼ばわりするバカに三番目の兄上仕込みの手刀を軽く入れつつ、辺りを見回す。ここらで一番の商業施設、カメラのムカデ屋。普段から人で賑にぎわっている場所ではあるけれど、それにしても今日は、特に人が溢あふれているような気がする。連休というのもあるのだろうが、入り口ですれ違う人達が皆、期待に満ちた笑みを浮かべて、どこかへと急ぎ足で向かっているような。

「何か、イベントでもやっているのかな？」

「うーん、新作カレーの展示会でもやっているとか？」

「いいえ違うわね、これは怪盗二面相の仕し業わざよ、そうに違いない！　地球が丸いのも、日本列島が弓なりなのも、全部二面相の仕業なんだからっ!!」

「んー、でも、どこかにカレーがあるんだったら、分かる筈なんだけどなぁ。風で」

「おのれ二面相！　絶対に捕まえてやるんだから！」

「あんた達……」

　何で二人ともそんなキャラが立ってるんだろうか。

　まあ、円香とアリスの戯ざれ言ごとは無視して、注意深く辺りを観察すれば。

　行列が、ビルの外から中に向かって伸びている。急いでいる人の流れは、どうやらその行列の最後尾へと向かうものだったようで、『最後尾はこちら』と書かれた看かん板ばんを、スタッフらしき黒スーツにサングラスの人物が掲かかげている。

　そう言えばこのビルの上層階には、様々なイベントを開かい催さい出来る催さい事じ場じようが存在しているらしい。こうして一階から行列が伸びているということは、そのまま催事場に入場出来ない程の大人数が集まっている、ということなのか。

　そんなに大だい規き模ぼなイベントがあるのか、一体何のイベントなのだろうかと思い、行列を見ていると。

「……ん？　あれって」

　ビルの奥、階段の方へと向かう行列の先頭に、見知った顔を見つけた。

「小お埜の木ぎ先生？」

　円香とアリスも、それに気が付いたらしい。僅わずかに驚おどろきの表情を浮かべて。

「本当だ、小埜木先生、だ」

「ええそうね、私の薄灰色の脳細胞による推理でも、あれが小埜木先生に間違いないと示しているわ！」

「わざわざ推理しなくても、見れば分かるだろ」

　行列のまさに先頭。黒いスーツをかっちりと着込んだ、眼鏡めがねの女性。それは我が東川高校で古文の教きよう鞭べんを執とっている、小埜木彩あや花か先生だった。

　直接授業は受けていないが、学校では良く見かける顔だ。かっちりとしたスーツに眼鏡というキャリアウーマン風のその着こなしも、学校での格好と同じなので見間違いということもないだろう。

　そんな彼女が、このムカデ屋にいるのは別に珍めずらしいことではない。ここから数駅行った所にある東川高校の教師ならば、この近隣に住んでいてもおかしくはない。買い物でここを利用することもあるだろう。

　気になったのは、珍しいと思ったのは、その小埜木先生の表情だった。

「へえ、小埜木先生って、あんな顔をするんだね」

「楽しそうだったわ。長年の謎でも解いたみたいに」

　そう。彼女は、小埜木先生は、笑っていた。まるで子供のように。これから待ち受けることが楽しみで仕方がないと、そう言外に語るような満面の笑顔。私達の姿に気付くこともなく、行列を率ひきいるようにして歩いて行った。

　小埜木先生の印象は、良く言えば真ま面じ目め、悪く言えば堅過ぎる、そんな感じの先生である。進学校である東川高校の教師ということで、その真面目な態度は別に何の問題もないのだが。その分、今見た表情は妙に印象的で。あんな表情もするんだ、と素直に感心してしまう程で。

「……何だか、凄すごいものを見た気がする」

「うん、何だか可愛かったね」

「そうね、私のデータベースにも無い表情だったもの。これは記録したわ！」

「記録したのかよ」

　いつの間に撮さつ影えいをしていたのか。それはどう考えても盗撮なので、アリスの記録媒ばい体たいについては、後でチェックを入れておくとしよう。

　思いがけず見てしまった光景に、野や次じ馬うま根こん性じようが湧わき立たったのか。円香もアリスも、何だかわくわくとした表情を浮かべている。

「ねえねえ奈央ちゃん、小埜木先生ってば何があったんだろうね!?」

「いや、分からないけど……って言うか、あんまり追及するのはどうだろう？」

「もしかして、美お味いしいカレーの店でも見つけたのかな？」

「それで喜ぶのは円香だけだ」

「ハッ!?　まさか、長年追い求めていた宿敵の尻尾しつぽをついに摑つかんだとか!!」

「それで喜ぶのはアリスだけだから」

　この子達、ブレないなぁ。

　まぁ、先生がどうしてここに来たのか、どうしてあんなに楽しそうだったのか、それは確かに気になるけれど。しかしまさか、後をつけるなんてことは出来ない。先生にとっても休きゆう暇かなのだ。プライベートを邪魔しては駄目だ。どうしてもというのなら、この連休が終わった後にでも学校で聞いてみれば良いだろう。

「ほら、先生のことは置いておいて、私達も買い物をしよう。えっと、まずは何ど処こに行くんだっけ？」

「ええそうね、ナオの言う通りだわ！　じゃあ早速、バレないように追跡するわよ。いずれ〝忍者探偵〟としても名を馳せる予定の私の隠おん密みつ行こう動どう、見せてあげるわっ!!」

「……だから待てっての」

　駆け出そうとするアリスの首根っこを摑んで、引き戻す。

　話を聞けよ。買い物をするって言っているだろ。

　そもそも、隠密行動って見せてもいいのか。




　文句を言うアリスをなだめ、ムカデ屋ビルの奥にあるエスカレーターで上の階を目め指ざす。

「えっと、まずは円香の買い物から……って円香は、何を買いに来たんだっけ。昨日から、随ずい分ぶんと楽しみにしていたみたいだけど」

「勿もち論ろん、カレーの材料を買いに来たんだよ！」

「……カレーかぁ」

　一瞬にして気落ちする。

「ここはね、普通のお店ではあまり売っていないスパイスが揃ってるんだよ」

「スパイスって、普通に市販のカレールーとか使うんじゃ、駄目なの？」

「……奈央ちゃん？　冗じよう談だんはそれくらいにしておいた方が良いよ？」

「いや、別に冗談じゃ……何でもない」

　言葉と同時、こちらを見み据すえる円香の瞳ひとみが眇すがめられる。その顔が予想以上に怖かったので、そのまま黙ることにした。軽い口調ながら目が一切笑っていないので、このまま殺されるかと思った。怖いよ円香。

「カレー道は遊びじゃないんだよ。カレー道は、遊びじゃないんだよ」

「何で二回も言うの？」

「奈央ちゃんも気を付けるべきだよ。そんな半はん端ぱな気持ちでカレー道に踏み込むと、きっと痛い目を見るよ？」

「いや、そんな意味不明な道に踏ふみ込こむつもり……うん、そうだね。遊びじゃないね」

　円香の顔が怖いままだったので、ただ頷うなずくことしか出来なかった。この状態の円香に逆らうのは無理だ。横ではアリスがガタガタと震ふるえているのだが、無理もないだろう。

「着いたよ！」

「良かった、機き嫌げんが直って」

　訪れたのは、何だか良く分からない見た目の、そして良く分からない匂においのする店。看板に書かれた文字も何だか良く分からない。読めない。

　多国籍風な雰ふん囲い気きを持つ店内には、とにかく雑多な食料品が積まれている。巨大なチーズだとか、肉の塊かたまりだとか、大木だとか、本当にそれは食材なのか、というようなものまで陳ちん列れつされている。

「うん、やっぱりこの店の品揃えには恐れ入るよ」

　先程までの態度はどこへやら、心底楽しそうな様子で、円香は店内を歩き回る。

「私には良く分からないけど、そうなのか？」

「ここ以上に頼りになる店は他にないかな。良く来るものだから、すっかり常連さん扱いで、店員さんからサーの称号を貰もらったんだよ!!」

「……サー？」

「スタンプカードも、三枚目に突入したし。一〇枚集めると、永世会員の資格を得られるんだって」

「それは凄い……のか？」

　私と話しながらも、円香は次々とカゴに商品を入れて行き、見たことのない色をした小こ瓶びんが山と積まれていく。目にも鮮やかな色をしているけれど、それって化学薬品とかじゃないの。そもそも、スパイスを買いに来たんじゃなかったの？

「うーん、あとは……」

　持って帰るのも苦労しそうな量の商品が詰まったカゴを、円香は軽々と持ち歩く。

「あ、このお菓か子し美味しいんだよ」

「へぇ」

　円香は、妙に原色なスナック菓子を大量にカゴに追加する。

「このキャンディーも」

「ふうん」

　お次は、蛍光色のキャンディーを大量に。まだ買うのか。

「そうそう、この大だい福ふくも。入れると味がマイルドになるんだよね」

「ちょっと待って!?」

　勢いのままに頷くところだったけど、ちょっと待って。お願いだから。

「もしかしてそれ、カレーに入れるの？」

「うん、そうだよ？」

「スナック菓子も……キャンディーも!?」

　円香の言うカレーの深しん淵えん、普通の女子高生である私程度が理解出来るものではないと思うんだけど、それにしたって明らかにおかしいことくらいは分かるよ。

　しかし円香は自信たっぷりの様子で。

「コクが出る気がするんだよ」

「気がするだけなの!?　せめて一度確かめてからにして!?」

「ほら、カレー道は奥が深いから」

「それは奥が深いんじゃなくて、もう底なし沼とかなんじゃないの？」

「煮込んじゃえば大丈夫だよ。味は全部同じになるよ」

「さっきまでの自分の言葉を全否定してないか!?」

　カレー道、浅過ぎるよね!?

　頭を抱える私を尻目に、円香はさっさとレジに向かい、ポイントカードにスタンプを大量に押してもらっている。うん、色々な意味で強い子だ。その強さが、どうにも明後日あさつての方向に向かっているような気はするけれど。

　買い物を終えた円香は、商品が大量に入ったバッグを持ち上げて笑う。

「うん、良い買い物が出来たよ。奈央ちゃん、アリスちゃん、楽しみにしていてね！」

「……期待しないで待っているよ」

　今度こそ、私の意識が残ることを祈いのるばかりである。

「じゃあ、次はアリスちゃんだね」

「まっかせなさい!!」

　元気いっぱい、アリスが甲高い声で叫ぶ。

「私が、本物の買い物ってやつを見せてあげるから、期待してよね！」

「買い物に本物も偽にせ物ものもないだろ。で、アリスは今日は何を買いに来たんだ？」

「良くぞ聞いてくれたわね！　今日は特別に教えてあげても良いわよ！」

「いや、そこまで興味はないけど」

「うん、ナオの熱烈なリクエストにお応こたえして、私の買い物内容を特別に公開してあげようじゃない！　さあ二人とも、付いて来なさいっ!!」

「聞けよ」

　結局私の話を聞くことなく、アリスは高らかに叫ぶと、ずんずんと奥へと歩いて行ってしまう。円香と私も、慌あわててその後に続く。




　何故だか、人通りの少ない方へと向かうアリス。その足取りに躊躇ためらうような素そ振ぶりは見えない。そして、この先にはもう店員用の区画しかないんじゃないか、というような奥まった場所で、ようやくアリスは立ち止まった。

「ここよ！」

「……ここって」

　堂々と宣言している所、悪いんだけど。

　そこに、普通の店てん舗ぽはなかった。

　その代わりに。

　他の店舗と、壁かべの隙すき間ま。

　間口が数十センチ程しかないようなその隙間に、色々な品物を並べた、かろうじて露ろ店てんらしきものがある。とは言っても、看板の類は出ておらず、内部も薄暗いので、まず普通の客は見逃してしまうだろう場所だった。

「ここ、本当にお店なのか？」

「勿論！　我が家では代々このお店を利用していたとか、していないとか。とにかく由ゆい緒しよ正しいお店なのよ！　探偵用の道具は、ここで仕入れているの!!」

「……探偵用、ねぇ」

　確かに、こうやってビルの片隅に潜ひそんでいる様子は、探偵用らしいと言えなくもないが。しかし由緒正しいお店なら、もう少し堂々とした店構えでも良いのではないか。まるで、堂々と営業出来ない、やましい事情でもあるみたいだ。

「それで、ここは一体、どんなものを売っているんだ？」

「聞いて驚くんじゃないわよ！　シャッター音がしないカメラとか、切手サイズの盗とう聴ちよう器きとか、盗とう賊ぞく御ご用よう達たしの秘密のカギとか、そういった探偵の活動には欠かせないアイテムがここには揃っているの！」

「よし通報」

　流れるような動作で携けい帯たい電でん話わを取り出し、三つ数字を押そうとする私を。

「ちょちょちょちょっとー!!」

　飛んで来たアリスが、必死で止めた。

「な、ななななな何するのよナオ！」

「いや、通報を」

「つ、通報されたら私が困るでしょ!?　私の探偵ライフは、このお店なしには始まらないのよ！　ここでしか手に入らない探偵レアアイテムが多いの！　特に最近は、当局の監かん視しが厳きびしくて!!」

「目を付けられているじゃないか」

　だったらお客共々、そろそろ逮たい捕ほなんじゃないのか。というか、アリスの保護者は現役の警けい察さつ官かんではなかったのか。良いのか、こんなのを野放しにしておいて。

　アリスは必死で抵抗している。店をかばうように、両手を広げて立ちはだかる。

「て、店長さんも凄く良い人なんだから!!」

「良い人は非合法な物品を売ったりしないんじゃないか」

「闇やみの業界からもすっかり足を洗って、今はこうして手作りの盗聴器を売り、細々と生計を立てているの！　けなげな話だと思わないの!?」

「良い話風に言うなよ」

　というか手作れるの、盗聴器って。

　さて、どうしようかこの状況。私だけではどうにもならないので、振り返り、もう一人の意見を聞いてみることにする。

「なあ、円香はどう思う？」

「へえ、しおり型の盗聴器だって。これなら本の間に仕込んでおけば気付かれないかな？」

「円香!?　止やめて!!」












　店先に並んだ盗聴器に興味を示している円香を、慌てて引き離す。それを買うのはいけない。

「まあまあ、落ち着きなさいよナオ。ナオだってちょっと家族の様子を盗聴したり盗撮したりしたくなること、あるんじゃない？」

「ある訳ないだろ！」

　普通の女子高生に、一体何を仕込もうとしているんだこの金髪娘は。盗聴器を駆く使しする女子高生なんていてたまるか。

「……はっ!?」

「アリス？」

　と、アリスが突然、その動きを止めた。訝いぶかる私達に応えることもなく、真剣な表情で、バッグから取り出した妙な機械を耳に当てる。

「盗聴器から反応があったわ!!」

「また唐とう突とつに……って待て、一体何ど処こに仕掛けた盗聴器だ！」

「静かに……この気き障ざったらしい声は、間違いない、怪盗二面相よ!!」

「いたの!?」

　実在したのか、二面相。いや、以前確かに、その怪盗からの挑ちよう戦せん状じようらしきものを見たことはあるんだけど、アリスによる自作自演の線も疑うたがっていたのだ。正直に言うと。

　しかしアリスは、盗聴器に対して聞き耳を立てるような仕し草ぐさを見せると。

「急がないと逃げられちゃう!!」

　弾かれたように駆け出し、そのまま人ごみを縫ぬうようにして今来た道を戻っていく。あの小さな身体からだのどこにそれだけのパワーがあるのか。圧倒的な速さで。

「あ、待ってよアリスちゃんってば!!」

　そして円香も、アリスを追って走り出してしまう。放ほうっておけないと考えたのだろう。こちらも、重い荷物を持っているとは思えないほどの、これまた規格外の速度で。

　そんな二人の様子、突然の出来事に、私は一歩出遅れてしまい。

　とりあえずその場から駆け出してはみたものの。

　しかしいつの間にか踏み込んでしまった人の波に遮さえぎられて、揺られ惑わされて。

　その結果。私は、一人になってしまったのだった。


　　　　　　　　



「はぐれた」

　周りを見る限り、円香とアリスの姿は、どこにもない。

　怪盗を捕つかまえる為にどこかへ駆け出したアリス。そのアリスを追った円香。二人をあっさりと見失ってしまい、しかも人の波にぶつかったことで、私一人が取り残されてしまった。

「って、落ち着け、私」

　とにかく、大事なのは現状の確認だ。

　困った時には大地の力を感じ取って深呼吸だって、六番目の兄様も言っていた。正直何を言ってるのかまるで理解出来なかったが。とりあえず、強ごう引いんに人の波から抜け出して。落ち着いて、息を吸う。

「……ふう」

　それで、ようやく事態を考える頭に切り替わった。

　改めて、周りを観察してみる。

　この人の波は、先程ムカデ屋の入り口で見た行列の、その一部のようだった。

　一階からそのまま階段に沿そって上へと伸びていた行列が、しかし階段部分だけには収まりきらず、こうしてフロアの方にまで溢れ出したらしい。私が巻き込まれたのは、その一部分のようだ。下の階からここまで伸び、そのまま上の階へと向かう長い行列。この中に巻き込まれていたら、自動的に一番上まで運ばれて行ってしまうのではないだろうか。まさかとは思うが、アリスと円香がこれに巻き込まれてしまった、なんてこともあり得る。妙に熱気のあるこの行列に、割って入って確かめるような隙間はない。

「携帯も……駄目だ。繋つながらない」

　この人の波のせいか、連絡を取ることも出来ない。

　さて、そうなると、考えられる方策としては、ビルの入り口の所に戻ってみるか、あるいは巻き込まれたことを考えて列の終着点まで先回りしてみるか。普通の女子高生である私には、そんな普通の方法しか思いつかない。

　館内放送で呼び出すという手もあるのだが、さすがにこの歳でそれはどうかと思う。そもそもアリスたちが怪盗を追ってムカデ屋の外に出て行った可能性すらあるのだ。

「さて、どうしようか」

　そう、これからの身の振り方を考えようとして。

「……………………………………………………さい」

「……ん？」

　その、か細い声に、気が付いた。




「たす…………さい」

　声は、人ごみの中程から聞こえて来る。今にも消えそうなその声は、まるで助けを呼んでいるかのようで。

「誰か……助け……」

　いや、完全に助けを呼んでいる。

　考えるよりも先に、動いていた。緊急事態だ。こうなってしまえば、列に割って入ることくらい、何でもない。列に並んでいる人達に事情を話し、ちょっとばかりスペースを空あけてもらう。そのまま列の中に踏み込んで、声の聞こえた場所を探して。

　そこにしゃがみ込んでいる、一人の少女を見つけた。

　怯おびえた顔と、目尻に涙を浮かべながら、こちらを見上げるその姿を。

「……あ」

「立てる？　ほら、手を貸して」

　手を引き寄せて、強引に列の外へと引きずり出す。このままそこにしゃがんでいたら、人の波に押おし潰つぶされかねない。少女は、特に抵抗するようなこともなく、引かれるがまま立ち上がり、歩き出す。

　周囲の人に感謝を述べた後、その場を離れる。休きゆう憩けいスペースにあるベンチへと座らせると、彼女も、どうやら調子を取り戻したらしい。それでようやく、私も息を吐つく。

「落ち着いた？」

「は、はい」

　短い髪かみに眼鏡をかけた、線の細い気弱そうな少女。何かに怯えたような顔をしているのは、あの数の人間に囲まれていたからなのか、あるいは生来のものなのか。円香にしろ、アリスにしろ、私の周りにいる奴はどうにもバイタリティの強い子ばかりなので、こういったタイプの子は逆に新鮮に見える。

　この子は、あの長い行列に並んでいて、それで体調を崩くずしたんだろうけど。列からこうして抜け出す形になってしまったのは、やや不ま味ずかったか。それでも、あのまま放っておくことなどは出来なかった。

「ごめん、無理矢理に連れ出したりして」

「え？　あ、いいえ、そんなことはないです。ありがとう、ごめんなさい」

「……なら、良いんだけど。何があったの？」

「あの、その、頑がん張ばって列に並んでいたんですけど、ちょっと気分が悪くなっちゃって。それで、どうにもならなくなって」

「でも、大事にならなくて良かったよ」

「並んでいるうちに、私が列の一員として並んでいることが申し訳なく思えて来て、私一人のせいで列が無む駄だに延びてしまっているように感じて、このままじゃいけないと思い始めて」

「……い、いや、そこまで悩まなくても良いんじゃない？」

「私一人が死ねば、その分だけ列も短くなるし」

「そこまで思い詰めることなの!?」

「ひぅっ!?」

　少女は頭を押さえながら退しりぞく。

　いけない、思わず強い口調が出てしまった。ここ最近、円香やアリスにツッコミを入れる機会が多いせいで、すっかりツッコミづいてしまっている。あの子達相手ならこれぐらいでいいけど。初対面の相手に対してはちょっと不用意過ぎたか。

　少女は案あんの定じよう、怯えたように顔の影を強くして。

「ご」

「……ご？」

「ごごごごごめんなさい、私を助けてくれたのに、こんな生なま意い気きな態度取っちゃってごめんなさい！　恩人相手にごめんなさいばかりでごめんなさい!!」

「いや、いやいやいやいや」

　謝罪がエスカレートした。

　何だこの子、私はそんな酷ひどいことを言ってしまったのか。

　私に謝あやまり倒しつつ、その場で土ど下げ座ざしそうになる少女を、どうにか押おし留とどめる。こんな所で女の子に土下座させるとか、それはもう人間としてスリーアウトだ。ほら、周りの皆さんの視線が痛いから止めよう。止めて下さい、お願いします。




「………………今度こそ、落ち着いた？」

「………………は、はい」

　二人、息を切らして頷き合う。

　結局、私の方からも謝りまくることで、少女はどうにか落ち着いた。

　二人して謝罪合戦を繰り広げている様は、さぞ奇き異いの目で見られたことだろう。

　何だろう、アリスや円香を相手にしている時とはまた違う疲労感だ。悪い子でないことは分かるけど、もう少し自信を持つべきじゃないのか。アリスくらいに自信たっぷりでいろ、とまでは言わないけれど。

　ともあれ、話を元に戻そう。

　行列の方を見る。今から元の場所に戻ろうにも、既に列は進んでしまっているようだった。下の階を覗のぞいてみても、まだまだ沢山の人が並んでいる。あの中に再び入るというのは、中々難しそうで。

「さて、どうしよう」

「あ、ごめんなさ……あ」

「それはもう良いから。って、どうしたの、笑っちゃって」

「え、あの、前にも、同じような会話をしたことが、あって。その……友達、と」

「……へえ」

　その友達とやらも、さぞ苦労していたことだろう。

　まあ、今大事なのは、この子をどうするか、ということだ。事情を話して、列の途中に入れてもらうことは可能だろうか。さっき周りにいた人達の顔は、うん覚えている。

　しかしもう一度この子を、あの長い列に並ばせるには、ちょっと不安が残る。あの列から引きずり出してしまった責任、こちらにもあることだし。

　はぐれたきりである円香とアリスに関しても気になるが、しかしこの少女を放っておくことは出来そうにない。『自分より小柄な女の子は守ってやれ』とは二番目の兄貴の言葉だが、私もそうあるべきだと思っている。っていうか円香やアリスだったら、別に放っておいても何とかなりそうだし。怪盗を倒して戻って来そうだ。

　そして何より、この子は。

「……えっと」

「はっ!?　ごめんなさい！」

「そんな脊せき髄ずい反はん射しや的てきに謝らなくても」

　どうにも庇ひ護ご欲よくをそそるというか、放っておけない感を醸かもし出だしているのだ。

　だから、私が言うべきことは。

「じゃあ、後は任せてよ。あの列に、私が並んで来るから」

「え……いえ、あの、そんな、それは流石さすがに。ごめんなさいどころか、悪いです」

「いやいや、そんな状態で、またあの中にまた放り込むのはそれこそ良心が咎とがめるし。そもそも、列から連れ出しちゃったのは私だから。ここで休んでいればいい。あの列に並んで、何かを買ってくれば良いんでしょう？」

「あ、いえ、その、買う、とかじゃなくて」

「……ん？」

「サイン会の、列なんです。あれは」




　サイン会。

　それは書店や催事場を会場として利用し、読者が持ち寄った著作や色紙に対して、作家が自身の署しよ名めいを行う、というイベントのことだったっけ？

　どういうものなのかは知識として知っているけれど、実際に参加したことはない。五番目の兄さん、勝手に私の荷物に本を紛まぎれ込こませる程に本好きの兄さんならば、そういった経験もあるだろうけど。普段から本を読む習慣のない私にとっては、あまり馴な染じみのないイベントである。

　とにかく、あの不安げな眼鏡の少女から預かった本を手に、列に並ぶことにした。

　少女は最後まで固こ辞じし続けていたのだが、半ば強ごう引いんに並ぶ役を受け負ったのだ。あんな、押せば壊こわれそうな少女を、この暴力的なまでの列に並ばせるようなことは、私の信条に反する。

　私の役目は、少女の代わりにサイン会の列に並び、目当ての作家のサインを貰うこと、である。整理券も一緒に受け取り、周りの人に事情を説明すると、拍ひよう子し抜ぬけするぐらいあっさりと先程の列に並び直すことが出来た。

　一応、円香とアリスにはメールを入れておいて、私も列の一員となった。

　階段の壁には、サイン会の開催を告げるポスターが並んで貼られている。

　今回、このムカデ屋の九階催事場において、三人の人気作家が、合同でサイン会を行っているらしい。

　その中の、一人。

　秋あき山やま忍しのぶという、作家。

　それが、先程の少女がサインを欲しがっている相手である。

　普段、本を読まない私でも、その名前くらいは聞いたことがある。

　確か、円香が話題に上げていたこともあったっけ。とにかく分厚く、複雑で、そして予測不能な小説を書く作家であるという。出す本は全すべてたちどころにベストセラーになるような、超人気作家。

　しかもどうやら、秋山忍というその作家は、これが初めてのサイン会であるらしい。これまでは覆ふく面めん作家として活動してきたのが、今回初めて衆しゆう目もくにその姿を晒さらすのだという話だ。それならば、この圧倒的な熱狂も頷けるというものだ。

「それにしたって、凄い列だな」

　凄いとは、単純な量だけではなく。その質も、また凄い。

　合同のサイン会ということなので、ここに並んでいる全員が秋山忍一人のファンということではないだろうけど。それにしたって、何とも個性的過ぎる群衆だ。どこかの博はく覧らん会かいでも見ているかのような、雑多な列だった。

　老若男女、あらゆる年代と性別の人物がいる。

　日本人だけではない、外国人も沢山いる。

　作中の登場キャラクターなのだろうか、派は手でなコスプレをした人がいる。

　何か、ミニチュアダックスフンドが上の方から覗いていたような気もする。

　とにかく、列に並んだ人間の特徴が一定ではない。人間以外までいる。

　まるで、世界中からランダムに抽ちゆう出しゆつしたかのよう。

　一体、これだけ多彩なファンを持つ作家というのは、どんな人物なのだろうか。

　秋山忍以外の二人……まず姫ひめ萩はぎ紅葉もみじという作家に関しては、残念ながら知らない。もう一人、秋あき月づきマキシという作家……彼女はアイドルとしても有名なので、さすがに知っているしテレビで見たこともある。しかしその三人だけで、これだけ個性的なファン達を集めるだなんて、普通の私には、どうにも想像出来ない話である。

　作家。

　これだけ多くの人々を虜とりこにする、作家。

　その中の一人に、私はこれから会うのだ。

「……ちょっと緊張して来た」

　今更ながら、思い切ったことをしたものだと思う。

　そもそも読者の代理としてここに並んでいる私なのだ、作品について専門的な話題でも振られたらどうしようもない。今から予習しようにも、まさかここで手持ちの本を読み終えることなど出来ない。

　悩み、視線を宙に彷徨さまよわせて。

「……ん」

　視界の隅に映った違い和わ感かん。その元凶は階段の向こう。上のフロアの通路からこちらを見ている三人の人物がいた。

「あれは？」

　一見して、また何かのコスプレなのかと思った。

　そう思える程に、個性的な格好をしていたからだ。

　しかし、それは違うとすぐに確信する。

　何故ならば、彼らの瞳に浮かんだ色が、行列に並ぶファン達とはまるで異なっていたから。ここまで何度となく見た、サイン会への期待に輝くような色ではなく。もっと異なる感情で濡ぬれているような、そんな瞳だった。

　そして、その視線は行列ではなく、その横に貼はられたポスター。三人の作家の名前が並んだものに向けられている。

　熱狂に湧わいている周りの人々は、気付かないだろうけど。

　一歩引いた位置で列に並んでいる私だからこそ、その三人の異様さに気が付いた。




　学生服を着込んだ、長身の女性もしくは男性。瞳の色は挑戦。

　ひらひらとした服を纏まとう、令れい嬢じよう然ぜんとした女性。瞳の色は期待。

　小柄で、しかし張り詰めた雰囲気を持つ女性。瞳の色は、無。




　それぞれに異なる感情を秘ひめ、統一感のない格好をした、明らかに周りから浮いているその三人。何か、良からぬことでも企たくらんでいるかのようなその表情に、肌が粟あわ立だつ。

　あれは、何だろうか。

　何か、このサイン会にとって、良くない集団ではないのか。

　行列を見ながら何か会話している。

　不意に気にかかり、周囲の喧けん騒そうを避さけるようにして、耳を澄ませる。こんな時に役立つのは八番目の駄目兄から教わった忍者由来の集音奥義だ。それは相手の会話を僅かながらこちらに届けてくれる。




「まだ…………アイドルを…………真似」

「姫萩家に…………本が…………楽しみ」

「……………………………………秋山忍」




　断片的で、意味の分からない言葉。何とか聞き取れたのは、作家の名前。しかし、どうにも要領を得ない。

　もう少し聞き取ろう、と更に集中を深めようとしてて。

　その中の一人、学生服を着た人物と、突然視線が合った。

「──ッ!?」

　強い、こちらを射抜くような視線が私に向けられる。

　こちらを見るなと、そう威い圧あつして来るような視線が頭上から落とされる。

　しかし私は、目を逸らすことなく。

「………………」

　真正面から受け止める。

　まあ、その程度で怯ひるむ私でもないのだ。このくらいの圧力、男所帯で育った私にとっては、別に怖がるほどのものではない。『先に視線を外した方が負けだ！』と、三番目の兄上から教わった通りに、私は視線を固定する。学生服の人物に負けまいと、じっと視線を向ける。

　しかし、更に頭上から届いた歓声に、思わずそちらの方を向いてしまう。

「何!?」

　何かが、この行列の先、恐らくサイン会の会場で起こったらしい。

　爆発したかのような歓声、会場が湧くほどの何かが、行列を包み込んだ。

　私がそちらの方に気を取られた、その一瞬で。

「……あれ？」

　いつの間にか、頭上にいた三人の不審人物達は姿を消していた。

　まるで、このサイン会の行列には、既に見るべきものはないとでも言うように。

　一瞬で、その場から消えたのだった。


　　　　　　　　



　突然消えた不審人物達と、会場から聞こえる歓声に疑問を持っているうちに行列は進み。いよいよムカデ屋ビルの九階、催事場のある階にまで到達していた。

　催事場への入り口には、豪ごう華かなゲートのようなものが設しつらえられて。そこには大きく『姫萩紅葉先生・秋月マキシ先生・秋山忍先生　合同大サイン会』と書かれている。

　まあ、ここまで来たら後はサインを貰うだけ。

　緊張はするけれど、しかし難しいことではない。軽い気持ちで、歩ほを進めて行く。

　と、前方から見知った顔が現れた。それはいつも見ている、そして先程入り口の所で見たばかりの顔で。

「あ、小埜木先生」

「～♪」

「え、あれ？」

　声を掛けるも、しかし小埜木先生はこちらに気付く様子はない。先程以上に嬉しそうな表情を浮かべたまま、しかし確かつ固ことした足取りで、そのまま階下へ行ってしまった。

　その手の中に、一冊の本を大事そうに抱きかかえたままで。

「何なんだろう」

　あの真面目な小埜木先生が、骨抜きにされたかのような顔をしていたんだけど、一体この先で何が起こっているのだろうか。

　そんな私の疑問に答えるように、辺りがにわかに騒がしさを増して来た。

「ん？」

　先程も聞こえたそれは、サイン会の歓声、といった感じではない。もっと派手で賑やかな、たとえるならば、超有名アイドルのライブのような。

「……って」

　疑問を抱いたまま会場の中を見て、絶句した。

　ライブのような、どころの話ではなかった。

　何とも信じられないことに。

「はぁ!?」

　それは、ライブだった。

　本気で本物の、正真正銘、ライブだった。




「「「「「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおお！！！！！！」」」」」」」




「え、何？　何コレ!?」

　催事場に入るなり、私を襲おそったのは圧倒的な密度の歓声。三百六十度から押し寄せる熱気、会場を舐なめるように舞うスポットライト。ビルの内部とは思えないほどに豪華な内ない装そう。そして、その盛り上がりを統率するかのように響き渡る、歌声。

　そこは確かに、ただの催事場の筈なのに。

　私は、いつの間にかライブ会場に放り込まれていた。

「「「「「「「「ＨＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！！！！！」」」」」」」」

「いやおかしいよね、絶対」

「「「「「「「「ＹＥＡＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ！！！！」」」」」」」」

「だからおかしいって!!　絶対に!!」

「「「「「「「「ＦＩＲＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ！！！！」」」」」」」」

「だから！　ちょっとは落ち着けって！！！」

　これ、サイン会じゃなかったの!?

　私が想像していた作家の凄さとはまた違うものなんだけど！

　しかし現実は非情で、辺りからは歓声と歌声が響き渡る。

　会場内で歌っているのは恐らく、今回サイン会に参加した作家の一人である秋月マキシだろう。この曲はテレビで聴いたことがある。

　いや、どうして歌っているんだ。みんな歌を聞きに来た訳じゃないだろ。アイドル作家なのは分かっているけれど、ここはサイン会ではなかったのか。何故サインをせずに歌っているのか。しかも、秋月マキシの歌声に追つい従じゆうするようにして、観客までもが大声を張り上げているのがまた変だ。どうしてサイン会でこんな歓声がするのか。観客の声の総量が、明らかにこのスペースに収まるレベルを超えているんだけど、ここは一体どこなんだ。サイン会の会場ではないのか。

「うっ!?」

　逃れるように違う方を向けば、そちらは万国博覧会のように多彩な人種の集まりがあった。

　石油王みたいな人もいれば、貴族みたいな人もいる。将軍みたいな人もいれば、仙人みたいな人も、メイドもいる。言語も人種も年齢もそれぞれ異なっている。まるで人種のるつぼと言った感じで。またどこか別の国へ飛ばされてしまったかのような錯さつ覚かくを覚える。ここは本当に日本なのか。

「……ああもう！」

　目の前の異常事態に、とにかくツッコミが絶えない。

　私が知らないだけで、サイン会ってこういうものなの？　サイン会ということで軽く引き受けたけど。ひょっとして、凄く大変なイベントに参加しちゃったのか。

「……いや」

　そんな筈がない。

　私の信じる常識を信じろ。

　正気を保とう。普通でいよう。

　しかし、それを許さないのがこの会場の空気。

　私と同じように戸と惑まどっている人も中にはいるのだが。しかし三分の一くらいは、むしろ会場を盛り上げる側になっているようで。必死に声を張り上げて、ライブに参加している。

　熱心なのは良いけれど、それってサイン会に参加する態度ではないような。サイリウムを振っている人もいるけれど、どうしてサイン会にそれを持って来ちゃったのか。

　そして元凶だろう秋月マキシの衣装が目を離した隙に変わっているんだけど、まさか着替えたとでも言うつもりだろうか。この衆目の中で？　露ろ出しゆつ狂きようなの？

　別の三分の一、多国籍な姫萩紅葉のファン達もまた、壇だん上じようにいる姫萩紅葉と思われる和服の少女の、一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに歓声を上げている。ただし、こっちの方はマキシのファン達と異なり、主に野太い声援。多数の言語が入り乱れ、ちょっとした歌のようにすらなっている。

　見れば、壇上には、メイド・カラス・ミニチュアダックスフンドと個性的なメンバーが勢揃いしている。彼らに囲まれ、サインをしている様子は、シュール以外の何ものでもない。

　とにかく。

　何もかも、私の理解を越えている。

　しかし、雰囲気に呑のまれながらも列は進み。私も、慌ててその後に続いて行く。

　とにかく、頼まれたサインだけは、必ず手に入れなければならない。志こころざし半ばで倒れた少女の為にも、いや実際は割と元気そうだったけど。

　催事場の入り口では、アンケート用紙を配布しており、その用紙を回収する為の箱も置かれている。そこから、整理券の種別に従って、列は三つに分かれていた。

　私はその中で、右側……秋山忍の列の方へと進む。

　いよいよ、噂の作家、秋山忍に近付いていく。




　そちら、秋山忍のサインが行われているだろう区画は、何と言うか。

「……静かだ」

　そこだけは、妙に落ち着いた雰囲気だった。

　ライブ会場と化したサイン会会場の中でも、不思議なことに静せい寂じやくを保っている。正確に言えば喧けん騒そうはここまで届いているのだが、しかしそれを許さない静せい謐ひつさが、浮ついた空気を抑え込んでいるようで。会場中央のスポットライトの輝きも、どこか抑え目に見える。こういうのが本来のサイン会の雰囲気なのではないだろうか。

　私もそれでようやく、平静を取り戻す。

　大丈夫、私はサインを貰いに来ただけだ。

　粛しゆく々しゆくと進む列。前方で、時折歓声のようなものが上がり、そして嬉しそうな顔をした人が戻って来る。その満面の笑みから察するに、お目当てである秋山忍に無事に会えたのだろう。ただ、会えただけにしては、その喜びようが尋じん常じようではない気もする。スキップとかしているし。先程の小埜木先生もそうだったが、ただサインを貰っただけ、とするにはやや不可解だ。

　言ってしまえば。

　作家に会ってサインを貰うという、それだけのことで。

　どうして彼らは、彼女らは、あそこまで嬉しそうにしているのだろうか。




　疑問と、僅かの不安を抱えたまま、しばしの時が経って。

　そして、私の番が来た。

　来てしまった。

　前に並んでいた人が、例によって笑顔のまま、その場を後にして。

　一歩を踏み出した私は、ついに当の秋山忍と一対一で向かい合い、視線が合う。

「………………あ」

　それだけで、全ての予想を折られ、心を折られた。

　目の前の椅子に座っている女性。

　作家、秋山忍。

　作家ということで、落ち着いた人物を想像していた。もっと穏やかな、こぢんまりとした人物像を勝手に描いていた。

　しかし実際に相対した秋山忍は、予想とはまるで違う姿で。

　そもそも、女性だという時点でまず違っていて。

　そして何より、恐ろしい程の存在感を放っていた。

「………………あ、ああ」

　鋭い視線から突き刺さるプレッシャー。勝手に震え始める身体。

　恐怖と戦せん慄りつと絶望と諦てい観かんと喪失をない交ぜにしたかのような感情。

　これが、サイン会なのだろうか。そもそも、これが作家なのか。あるいは、これが果たして本当に人間なのか。

　私は、この圧倒的存在を前に、どうすれば良いのか。

「う、うう」

　いや、本気で何なのだろうか、これは。私の知る作家とは、こんな戦意を撒まき散ちらすようなものではなかった。って言うか、たとえ本気の兄上達だって、ここまで剣けん呑のんな雰囲気は出せないんじゃないだろうか。どうして私の前に並んでいた人達は皆笑顔を浮かべられていたのか。

　一言で言えば、怖い。

　私は、ただ目の前にいる作家が、怖かった。




　彼女は、秋山忍は、その赤い瞳で、戸惑い続ける私をじっと見つめていたが。

　一度目を伏せ、そして、口を開く。

「そんなに、怯えないで欲しいのだけど」

「あ、あ、あの、すいません」

「私が……秋山忍が、想像していたものと、あまりに違ったのかしら」

「いえ、その」

　私はただ、しどろもどろになるばかり。まさか、秋山忍とか関係なしに、その圧力にあてられていただけです、なんて正直に言える雰囲気ではない。

　黙っている私をどう判断したのか、秋山忍は怪け訝げんそうな顔をしていたが。

「じゃあ、その本をこちらに貰えるかしら」

「あ、はい」

　言われるがまま、持っていた本を差し出す。

　ああ、サインを本に書き込んでくれるのか、これで私のするべきことは終わりだ……と思いきや。秋山忍は手を動かさず、こちらを見つめている。

「名前は？」

「え？」

「アナタの名前、教えてくれるかしら」

「あ、はい……」

　そう、それを忘れてはならなかった。サインを書いてもらうに当たっては、自分の名前を一緒に記してもらわなければならない。転売防止の為でもないだろうけど、自分の名前を書いてもらえる、ということはファンにとっては嬉しいことに違いない。勿論、そこに書くべきなのは私自身の名前ではないが。

「えっと、私の名前は」

　とにかく、助けた少女から聞いた名前を告げて、サインを書いて貰おうとして。

「それは噓ね」

　まるで刃を斬り返すように。

　二秒で、私の噓は看かん破ぱされた。




「……え」

　予想外の出来事に、固まってしまう。

　そして事態を把は握あくして、冷や汗が背を流れる。

　何で、ばれたのだろうか。黙っていれば誤ご魔ま化かし通せると思っていたのに、どうして一瞬で噓を暴あばかれてしまったのか。噓がばれる＝処刑なのか。この場がサイン会の会場から一瞬にして刑場へと変わってしまうのか。

「まあ落ち着きなさい。そんなに怯えなくても良いわよ」

「……えっと、は、はい」

「まずは、事情を聴かせてもらえる？」

　無表情のまま、そう言われて。ありのままを語るしか、私には出来なかった。

　どうにか言葉を絞り出して、真実を告げる。

　友人と一緒に、ここに来て。そうして、倒れそうになっていた少女を助け、放っておけなくなり、彼女の代わりにこうしてサイン会に参加したということを、秋山忍という作家に向けて、全部告白した。

　この場合、どうなるのだろうか。本人以外の人間がサイン会に参加することは、やっぱり違法となってしまうのか。別に、身分確認などは無かったから、大丈夫だと思っていたのに。

　しかし、今気になるのは。

「あの、何で」

　バレたんですか、と聞こうとして。

　しかし彼女は、秋山忍は、あっさりと告げる。

「その子と知り合いなのよ、私」

「じゃあ何でサイン会に並んでいたの!?」

　状況も忘れて、思わずツッコんでしまう。

　知り合いだったら、わざわざ並ばなくても普通にサインとか貰えるんじゃないのか。どうしてわざわざあんな行列に並んでまで、サインを求めたの!?　しかもあんな無茶をしてまで！　後日こっそり個人的に書いてもらってくれないかなぁ!?

　ああ、すっきりした。

　すっきりしたけど、私はこれで終わりだろうか。

　虚きよ偽ぎの申告がバレて、刑場送りになってしまうのか。

　しかし、秋山忍は意外にも、こちらを優しい目で見つめて来る。どうやら、命の危険はないらしい。良かった、口を滑すべらせたら即処刑、みたいなことではなかったようだ。

「……そのツッコミ、中々やるわね」

「え？　あ、ありがとうございます」

「うちにも、ツッコミを生業なりわいとしているのがいるのだけれど。それに勝るとも劣らない腕前だったわね。やっぱり勢いが大事よね。今後も精しよう進じんすると良いわ」

「……はぁ」

　しかも、褒ほめられてしまった。別に、そこまで嬉しくないんだけど。というか、ツッコミを生業としている人って、お笑い芸人以外にいるのだろうか。ツッコミ続ける人生とか、凄く疲れそうだ。私は絶対にやりたくない。

　秋山忍は、私から受け取った本に、さらさらとサインを書き込み……それとは別に何やら一言二言を書き入れると、それを私に差し出して来る。

「じゃあ、これをその子に渡してくれるかしら」

「あ、はい。ありがとうございます」

「ええ、あの子には個人的に後できちんと話を付けておくから、アナタは特に気にする必要はないわ、安心しなさい」

「……お手柔らかにお願いします」

　何だか変な展開になってしまったけれど、どうやら目的は達成したらしい。っていうかあの子、何だか、後で酷い目に遭あわされそうな感じがするのだけど、大丈夫なのだろうか。

　ともあれ、これで私のやるべきことは終わった。後はこの本を返して、それから円香とアリスの捜索に戻らないといけない。

　お礼を言って、列を離れようとすると。

「それじゃあ、次はアナタね」

「え？」

「アナタの名前、聞かせてもらえる？」

　そんなことを、目の前の秋山忍が告げたのだった。




　思わぬ、その言葉に。

「あ、あの、名乗る程のものでは」

「私の知り合いの為にここまで並んでくれたのだから、それなりのお礼をしないといけないと思うのよ。だから、ね。名乗りなさい。いいから。さぁ」

「はい、陸奥田奈央。ムツタナオと申します……ハッ!?」

　勢いに乗せられて、思わず名乗ってしまった。口が勝手に。

「そう、陸奥田奈央さんね。お礼と言っても、サインくらいしか、この場で渡せるものはないんだけど……そう言えば、私の本、読んだことはあるのかしら？」

「あの、すみません、あまり本は読まないんです」

「別に、謝ることではないわよ？」

「この間、友達から勧められて読んだ本ならあったんですけど……大おお澤さわ愁しゆう山ざん先生の本を。他には、あまり」

「……ふうん」

　一瞬、物凄く微妙な顔をしたかと思ったが。しかし、次の瞬間には優しげな表情に戻っていて。

「まあ、そうね。全員が全員、私の本を読んでるって訳ではないものね。それに、それは私から強要出来ることではないわ」

　ただ、と言葉を切って。

「それでも、こうして向かい合ったのなら。私は、私の本を読んで欲しいって、それだけを願うわ。後は、私の伝えたいことは、全て本の中に刻み込んであるから。だから、もし少しでも興味が湧いたのなら」

　一息。

「私の、秋山忍の本に、触れてみてくれないかしら」

　優しい瞳で、こちらを真っ直ぐに見つめながら。祈るように、告げた。

　作家の願い。私という、読者ではない相手に対して、それでも真しん摯しに伝えられた直接の言葉。

　それに私が、何かを応えるよりも早く。

「はい、じゃあ次はアナタの番ね」

「……へ？」

　話の矛ほこ先さきがこちらの方を向いた。

「私の言いたいことは、もう全部言ったわ。だから、次はそっちの番よ。アナタの話を、聞かせて頂ちよう戴だい」

「え、でも、私が話すようなことは」

「別に、何でも良いのよ。家族の話でも、学校の話でも、どんな他愛のない話でも構わないわ。アナタがどう生きているか、誰と過ごしているか、何を思っているか。少しでも良いから、それを、作家である私に話して欲しいのよ。それは、私にとってきっと大切な話になるから」

「……はい」

　何も考えていることはない。ただぽつぽつと、思いつくままに話を始める。

　余りに突然のことで、戸惑いもあるけれど。それでも、この人に、正面からきちんと向かい合いたいという思いが、私の口を借りて動き始めていた。

　家族の話。

　学校の話。

　新たに出来た友人達の話。

　取り留めなく、時折つかえてしまうような、拙つたない語りだったけど。

　私の話を、秋山忍は丁てい寧ねいに聞いてくれた。

　話が円香に及んだ時と、あと怪盗二面相の話をした時に、またもや微妙そうな顔をしていたような気がしたけれど。しかし相あい槌づちを打ち、頷いて、真摯な態度で、私の話を聞いてくれた。

　話が終わると、秋山忍はおもむろに万年筆を構え、どこからか取り出した一冊の本を机の上に開いて置き。それに向けて、万年筆を振り下ろした。

「──なっ!?」

　目も眩くらむ、一瞬の光。

　数瞬の後、それが止んだ時、その本には文字が書き込まれていた。

「……え？」

　私が理解するよりも先。何度も、万年筆が振るわれる。その度に、光が舞い、そして文章が確かに書きこまれていく。

　しばらく呆然として見ていると、秋山忍は満足そうに汗を拭ぬぐい、本をこちらへと差し出して来る。その、細かな文字が、びっしりと余白に書き込まれた本を。

「ごめんなさい。ちょっと時間がかかっちゃったけど出来たわ。受け取って貰えるかしら？」

「えっと、それは……？」

「アナタの為の小説よ。アナタの話から聞いて得たインスピレーションを基にして、書いたの。ありがとう、話を聞かせてくれたお返しよ」

「え……今、書いたんですか？」

「ええ、勿論。見てたでしょ？」

「え、見てました……けど」

　私の為の小説って、まさか今の私の話を聞いて、即そつ興きようで話を考え出して、それを書き込んだとでもいうのか。思考の速度も、執筆の速度も、どちらも明らかに常識を超えているんだけど。って言うか、書く瞬間が全く見えなかったんだけど。

「作家ならこれくらい出来るわよ？」

「……いえ、そんなことはないと思うんですけど」

　まるで何でもないことだというように告げる秋山忍。

　ただ、私が知らないだけなのだろうか。

　作家って、凄いんだな。




　目の前で行われた神かみ業わざの興こう奮ふんも冷めやらぬうち、私はこの場から離れなければならなかった。私のすぐ後ろには、次のファンが待っているからだ。

　その、別れ際に聞いた、秋山忍の言葉。

「それは、アナタ……陸奥田奈央という一人の為に、私が書いた小説。過去にも未来にも存在しない、アナタだけのものよ。今ではなくても良い、いつか読みたいとそう思った時に、読んでくれたら、とても嬉しいわ」

「はい。大切に、します」












　半ば夢ゆめ見み心地ごこちのまま、私の為の小説を記した本を手にして、その場を後にする。何だか自分の常識を超えたことが起こり過ぎていて、果たして本当にあったことなのかと、疑ってしまいそうになるけれど。

　しかし、自分の手の中にある本が、確かな重みを伝えている。

　誰の為でもなく。自分の、陸奥田奈央という私の為だけに、秋山忍という作家が書いてくれた本。

　世界に一冊だけの本。

　この本の大切さを、きっと今の私はまだ理解出来ていないけれど。それでも、いつかちゃんと読んでみようと、そう思った。この本に込められている想いを、しっかりと受け止めたいと、そう思ったのだ。

　作家の想い。読書とは、きっとそれを読者が正面から受け止めることで。

「……うん」

　ぎゅっと胸に抱いて、私は会場を後にする。

　最後に手にしたのは、アンケート用紙。

　そこに、秋山忍という、今日出会った鮮烈な人の名前を残して。


　　　　　　　　



　預かった本を返しに、少女と別れた休憩スペースまで戻ると、そこには意外な顔が待っていた。

「あ、奈央ちゃん！」

「……円香？」

　相変わらず不安そうな顔をしている少女と並んで座っているのは、先程はぐれた円香だった。というか、どうして円香がここに？

「あれ、奈央ちゃんも映は見みさんと知り合いだったの？」

「知り合いっていうか、さっき知り合ったっていうか……」

「さっき？」

「えっと、説明するのは面倒なんだけど。さっきちょっとあって……円香こそ、この子と知り合いなの？」

「うん。こちらは私の図書委員会の先せん輩ぱい、大澤映見さんだよ」

「……え？」

「私達の先輩。三年生」

「さ、三年生!?」

　と、年上だったのか。何だかずっとオドオドしている子犬系少女だったから、すっかり年下だと思い込んでいた。

「え、えーと、大澤先輩？　はい、ちゃんと秋山先生のサイン。貰って来ましたよ」

「あ、ありがとう、ございます」

「いえ、そんなにかしこまらなくても……。というかすいません、先輩に対して、何だか失礼なことを色々と言ってしまったような」

「そ、そんな、たかが一年二年先輩だからってサイン会に並ばせるような真似をしちゃって本当にごめんなさいすいません許して下さいアイムソーリー対不起ドウイブチー」

「えっと……ほら。秋山先生のサインですよ、サイン！」

　とりあえず少女を……大澤先輩をなだめようと、貰って来たサインを見せることにした。本を開くと、そこには確かに先程貰ったばかりの、秋山先生のサインがあって。

　しかしその下には。

『話があるから、後日うちに来なさい』と。

　まるで脅きよう迫はく状じようのように、おどろおどろしい文字で書かれていた。

　それを見た大澤先輩は、一瞬で顔色を変え。

「ご、ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいサイン会の列に並んじゃってごめんなさい後で必ず直接私の首と命を持って伺うかがいますからごめんなさい先輩ごめんなさいごめんなさい」

　頭を抱えてうずくまりながら謝罪を繰り返し始めた。

　この人、秋山先生とは一体どんな関係なのだろうか。まさか脅おどされているのか。でも、『うちに来なさい』というぐらいなのだから、それなりに近しい関係なのか。

「えっと、円香？　どうしよう？」

　助けを求めるように、円香の方を見る。

「あんまり気にしなくても良いよ、映見さんにとってはいつものことだから」

「これが、いつもなの!?」

「うん、図書委員会では、大体こんな感じ」

　それはそれで大問題ではないのだろうか。

　これが通常の図書委員会って、果たしてどんな組織なんだ。作家もそうだけど、本に関わる人間って、皆どこか限界突破しているものなのだろうか。やっぱり本って、おかしな力を持っているんだろうか。

　そう言えば、円香もあんな本ばかりが押し込められた部屋に出入りして……。

「ん？　奈央ちゃん、どうかした？」

「いや、何でもない。何でもない」

　思わず首を振って応える。何でもない。何でもないけど、いつも以上に円香に逆らうことは止めようと思う。

「あれ、どうしたの奈央ちゃん、その本は」

　と、円香は私の持っていたもう一冊の本、秋山先生から貰った本に気付く。

「うん、ちょっと。人から貰ったんだよ」

「ふーん、本を見知らぬ他人から貰うことって、良くあるよね」

「いや、そんなにないと思うけど？」

　少なくとも、私は今までそんな経験はない。あったとしたら、それは不ふ審しん者しやだ。

「でも、そんな人から本を渡されて、それを素直に受け取るって。ひょっとしたら、奈央ちゃんも、本に興味を持ってくれたのかな？」

「あー、うん、どうだろう」

「本を読むことは良いことだよ。だって楽しいもん。私も、それを和かず兄にい……お兄ちゃんから教えてもらったんだ。奈央ちゃんが読書に興味を持ってくれたのなら、私もすっごく嬉しいな！」

「そうだね。読んでみるよ」

　本の持つ魅み力りよくを、まだ私は良く知らないけれど。

　しかし今日、その切っ掛けを、どうやら得ることが出来た。

　作家という、規格外の存在に出会うことで、本について興味を持つことが出来た。

　私にとって新しい世界が、開いた音がした。

　だから、後は進むだけ。

　進んで行こうと、そう思える意志に、後押しされて。

　この手の中の分厚い本、何が書かれているのかは分からない。

　そこには、まるで深い森の中に分け入っていくかのような、不安もあるけれど。

　それでも、きっと読み終えた時、この森を抜けた時に。

　私の中に何か、生まれるものがあるのだと、そう信じられるのだ。

　だから私は、本を読む。この先に待っているものを期待しながら、本を読んでみよう。

　そして。

　私の為だけに小説を書いてくれた作家の想いを、いつかきちんと受け止めよう。




「じゃあそろそろ、帰ろっか」

「そうだな……でも、大澤先輩はどうすれば」

「大丈夫大丈夫、私が連れて行くから。ほら映見さん、行きましょう？　大丈夫ですって、夏野さんは別に怒ってなんていませんって」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

　なおも地面に向けて謝罪を繰り返している大澤先輩を助け起こす円香。

　先輩は東川高校の近くに住んでいるらしく、寮へと帰る私達と共に帰き路ろへと就くことになった。大澤の名字って、どこかで聞いたことがあるような気がするな。




「あれ？　そう言えば、アリスは？」

　ふと、忘れていたことに気が付いた。割とどうでもいいことなんだけどあの金髪小娘はどこに行ったのだろうか。

「円香、一緒じゃなかったの？」

「あっ、そうだ。私達も早く行かなくちゃいけないんだよ！」

「え？」

「アリスちゃん、怪盗二面相さんを発見して、それを追いかけて行ったんだよ」

「怪盗いたの!?」

　やっぱり、本当にいたんだ。

　しかもアリスの奴、怪盗を追いかけるだなんて、まるで探偵みたいな行動だな。

「で、その変質者は何処に現れたんだ？　美術館とか？」

「それが、東川高校の寮の、私と奈央ちゃんの部屋にいたらしいんだよ」

「……………………はぁ？」

　私達の、部屋？

　え、ちょっと待って。何それ？

　何でそんなことになってるの？

「私達の部屋にいたのは一瞬だけだったみたいだから何か変な事はされてないそうだけど。何だか、寮の部屋を一つ一つ回っているみたいで。連休で、帰き省せいしている子達の部屋なんかも。アリスちゃん、それに気が付いたから急いで帰っちゃったんだよ。本当は私も付いて行こうと思ったんだけど、アリスちゃんが『ナオと一緒に後から来て！　最初に怪盗を見つけるのは探偵の役目よ!!』って言うから、奈央ちゃんと合流してから行こうと思って」

「い、いや、そんな問題じゃないだろ！」

　寮だぞ。

　自室だぞ。

　プライベートルームだぞ。

　自分で言うのも何だが、乙女おとめの園そのだ。

　そこに、無断で入り込むなど。

「変態だ」

「奈央ちゃん？」

「変態だ！！！」

　駄目だ。そんな変態は許しておけない。今までは、何となく『こっちの方には変な奴がいるんだなぁ』程度にしか考えていなかったが。許せない。そんな変態を野放しには出来ない。

「円香、私達も早く帰ろう！」

「う、うん！」

　急いで帰らなければならない。そもそも、どうやって侵入したんだよ。

「でもアリスの奴凄いな、変態の居場所をバッチリ見つけるだなんてやるじゃないか」

　アリスの探偵としての素質は、正直疑うことしか出来ないんだけど。それでも怪盗の存在に行き当たっているというならば、それなりに有能だったりするのか。少しは見直してやってもいいかもしれないな。

「うん、盗聴器に反応があったんだって」

「は？」

　そんなことをあっさりと告げた円香を振り返る。

　確かにアリスは駆け出した時には何か機械を片手に、どこかの反応を窺うかがっていた。

　そして、それで聞いた音声から、変態の居場所を当てたと言うのであれば……。

「それ、私達の部屋の中に盗聴器があるってことじゃないの!?」

「私達が部屋にいる時は盗聴していないって、そう言ってたよ？」

「そういう問題じゃないだろ！　円香、アリスのバカはどこに行った!?」

「だから、怪盗二面相さんを追って、寮に帰ってるよ」

「よし、二面相よりも先に、あの金髪小娘を捕まえよう」

　何をしてくれるんだ何を。

　親しき仲にも礼れい儀ぎありどころの騒ぎではない。完全にお縄なわを頂ちよう戴だいする事態じゃないか。我が国の警察を舐めるんじゃないぞ。どんな言い訳をしようとも、決して許さない。たとえ、変態が登場することを見越して仕掛けたとか、真っ当な理由があっても許さない。

「手刀百発の刑に処してやる!!」

　サイン会の来場者のせいだろうか、妙に混んでいる階段を駆け抜け、私達はムカデ屋ビルを出る。

　見上げた空には、朝と同じ青空が広がっていた。




　私こと陸奥田奈央は、ごく一般的な普通の女子高生である。

　少しだけ他人よりも背が高いのと、少しだけ他人よりも兄が多いこと以外は、普通の女子高生だ。

　これは、普通な私が普通ではない彼女達と過ごした日々の記録。

　これから、私の普通の生活はどのように変わっていくのかは分からない。最近、妙にキャラクターの強い人物達にあてられてばかりで、既に私の普通は崩ほう壊かいしているような気がしないでもない。

　ただ、私の周りで何が起こったとしても変わらない。

　共に歩く普通ではない友人達と。

　そして、この手の中にある、普通ではない彼女から受け取った本と共に。

　せいぜい、普通の生活を送って行くとしようじゃないか。








終わり










あとがき




　※本書に出てくるミニチュアダックスフンド、カラスはフィクションです。実在のミニチュアダックスフンド、ハシブトガラスとは異なりますので、予あらかじめご了りよう承しようください。




　こんにちは、更さら伊い俊しゆん介すけです。この度たびは『犬とハサミは使いよう　Ｄｏｇ Ｅａｒｓ ３』をお手に取って頂き誠まことにありがとうございます。少しでも楽しんで頂けたなら、喫きつ茶さ店てんで、隣の席の人達が自分の好きな本について熱く語っていた時ぐらい嬉うれしいです。

　さて皆様、現在放送中のアニメ『犬とハサミは使いよう』はご視聴頂けておりますでしょうか。動く春はる海みや夏なつ野のや変態達、そして超展開に次ぐ超展開。このキャラクターとお話を考えた自分達の頭の中は一体どうなってるんだろうかと若じやつ干かん心配になりながら、毎週視聴しております。そしてアニメになってみて初めて分かった事実。変態達の変態っぷりや、相次ぐ超展開もさることながら、真に特筆すべきは春海和かず人ひとの可か愛わいさではないでしょうか。まさか、自作の主人公の挙きよ動どうにもだえる日が来るとは思いませんでしたよ。何であの犬は喋しやべる度にピコピコアホ毛が動くんだ。犬可愛いよ犬。

　とまあ、アニメの話はここまでにして、短編集恒例のやつを始めましょう。

　本書は、ファミ通文庫様の公式サイト『ＦＢｏｎｌｉｎｅ』に掲けい載さいさせて頂いた短編三篇に書き下ろし二篇を加えた、計五篇の短編小説から構成されております。今巻も、前巻までと同様に、それら短編に対して『更』と『伊』からそれぞれコメントという形で触れさせて頂きます。中にはネタバレが含まれるコメントもありますので、本文を読んだ後にお読み頂くことを強くお勧すすめ致します。ＳＴＯＰ！　ネタバレ！

　それではどうぞ。




【犬にも衣装】

　更：二人の先せん輩ぱいに弄もてあそばれる映は見みのお話。短編ではいつも『とりあえず映見を出しておけば何とかなるだろ』と考えてしまうので、短編における映見の登場率はかなり高い気がします。映見とマキシの先輩後輩設定については、かなり初期から考えていたので書くことが出来て良かったです。超ネガティブな映見と、超ポジティブなマキシ。相性的にはとても良いと思います。

　伊：映見とマキシがなんやかんやする短編。大おお澤さわ映見というキャラクターは本編三巻での登場以来しっかり成長をしているのですが、しかし大体の場合、アクの強い連中に押されて、胃に穴が開く結果となります。映見は登場人物の中では珍めずらしいことに一人っ子なので、マキシさんに甘えればいいんじゃないか。




【犬子危うきに近寄らず】

　更：メイドとカラスと犬がマンション内を回るお話。『せっかくだし、しばらく出て来ていないキャラクターを再登場させよう』と考えた結果、宗むな像かた腕わん力りきがイラスト付きで登場する運びとなりました。力を入れるところが完全に間違っている気がします。ちなみにこのお話、時系列的には紅葉もみじと春海のデートの直前の出来事になります。紅葉が春海に向けた視線については『犬とハサミは使いよう６』をご覧らん下さいませ。

　伊：主人である紅葉よりも先に、メイドとカラスが出張ってくるとは夢にも思わなかった、そんな短編でした。書き上げてみると、思っていた以上にマッチョの出番が多くなってしまったのですが、その原因はアニメにおけるマッチョの印象が鮮せん烈れつ過ぎるせいだと思います。




【犬心忘るべからず】

　更：『初心に帰って春海と夏野の会話だー！』と考えて書いたお話。いつの間にか結構な数のキャラクターが出て来ているので、春海と夏野だけの話となると少し新鮮な気がしました。最近は、大体誰かが邪じや魔まをしに来ます。まあ、誰と絡もうが、どんな事態になろうが、最終的に犬が酷ひどい目に遭あうのは変わらないのですが。春海を罠わなに陥おとしいれる為に周到に準備をしている時の夏野さんはとても良い顔をしていたことでしょう。

　伊：今まで色々なキャラを短編で書いて来ましたが、ここらで春海と夏野の、読者と作者の関係性に立ち返ってみよう、というコンセプトで書いた短編でした。初心に戻ろうとしたのです。春海と夏野だけのやり取りということで、書いていて何だか懐なつかしい思いがしました。そうだ、こいつら主人公とヒロインだったんだ！　ありがたいことに僕達自身もファンレターを頂くことがあるのですが、執筆を続けていく上で大変励はげみになっております。ありがとうございます！




【犬は相談】

　更：短編になると良く出て来るキャラクターパート２、本ほん田だ姉妹のお話。夏野といえど柔らかい口調で対応せざるを得ない本田姉妹は、ひょっとしたら作中最強キャラクターなのかもしれません。そして忘れられた頃に出てくる夏野姉の存在。というか作者自身も完全に忘れていました。今後もそのポジションでの活かつ躍やくを期待しています。

　伊：短編集にはよく出て来る気がする本田姉妹の短編でした。姉の桜さくらさんは常識人というキャラクターなので、そこに選えりすぐりの変態共をぶつけることでバランスを取ろうとしている節ふしがあり、結果として周りに変態が集まってくるという地じ獄ごく絵え図ずになります。それでも揺るぎないヒロインらしさを保つ桜さんは、実にヒロインらしいですね。




【犬を持って集まる】

　更：短編集二巻より続投、普通の女子高生、陸む奥つ田た奈な央お視点によるお話です。夏野さん、普通の人から見たら滅め茶ちや苦く茶ちや怖い人なのではないでしょうか。いや普通に見なくても十分怖いんですけどね。真夏でも黒いし。ハサミ持ってるし。犬連れてるし。奈央の、円まど香かカレーに対するツッコミが春海よりも緩ゆるい気がするのは付き合いが短いがゆえなのかもしれません。そういや、このお話にも映見が出て来ましたね。これにて、東ひがし川かわ高校組集結しました。

　伊：本編の春海和人とは別の視点、陸奥田奈央から見たサイン会、といった感じの短編でした。あのサイン会の裏側ではこんなことが起こっていたということで、本編と合わせてお読み頂けると幸さいわいです。春海と奈央はツッコミ的な意味でさぞかし話が合うことでしょうが、話をする機会は多分来ません。お互いに頑がん張ばって下さい。奈央が見かけた謎なぞの三人については、次巻『犬とハサミは使いよう８』をお楽しみにして下さいませ。




　もう短編集も三冊目なんだから、そろそろマシなコメントが出来るようにならないのでしょうか。誰だよ『大丈夫だって。ＮＨＫのインタビューにも応えられたんだから、ちゃんとコメント出来るって』とか言ったやつ。

　俺だよ。




　また、本書の発売と同時期に、『犬とハサミは使いよう』のコミックス第三巻も発売となっております。三巻からは原作小説二巻でのエピソードがスタート。大おお庭ば下か門もん先生が描く、あの変態編集者や妹の活躍、物凄いことになっていますのでお楽しみ下さい。三巻にも、巻末に書き下ろしショートストーリー『犬とハサミは使いようＩＦ』を書かせて頂きましたよ。今回のＩＦは『性癖逆転』ネタ。変態大活躍！




　以下、星空の大海に響き渡る程の感謝を込めて謝しや辞じを送らせて頂きます。

　担当編集のＡ様。イラストレーターの鍋なべ島しまテツヒロ様。デザイナーのＯ様、Ｈ様。漫画家の大庭下門様。少年エース編集部のＵ様、Ｈ様。アニメ『犬とハサミは使いよう』制作スタッフの皆様。犬ハサ製作委員会の皆様。拙せつ作さくの製作・出版・流通・メディアミックス等に携たずさわって下さっている全ての皆様。家族。友人達。職場の皆様。コミックトレイン様。第一書林様、平安堂書店様、ときわ書房様。アニメのイベント等でお世せ話わになった秋葉原の書店様。拙作を置いて頂いている全国の書店様。そして、今この本をお手に取って下さっている読者の皆様。本当にありがとうございます。




　本書『犬とハサミは使いよう　Ｄｏｇ Ｅａｒｓ ３』をもちまして、僕達もデビューから通算一〇冊目を数えることが出来ました。デビュー作が発売となったのは二〇一一年二月だったので、丁度二年半で一〇冊。ここまで続けることが出来たのも、いつも応おう援えん頂いている皆様のおかげでございます。改めて、ありがとうございます。引き続き、応援頂ければ嬉しいです。




　次巻『犬とハサミは使いよう８』は今冬発売予定となりますので、少しだけお待ち下さいね。

　それでは、全ての本と、本を愛する人達に祝福があらんことを。





二〇一三年七月某日　更伊俊介
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